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			Ｓｔｏｒｙ２－３　奴隷化と二の魔族

			Ｓｔｏｒｙ２－４　死より甦りし者

			Ｓｔｏｒｙ２－５　親友と想い人

			Ｓｔｏｒｙ２－６　魔の女神

			Ｓｔｏｒｙ２－７　託された新たな子

			Ｓｔｏｒｙ２ ａｎｏｔｈｅｒ　次なる街へ

			電子版特典SS『浜風朱里は好意を隠さない』

		

	
		
			捨てられた勇者は魔王となりて死に戻る①

			悠島 蘭

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			　

			Ｐｒｏｌｏｇｕｅ

			　

			　俺はクラスでいじめの対象だった。

			　何故かと言われるとたくさん理由がありすぎて、どれを挙げれば良いかわからない。

			　曰く、顔が気持ち悪いから。体型がデブだから。

			　容姿はどうしようもできないじゃないか。

			　そんな反論は無視された。

			　曰く、オタクだから。ギャルゲーばかりしている奴だから。

			　それこそ個人の趣味だ。他人にどうこう言われる筋合いはない。それに俺はギャルゲーよりも無双ゲーの方が好きだ。

			　そんな反論は掻き消された。

			　曰く、勉強も運動もできない、友達もいないネクラ野郎だから。

			　友達ができないのはお前らのせいだろうが。勉強も運動も努力している。お前たちに何がわかる。

			　そんな反論は叩き潰された。

			　クラスメイトも学年中の生徒も、全員がゴミを見るような目で俺を見下し、卑(ひ)下(げ)し、虐(しいた)げた。

			　毎日、サンドバッグのように殴られ、ボロ雑巾のように掃除させられ。

			　そして、今――俺は魔物の餌にされた。

			「あっ」

			　抵抗するも体を担がれ、放り投げられる。

			　下にはうじゃうじゃと群がる魔物の数々。

			　狼の形をした化け物。

			　サソリの形をした化け物。

			　巨大化した蟻(あり)の形をした化け物。

			　それらが俺という餌を、腹を空かせて待っている。

			　悲鳴を上げる前に、俺は床に叩きつけられた。体が痺れて動けない。

			　次々と寄ってくる魔物たち。

			　指を噛みちぎられた感触があった。

			　足の肉を引きちぎられた感覚があった。

			　痛い、痛い、痛い、痛い、痛い。

			「――――――!!」

			　声にならない叫び声を上げる。

			　どうしてさっさと頭を喰ってくれないのか。これじゃあ死ねない。

			　早くこの苦しみから解放されたい。

			　だんだんと視界がボヤけてきた。血が足りなくなったのだろうか。

			　神経もやられたみたいだ。さっきのような激痛が全くしない。

			　咀(そ)嚼(しやく)音だけが聞こえる。

			　クラスメイトたちの姿はとっくに見えない。

			　真っ暗な闇だけ。

			　きっと、俺を食べるのに夢中になっているこいつらが、階段を上がらないようにふさいだのだろう。

			　いや、それとも目がダメになっただけかもしれない。

			　死ぬ前に、何でこんなことばかり考えているんだ。

			　もっといい思い出とか…………は無いな。屈辱的な日々だけだ。

			　なんだ。どっちにしたって一緒じゃないか。

			　苦しいなら、傷つくなら、痛いなら。

			「あ」

			　頭に噛みつかれた。

			　そんな感覚がして、俺は意識を失った。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ １－１『神様による異世界召喚』

			　

			　私立荻(おぎ)野(の)宮(みや)学園。ここが俺が通う高校で、俺の処刑場と言っても過言ではない。

			　毎日のように振るわれる暴力。吐き捨てられる罵(ば)詈(り)雑(ぞう)言(ごん)。

			　苦痛しかなかった。楽しみなんかなかった。

			　しかし、逃げることはできない。

			　この学園は寮制なので、自宅に帰ることができるのは長期休暇の時だけ。

			　引きこもりでもすれば、教師によって引きずり出され、新たな汚名が生まれる。

			　だから、今日も俺はいじめを受けていた。

			「おい、立てよ、この豚野郎！」

			「がっ!?」

			　バキッと鈍い音が鳴る。下から振り上げられたブローが腹に突き刺さる。

			　俺は膝をついて倒れそうになった。

			「まだくたばんなよ。そら！」

			「あぐっ!!」

			　そこを狙って首に落とされるかかと落とし。折れたんじゃないかと思うくらいの激痛が走る。

			　今度こそ確実にその場に倒れた。

			「ほら、地面とでもキスしてろよ。お前にはお似合いだって」

			「ぐっ……」

			　頭を足で踏みつけられる。毎度、毎度、同じパターンだ。

			　俺が一体何をしたって言うんだ。

			　どうしてこんな目に合わなくちゃならないんだ。

			「マジでキモいわ～」

			「本当に。同じ空気を吸うのも嫌！」

			「早くここから消えれば良いのに」

			　教室中のあちこちから聞こえる俺に対する罵(ば)倒(とう)。

			　こっちだって願い下げだ、クソ野郎。

			「まぁ、安心しろよ、桂(かつら)木(ぎ)。俺たちがちゃんと雑巾代わりに使ってやるから」

			　そう言って俺の顔を前後に床に擦り付けるのは、クラスでもいじめでも中心人物に当たる鮫(さめ)島(じま)伸(しん)二(じ)。

			　ルックスも頭脳も運動神経も、全ての分野においてトップクラスを誇る優等生。しかも、理事長の孫。だから、こいつがやることは容認されている。俺のいじめも、見て見ぬ振りをされている。

			　鮫島はかなり腹黒い。気に入らなかったら消す。気に入れば何がなんでも手に入れる。

			　そんなクズを体現したような男だ。

			　さっき俺を殴ったのは木(き)島(じま)剛(たけし)。蹴ったのは馬(ま)原(はら)圭(けい)斗(と)。どっちとも鮫島につく小物みたいな奴。まるでコバンザメだ。

			「さーて、次は何をしようかなぁ？」

			　鮫島は後ろにいる観客にリクエストを聞こうと足を離した。

			　その時だった。

			　それは唐突に起きた。

			「なっ！」

			「きゃっ!?」

			「うおっ!!」

			　教室全体を包むような光に視界を奪われる。次に大きく地面が揺れ、何やら爆発音がした。体に浮遊感もある。

			「……なんだ、ここ？」

			　恐る恐る目を開けると、そこは見知らぬ場所だった。

			　ただ白い。一面、白い。

			　机も黒板も椅子も、何もかもがない。

			「お、おい！　なんだよ、ここ!!」

			「訳わかんねぇよ！」

			　ざわめきだす生徒たち。俺といえば、特に何も言わなかった。

			　一瞬でも苦痛から逃れることが出来ているのだ。喚けばまた暴力に訴えられるだろう。

			　クラスメイトの中には泣き出す者もいた。家族の名を呼ぶ奴もいた。これは夢なんだとブツブツ呟いているバカもいた。

			　夢なわけがないだろう。三十人全員が同じ夢を見るとか聞いたことねぇよ。

			　とはいえ、この現状がいまいち理解できないのは確かだ。

			　地球にこんな場所があるなんて、耳にしたことがない。

			　植物も動物も、俺たち以外には何もいない世界。

			　――まるで、本の中の異世界に呼び出された勇者みたいだな。

			　そう思った。その時だった。

			「お静まりください、勇者の皆様」

			　それはきれいでどこまでも透き通るような声だった。

			　声の主は突然、目の前に姿を現した。

			　腰まで伸びた銀色の髪。誰もが吸い込まれるように魅了されるであろう真紅の瞳。

			　大きい孤を描く胸、きゅっと絞られた細い腰からすらっと伸びた足。

			　全ての男の理想を具現化したようなその姿に、奴らの視線が釘付けになっている。

			　その分、女子が男子に向ける視線は冷ややかになっていたが。

			　いや、そんなことよりも。今なんて言った、この人。

			「私の名前はクラリア。あなたたちをここに呼び出した女神です」

			　女神。勇者。

			　こういう知識に詳しい俺は、与えられたピースでどんどんパズルを組み立てていく。そうして、自分たちが置かれている状況の真相に近づいた。

			　……うん、間違いない。これは――

			「私はあなたたちを異世界召喚しました」

			　女神の発言は俺の思った通りの答えを出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　女神・クラリアさんからの衝撃発言の後、ようやく落ち着きを取り戻した皆は彼女から説明を受けた。

			　まず、ここは神界と言って、神だけが存在を許される場所。

			　では、なぜそんなすごい場所に俺たちが召喚されたのかというと、彼女が神として祭り上げられている世界に、魔王という邪悪で狂暴な存在が復活したので倒してほしいから……らしい。

			　魔王を倒す者。つまり、俺たちは全員勇者ってわけか。

			　勇者は数がいればいるほど良い。そんなものなのか？　と考えたが、神様の言うことだ。正しいのだろう。

			　しかし、俺たちはただの学生だ。いきなり魔王を倒せと言われても無理だ。

			　――ということは彼女もわかっているらしい。

			「皆様には私の力の一部をお渡しします。いずれも強力な力です。どうか魔王を倒してくださいませ」

			　彼女は頭を深く下げた。

			　渋る表情を見せる一同。

			　当たり前だ。俺たちには何の見返りもない。

			　俺も反対だ。命懸けで戦うことになるのは目に見えている。

			「もちろん、報酬なしでとは言いません」

			　――だが、この言葉を聞いて明らかにみんなの様子がおかしくなった。

			「……報酬？　何ですか？」

			　リーダー格である鮫島が尋ねる。

			「何でも願いを一つ叶えましょう」

			『――――!!』

			　クラスメイトの目付きが変わり、意識が一気にそこへと集中した。

			「そ、それは魔王を倒せば……俺たち全員ですか？」

			「はい、当然です」

			「何でも？」

			「どのような願いでも……です」

			　その言葉を聞いて鮫島の雰囲気が変わった。いつも不本意ながらあいつに関わっている俺はわかる。

			　あれは――何かを手に入れようとした時の獰(どう)猛(もう)な獣のような目だ。

			「……わかりました」

			　鮫島はクラリアの前に行き、西洋の騎士のように片膝をついた。

			「俺たちは魔王と戦います。そして、あなたの世界を平和にしてみせましょう」

			「なっ」

			「なぁ、みんなもそう思うよな！」

			　誰かが文句の言葉を上げようとしたところで、鮫島はくるりとこちらに振り返った。

			　その凶悪な双眼はたった今、異議を唱えようとした男子に向けられていた。

			「……いや、何でもない。俺も賛成だ」

			　もし、ここで逆らえばどうなるのか。彼は俺という存在を毎日見ているために引き下がった。

			　他の奴らも彼の返答を皮切りに賛成の意を示した。

			　ちなみに、俺は一言も賛成とは言ってないが、元より数に勘定されてなかったみたいだ。

			　二十九人目が返事をしたことで、改めて鮫島はクラリアさんと向かい合う。

			「これが私たちの総意でございます。どうか、魔王を討つためのお力を授けてください」

			　忠誠を誓うようにクラリアの手の甲に軽くキスをする鮫島。

			　ドン引いた。

			　しかし、クラリアさんは満更でもなさそうに頬を赤くさせていた。

			　知らなかった……。女神はチョロいのか。

			「今から皆様を地上の王宮へと転送させます。そこの王様の援助を受けながら力を伸ばしてください。もう各人に力の配分は行っております。決して無理はなさらぬように……」

			「お任せください。この手にて魔王を必ずや滅ぼしてみせます」

			「では、勇者の皆様。どうか、ロスタルジアを――私の愛する世界をお救いください」

			　クラリアさんがそう言うと、再び目映い光に包まれる。

			　そして、目を開けると今度は高級感溢れる建物の中にいた。

			　テレビでしか見たことのないシャンデリア。壁一面の自画像。階段に敷かれたレッドカーペット。

			　驚きのあまり声がでない。

			　そんな俺たちに向かって一人の女性が歩み寄ってきた。

			　集団の先頭にいた鮫島の手を取ると、こう言った。

			「勇者様。どうか、このロスタルジアをお救いくださいませ」

			　もう逃れることは出来ない。

			　かくして、俺たちの勇者生活が始まった。

			　

			　王宮に来て、一週間が経った。

			　初日には鮫島を中心に、王宮からの支援の件について話し合った。

			　そこでわかった情報はこうだ。

			　この王宮がある国はリストネア。ロスタルジアの中でも最も発展している先進国だ。

			　王様であるジンジャー様は、何も言わなくても鮫島たちの全面サポートをしてくれるみたいだ。

			　王宮内での国内最高峰の使い手を教師に、剣術特訓、魔法特訓、体術特訓。

			　一人一人に個室と身の回りの世話をしてくれるメイドさんがつくらしい。羨(うらや)ましい。

			　そして、ここが重要だ。

			　そこに俺は含まれていない。

			　何故かと言うと、それは五日前の能力検査が原因だ。

			　あの日のことは鮮明に思い出せる。

			　まず、俺たちは王宮で最も大きな広間に集められた。

			　戦う上で重要なステータスを全員分、確認するとのこと。

			「ステータスって、なんぞや？」と誰もが首を傾げたので、リストネア国軍隊長ヘイジ・ストラスさんが懇切丁寧に教えてくれた。

			　ロスタルジアでは『オープン』と言うと、自分のステータスが書かれたウインドウが開くようだ。

			　体力はそのままの意味。０になっても死ぬことはないが、気絶して動けなくなる。ダンジョンでの気絶は死に等しいので、決して０にしないようにと忠告された。

			　魔力は魔法を放つ時に消(しよう)耗(もう)する精神のこと。少なくなるに比例して心も弱るから使いすぎに気を付けろとのこと。

			　筋力は純粋にパワー。鍔(つば)迫(ぜ)り合(あ)いになった時は筋力が高い方が押し勝つ。

			　耐性はダメージを軽減させてくれる数値だとか。痛みに慣れているほど高数値になる。

			　俊敏は動作の速さに関係してくる。高ければ高いほど攻撃が避けやすいようだ。

			　まるでゲームみたいだな、と思いながらも自分のステータスを確認する。

			「オープン」

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　桂(かつら)木(ぎ)大(だい)地(ち) 職業：勇者 レベル１

			　体力：75

			　魔力：20

			　筋力：50

			　耐性：３００

			　俊敏：10

			　特殊能力：なし

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　……あれぇ？　見た感じ、そんなに強そうには思えないんだけど……？

			　クラリア様は力を分けてくれたんじゃないのか？

			　……いや、もしかすれば、これが強い部類に入るのかもしれない。

			　ほら、耐性だけは異様に高いし。……理由は自分でも痛いくらいわかっているけどさ。

			　予測通り、そんな淡い期待はあっさりと裏切られた。

			「すごいじゃないか、シンジ！」

			　ヘイジさんが渋い外見に似合わず、嬉しそうな声をあげた。

			　彼が見たステータスが凄まじい数値ばかりだったからだ。

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　鮫島伸二 職業：勇者 レベル１

			　体力：５００

			　魔力：４３０

			　筋力：４８０

			　耐性：３００

			　俊敏：５００

			　特殊能力：『聖なる導き』光魔法威力倍増

			『危機感知』敵攻撃時に俊敏10％増加

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　一つ以外全ての数値において俺とは五倍以上の差がある。

			　しかも、特殊能力もちゃんとあるし。

			　ていうか、耐性で並ばれたのはショックだった。俺の長所が全くない。

			　他の奴らもどんどんチェックしていくが、誰もが特殊能力を持っていた。

			　ステータスの数値も、鮫島ほどでは無いものの最低でも俺と倍以上の差があった。

			　彼らはきっとクラリア様のご加護を受けたのだろう。鮫島が最も優遇されているから確実だ。

			　後に聞いた話だが、国軍の一般兵士でも全ての値は１００を超えているようだ。

			　国軍で最も腕利きのヘイジさんは、全項目４００前後でまとまっていた。

			　何はともあれ、俺は一般兵士以下の戦闘力。

			　使えて耐性を生かした防御職。でも、体力が少ないからすぐに倒れてしまう。

			　役立たずだ。

			　何で俺だけ？

			　弱いから？

			　キモいから？

			　訳がわからない。

			　この後、俺のステータスも当然公開され、俺が『無能の勇者』であることが王宮内に知れ渡った。

			　ジンジャー様の見切りは早かった。確かに二十九人もハイスペック勇者がいればそうなる。

			　俺に優遇制度はあてがわれなかった。

			　寝床は馬の小屋。勉学も剣術も魔法も全てにおいて独学。

			　無理があるだろう。だが、文句を言えば間違いなく俺は追い出される。それだけは勘弁してほしかった。

			　どれもこれも俺が弱者だから。

			　何も出来ない、何も倒せない、何にも勝てない。

			　そんなのは嫌だった。

			　せめてもの情けで今度のダンジョン探索には連れていってくれるらしいが、そこで使い物にならないと判断されれば俺の異世界生活は終わるだろう。

			　それくらいは誰にでもわかる。

			　だから、この一週間は必死に努力した。今まで以上に、だ。

			　寝る時間は極限まで減らした。

			「98……99……１００！」

			　剣は最低でも一日に百回×三セットは振った。ランニングも欠かさなかった。

			「火を灯せ！　火種《ファイア・シード》」

			　魔法の練習もした。ライター程度の火は出せるようになった。

			　クラスの奴らはもっと有効性があり、威力もある魔法を習得しているらしいが、気にしたら負けだ。

			　むしろ、一人でここまでやったんだから褒めてやりたい。よくやったよ、俺。

			　そうやって自分を誤魔化した。

			　体型も少しだが痩せた。食事の量が少ないし、運動も継続しているからだろう。

			　だが、ステータスはほとんど変化なしだった。

			　筋力と体力が申し訳程度に増加していたくらいか。魔力は魔法を何度も使えば伸びるってものじゃないらしい。

			　あいにく、この世界の常識を知らない俺は魔力の上げ方を知らない。

			　精神に関係するのだから、楽しくやれば良いのだろうか？

			　試しに一日中、ずっと笑顔で過ごしてみた。悲(ひ)愴(そう)的に考えず、ポジティブシンキングを貫いた。

			　道行く人に気味悪がられたけど、やり通してみた。

			　魔力が１だけ上がっていた。

			　次からは絶対にやらないと誓った。

			　思い付く限りの方法を実践し、なるべく効率良く数値を上げるように努力した。

			　

			　――で、あっという間に迎えた当日。

			　ヘイジさんと国軍兵士六人の付き添いのもと、俺たちはリストネアの最大級ダンジョンである【リガルの魔窟】の探索を開始した。

			　みな、自信が有るようで戦闘の前だと言うのに浮かれている。

			　まるで、遠足前の小学生だ。

			　どうしてそんなに笑っていられるのかわからない。

			　俺なんか今すぐにでも引き返したいのに。

			　……せめて、最初に逃げられる位置にいよう。俺の俊敏はまだ３しか上がっていないんだ。

			　俺は最後のクラスメイトがダンジョンの中に入ると、その後方に並んでついていった。

			　この時は知るよしもなかった。

			　自身に降り注ぐ残酷な未来を。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ １－２『リガルの魔窟』

			　

			【リガルの魔窟】は初心者向けのダンジョンだ。

			　世界中には多くのダンジョンがあるが、誰もが一番初めに探検するのが今俺たちが入っているこのダンジョンらしい。

			　理由はいくつかある。一つ目は出てくる魔物のレベルが低いから。二つ目はこのダンジョン特有の魔物であるリガルは、経験値が比較的たくさん得られるからだそうだ。

			　先頭集団もちょうど交戦中である。

			「風の御霊よ、全てを吹き飛ばせ！　天風《ウインド》！」

			　女子生徒が発動した魔法で、風が吹き、三匹のリガルの進行が止まった。

			　リガルはサソリによく似た魔物で体が硬い甲羅で守られているため、物理攻撃は効きにくい。サイズも五倍はある。しかし、炎系の魔法には滅法弱い。

			　炎系では最も威力の低い『火球《ファイア・ボール》』でも倒せるくらいだとか。

			　俺はそれすらも未だに使えないんだけど。

			「火の御霊よ、焼き払え！　火球《ファイア・ボール》！」

			　鮫島がリガルに向けて三発の火球を放つ。

			　魔物は断末魔を上げて、光の粒子となって消えた。

			「やったよ！　私、もうレベル17だ！」

			『天風《ウインド》』でリガルの攻撃を防いでいた女子生徒は、腕を突き上げていた。ガッツポーズも取っている。

			　すごいな。さっきからずっと前線に立っている成果なのかもしれない。

			　ちなみに、俺も何度か前に出て蟻(あり)を大きくしたような魔物を二匹ほど倒したので、レベル２である。

			　魔法が使えない俺にとっては手強い敵だった。何度か攻撃を貰ってしまったので、ヘイジさんに『邪魔だから』と後方待機を命じられた。

			　体力が残り少ないのである。

			　治癒の魔法くらい掛けてほしかった。

			「そうか、おめでとう。さっきのはナイスアシストだったよ、佐(さ)島(じま)さん」

			　鮫島が佐島を誉める。こいつは性格はあれだが、それでも女子からは人気があった。

			「そうかな～。えへへ、ありがとう！」

			　佐島という女子生徒も頬を赤く染めて、喜んでいる。

			「あー、こんなとこでイチャイチャするなよ、お前ら。気を引き締めていけ。油断は禁物だ」

			　ヘイジさんは甘ったるい空気に胸やけしたのか、うんざりといった感じで注意した。

			「わかってますって。で、ヘイジさん。あそこに階段があるんですけど……下りません？」

			　鮫島はいつもの作り笑顔で奥に見える階段を指差した。

			　提案を聞いた瞬間、ヘイジさんはむっと口を尖らせる。

			「ダメだ。そこから先はまだマッピングがされていない未知の領域だからな」

			【リガルの魔窟】は初心者向けゆえに、マッピング（地図の作製）されている範囲は他のダンジョンに比べて小さい。

			　ここで50階層まで潜って帰ってこられたなら、次のダンジョンへ行っても問題ないレベルまで育つからだ。

			　国もわざわざ危険を冒してまで必要のない場所を明らかにしなくてもよいと考えており、現時点でマッピングがされているのは50階層までだった。

			　そして俺たちは今50階層にいる。

			「大丈夫ですよ、これだけの人数がいますし。それに俺たちの今の力なら、安全マージンも確保出来ているはずです」

			「しかしだな、『もしも』と言うのが世の中にはある。これでお前らでも倒せない魔物がいたらどうするつもりなんだ？」

			「いませんよ。だって、ここは初心者用のダンジョンですよね？　下層の魔物が上の階層に上がる可能性はあるかもしれないけど。でも、今まで50階層のより強い魔物は出たことが無いんですよね？」

			「そうだが、しかし……」

			「レベルも上がりにくくなってきたので……ね？　良いでしょう？　魔王討伐の日を少しでも早くするためにも」

			　一気に畳み掛ける鮫島。

			　彼が言ってるのはどれも事実だ。理にもかなっている。

			　恐らくではあるが、51階層に踏み込んだとしても、誰かが死ぬという最悪の事態になることは、まずゼロと言ってもいい。

			　しかし、ヘイジさんは何か危険なものを感じているようだ。

			　鮫島に根拠は？　と訊かれても、答えられていないから根拠はないのだろう。もしかしたら、長年の経験によって培われた勘なのかもしれない。

			　だから、ヘイジさんも返答に困っていた。

			　今回はその悩んでいる時間が命取りとなった。

			「大丈夫だって！　行こうぜ、伸二！」

			　しびれを切らした木島が抜け駆けするように、階段へ向かって一直線に走り出す。

			「おう、待てよ！　剛！」

			「あ、鮫島くん！」

			「お、おい、お前ら！　くそっ！」

			　それがゴーサインだったかのように、50階層にいたクラスメイトは次々と階段を下りていく。

			「…………えー」

			　一人、取り残され、ポカーンとする俺。

			　わざわざあいつらに付き合う理由はない。たとえ先に戻っていても態度や扱いは変わらないんだから、気にすることはないんだ。

			「オープン」

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　桂木大地 職業：勇者 レベル２

			　体力：18

			　魔力：21

			　筋力：58

			　耐性：３０５

			　俊敏：14

			　特殊能力：なし

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　自分のステータスを改めて確認し、即座に脱出は不可能だと悟った。

			「……うん、一人きりはまずいよな」

			　俺は急いで階段を下りていった。

			　くっそ、あいつら、消えるの速すぎる！

			　

			◆鮫島伸二視点◆

			　

			　俺――鮫島伸二は誰も足を踏み入れたことのない51階層に来ていた。

			　一体どんな魔物がいるのだろうか、と内心ワクワクしながら。

			　魔物を殺すのは楽しい。

			　殺せば殺すほど強くなる。誰よりも強くなる。

			　俺は何においても自分の思う通りに進まないと気が済まない性格だ。

			　今はあのクラリアが欲しい。あれだけの女はそうそういない。

			　クラリアは神らしいが、勇者になり魔王を倒せば、約束に従い、俺のものにできる。

			　もしかしたら、俺と同じ願いを叶えろという奴がいるかもしれないが、その時は容赦しない。

			　クラリアを手に入れる。

			　そのためには『力』が必要だ。

			「鮫島くん！　前からアリアントが来てるよ！」

			「わかった」

			　飛び掛かってきた虫を持っていた剣で叩き切る。

			　縦半分に割れ、壁にぶつかると消えた。

			「さっきから何だか単体での攻撃が多いね。何でだろう？」

			　ずっと前線に立っている佐島が首を傾(かし)げていた。

			　確かに今までの階層とは違って、個別での攻撃が多くなった。

			「今のところ無駄死にしてるだけだし、気にしなくていいんじゃないか？」

			「……それもそうかな。損はないし」

			「そうそう」

			　佐島は納得したようだ。

			　こいつは結構使える。俺への好意もわかっているので、それを上手く利用して仲間に取り込みたい。

			　佐島の能力は、魔力も体力も完全に回復させることができるという『聖女の微笑み』。

			　両方回復できる能力は貴重なのだ。

			「おい、伸二！　この扉とか怪しくないかぁ!?」

			　佐島をどうにか上手く取り込めないかと考えていると、先行していた剛が幾何学紋様が描かれた扉を見つけていた。

			「これは……見たことのない魔法陣だな」

			　後ろから追いかけてきていたヘイジが扉に近づき、まじまじと魔法陣を見つめる。

			　歴戦の戦士である彼も覚えがないということは……新種の魔法陣か？

			「開けてみようぜ！」

			「……うん、そうだな。みんな臨戦態勢に入ってくれ」

			「了解！」

			　俺が指示を出すと、クラスメイトはそれぞれの武器を構える。

			　ヘイジはもう口出しするつもりはないようだ。観念した様子で剣を抜いている。

			　俺がコクンと頷き合図を送ると、木島は能力『剛力《オーバー・エンジン》』を使って、重々しく見えるそれを軽々と開けた。

			　ゴゴゴと大きな音が鳴った。

			　姿を現したのは、何もないだだっ広い空間。

			「なんだ、ここは……？」

			「何にもないみたいだが……」

			　調べるためにぞろぞろと部屋の中に入っていく。

			　そして、中央に来たところで、異変は起こった。

			　ブー！　ブー！　と鳴り響く甲高い音。

			　鳴りやんだ瞬間、今度は天井から眩しい光が射し込む。

			「なんだ、この光は!?」

			　一同の視線が一気に上に集まる。

			　少しして光が消えると、次は暗い闇が天井を支配していた。

			　徐々に落下してくる。

			　目の視力が回復してようやく正体がわかった。

			「ま、魔物だ!!　魔物の群れが現れたぞ！」

			　誰かが大声でその正体を叫んだ。

			　降ってきたのは大量のリガル。数は今までの比じゃない。このままだと全員が喰われる。

			「早く逃げるぞ!!」

			「ダメだ、出来ない！　囲まれた!!」

			「なに!?」

			　上空に気をとられていてわからなかったが、四方八方もアリアントや狼の魔物に囲まれていたのだ。

			　俺は自分の持っているゲームに、似たようなトラップがあるのを思い出した。

			　そう、確かゲームではこう呼んだはずだ。

			　――モンスターハウスと。

			「水の御霊よ、獲物を撃ち抜く弾丸となれ！　水弾連弾《スプラッシュ・ガトリング》!!」

			　宙に浮かび上がる水で出来た弾丸。それらは落下してくるリガルたちを撃ち抜いた。

			　周りの奴らも真似するように魔法を矢継ぎ早に放つ。

			　魔力の消費が大きい。

			　なのに、まだ周囲には魔物が群がっている。

			「くそっ！　数が多すぎる！」

			「みんな、ダメ！　一旦、落ち着いて！」

			「早く魔法を打て！　出口までの道を作るんだ！」

			　部屋中に飛び交う叫び声。

			　魔物とクラスメイトたちが入り乱れる。

			　俺たちはまんまとモンスターハウスに引っ掛かり、パニックを起こしていた。

			「入り口付近にいる者は道を開けろ！　なんとしてでも、だ！」

			「炎の御霊よ！　我が敵を焦がし尽くせ！　火炎波《バーニング・ウェーブ》!!」

			「風の御霊よ！　我、歩む道を切り開けたまえ！　風刃波《ソニック・ウェーブ》!!」

			　俺の指示に従ってくれた入り口付近にいた生徒たちが、自身が使える最大級の魔法を次々に唱える。

			　炎の波と風の波の合わせ技によりリガルは焼き尽くされ、切り刻まれて光となった。

			　けれど、一匹の狼が跳躍してそれをかわした。

			「なっ!?　ヘイジさん！　あいつは何なんですか!?」

			「ハイウルフだ！　知能も高いし、強い！　何よりも速さに気を付けろ！　そいつはこんな弱小ダンジョンなんかにいるはずのない存在だ！」

			　ヘイジから情報をもらい、俺はハイウルフに神経を集中させる。

			　鋭利な牙を剥き出しての噛みつき。横に転がり、すぐに立ち上がる。

			「ちっ……！」

			「グルルルルルッ」

			　互いに睨みあって動かない。

			　その上でこの場をなんとか逃げ出す方法を考える。

			「お前ら！　今から俺が光を放って視覚を封じる！　その内に階段へ全速力で向かえ！　いいな！」

			　あちこちが乱戦状態になっていて、自分の指示が届いているかはわからない。だが、なりふり構っていられない。

			　俺も自分の命が惜しいからな！

			「聖なる光よ、闇に染まる者に陽の光を！　聖光《シャイニング》!!」

			　右手を突き上げ、握りしめていた魔力の塊を空に打ち出す。

			　爆音と共に神々しい光が部屋を満たす。魔物たちの呻き声が聞こえると、すぐさまに入り口から階段めがけて走り出す。

			　他の奴らも同じ行動に出る。しかし、一人の女子がハイウルフに捕らえられてしまった。

			「助けて！　誰か助けてっ！」

			　少女の懇願もむなしく、誰も見向きもせずに自分の命を守るため一直線に走っていく。

			「あ、朱(しゆ)里(り)ちゃん！」

			「おい、佐島！　……チッ！」

			　隣を走っていた佐島が立ち止まって逆走しようとする。だが、俺は首に手刀を打って気絶させた。すぐに抱えあげて走り出す。

			　これでいい。使えない奴は切り捨てる。使える奴は死なせない。

			「急げ！　追いかけてくるぞ！」

			　目眩ましの光が消えた。魔物たちは大群で俺たちの後を追いかけてくる。

			　まずい、まずい、まずい、まずい！

			　今までの戦いで、魔力を消費しすぎている。

			　魔力とは精神力に繋がっているのだ。減りすぎれば、正しい思考が出来なくなってしまう。それだけは避けたい。

			「俺……死ぬのかな……」

			「やだよ、死にたくないよ!!」

			　あちこちで絶望したような、怯えた声が聞こえてくる。

			　魔法を行使しすぎて精神が弱っているのだろう。

			　俺たちには、もう物理攻撃しか手段が残っていない。

			　どうすれば奴らから逃げられる？　どうすれば……！

			「……ん？　わっ!?　なんだよ、この集団は!!」

			　元気な声が耳に届いた。絶望に染まっていない。

			　顔を上げると、そこには桂木がいた。

			　――刹那、閃(ひらめ)く。この状況を打破する方法を。

			「おい、桂木！　階段まで走れ！　全力で！　魔物の群れが追いかけてきてる！」

			　俺は桂木に命令する。奴の性格なら逆らうことはしないはずだ。

			「なっ！　嘘だろ、この野郎!!」

			　思った通り階段に向かって走り出すクズ。あいつならば逃げる手段を確実に残してから来るだろうと思っていた。

			　階段までの道のりを最短ルートで的確に示すクズ。すぐに奴は階段まで辿り着いた。

			　階段をかけ上(のぼ)ろうとした。

			　ここがタイミングだ。

			「ありがとうよ、桂木！」

			「え？」

			　俺のお礼の言葉に信じられないといった顔で振り返るクズ。

			　動きが一瞬止まる。

			　それを待っていた。

			「火の御霊よ、焼き払え！　火球《ファイア・ボール》！」

			　俺の手から放たれた火の玉がクズを襲った。

			「な……うぁぁぁぁ!!」

			　服に引火して、奴は炎に包まれる。

			　その場にのたうち回り、苦痛に悲鳴を上げている。

			「みんな！　今のうちに階段を上がれ!!」

			　俺の一声でクラスメイトたちは我先にと階段をかけ上がっていく。

			　精神が弱っているせいで、もう頭には自分が生きることしか残っていないのだ。

			　俺の行為を咎(とが)めようともしないし、兵士たちからの文句もない。ヘイジだけはこちらを睨んでいるが、黙認している。

			「全員いるな!?」

			「待って……くれ！　まだ……俺が!!」

			　掠れた声の主は桂木だ。服はあちこちが焼けており、そこからのぞく体は黒ずんでいた。焦げたのだろう。

			　四つん這いになりながらでも、階段を上がろうとしている。

			　その後ろには、俺たちを追いかけ回してきた魔物たち。

			「うるさい。お前にはまだ大事な役割がある。お前ら！　協力してこの男を突き落とせ！　そうすれば魔物は来ない！　助かる！」

			「なっ」

			「本当か!?」

			「生きて……帰れる……？」

			「やる……じゃないと、殺られる!!」

			　そこからが滑(こつ)稽(けい)だった。

			　一人が桂木の足を土系魔法で足止めし、男子どもが担ぎ上げる。

			　そして、躊(ちゆう)躇(ちよ)もなく、魔物の元へ投げ放った。

			「あ」

			　間抜けな声。間抜けな顔。

			　桂木はあっさりと落ちて、魔物で体を埋め尽くされ、見えなくなった。

			　あのまま魔物に骨の髄(ずい)まで喰い尽くされるだろう。

			　これが俺の思いついた最善の方法だ。

			　魔物の動きを止めるには餌が必要だ。しかし、勇者の俺たちは餌にできない。

			　だが、一人だけいるのだ。俺たちのクラスには桂木大地という不要品が。

			『無能の勇者』のあいつなら、国も特に気にはしないはずだ。

			　奴は見事に役目を果たした。魔物は食することに夢中になっている。

			「じゃあな、桂木。良かったじゃないか。最後に初めて役に立てて」

			　俺は階段に魔法をかけて、誰も上がってこないように封じ込めた。

			　

			◆桂木大地視点◆

			　

			　……ぅう……。ここはどこだ……？

			　体に力が入らない。

			　頭に流れる記憶。

			　鮫島に騙され、クラスメイトに餌にされ、魔物に殺され。

			　散々な人生だったな……。

			　でも、いいか。あいつらから逃げられたんだ……。

			　もう一度会うことになったら、今度は何があっても殺す。

			　なぶり殺す。死ぬ直前まで痛めつける。俺がされたように指から潰して、足の肉を裂いて、頭を割る。

			　そうしたら、気が晴れるはずだ。後のことはどうでもいい。

			　…………それにしても……。

			　今、意識があるってことは……もしかして、次の命をもらって転生したのか!?

			　そうしか考えられない！　考えたくない！

			　今度こそチート能力をもらって、ハーレム作りたい！

			　そうじゃなくても、せめて誰かと結婚して、楽しい人生を送らせてください！

			　よし、行こう。

			　レッツ、異世界転生！

			　そう意気込んで目を開ける。

			　驚いた。開かないと思っていたから。だけど、理由はそれだけじゃない。

			　なぜなら、視界に入ってきたのは、

			「――は？」

			　俺の死に場所となったはずのダンジョン【リガルの魔窟】だったからだ。

			　桂木大地、十六歳。

			　死んだと思ったら生きてました。
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			　いやいやいや！

			「……どういうことだ……？」

			　混乱している。あまりに濃いことが一気に起きすぎて、情報がぐちゃぐちゃになっている。

			　整理しよう。落ち着け。こういう時こそ深呼吸だ。

			　ひっひっふー。違う。妊娠なんかしていない。

			「すぅー……はぁー……」

			　…………よし、検証をしていこう。

			　ここはロスタルジアなのか、それとも別の似た世界なのか。

			　幸い、俺は簡単かつ迅速に確かめる手段を持っている。

			　その言葉を発した。

			「オープン」

			　それは静かに俺の目の前に現れた。

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　桂木大地 職業：勇者 レベル２

			　体力：１３００

			　魔力：２５２０

			　筋力：３４００

			　耐性：２６００

			　俊敏：１４００

			　特殊能力：『鋼の心』戦闘時、耐性数値倍増。毒、麻痺、催眠、精神汚染を３分の１の確率で防ぐ。

			『不屈の精神』魔力が１００から消費されない。

			『死の王《ワイト・キング》』絶命している生物と契約、蘇生させて服従させることができる。術者が二度死ぬ毎に一枠追加。現在、二枠の空き。

			　固有能力：『復(ふく)讐(しゆう)の怨(おん)者(じや)』幾度、命を落とそうとも死の淵から力を蓄えて甦る。

			　現在、死亡回数→５回

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			「…………はぁ!?」

			　目を擦った。嘘だろ。嘘だ。

			　もう一度、ステータスを閉じて「オープン」。

			　浮かび上がるステータスに記されている数値は変わらなかった。

			「なんだよ、このイカれた数値!?」

			　四桁だ。どの数値も四桁。

			　あの鮫島でさえ５００を超えていないのに、俺はその倍以上の１０００オーバー。

			「なんだ、この固有能力って……」

			　説明文を鵜呑みにすれば、俺は死なないことになる。レベルが上がっていないので『力を蓄えて』って部分が、チート数値に該当してると考えていいだろう。特殊能力とも別種みたいだ。

			　ていうか、もう五回も死んでいるのか、俺は……。

			　ま、まぁ、今が大事だ。過去は振り返らない。俺、生きてる。ＯＫ。

			　それはさておき、特殊能力にも新たな能力が加わっている。どれもかなり強力だ。

			　特に『不屈の精神』と『死の王《ワイト・キング》』。

			　魔力が１００以下にならない。魔法が使い放題だ。

			　どんな生物も使役できるのだろうか。

			　細かい制限が書かれていないので詳しくはわからないが、使いながら追々解明していこう。

			「このステータスはともかく、俺が今いるここはロスタルジアってことか……」

			　俺は五度も死んで生き返った。多分、生き返っては喰われ、生き返っては……というループをしたんだと予測する。

			　この『復(ふく)讐(しゆう)の怨者』がある限りは死なない。

			　それだけは確実なので、俺の固有能力も信じられる。

			　ん？　そうなると自然とステータスも本物になるのか。

			　何はともあれ実践をしなくては。経験が大切だと俺は知っている。

			　念には念を。ここは俺のよく知っている地球じゃない。異世界ロスタルジアだ。

			「順序的には、次は状況証拠だよな」

			　辺りを見渡す。

			　床一面は茶色ではなく、真っ赤に染まっていた。液体だ。

			　触ってみると、ビチャッと水が跳ねたような音がする。

			　水ではなく血なのが嫌なんだが。

			「……俺の血……なんだよな……」

			　かなりの出血量だ。五回分だもんな、仕方ない。

			　……本当に俺……生きてるんだよな？

			　ペタペタと身体中を触る。服を捲って肌も見てみる。傷一つない。

			　服は血を吸い込んで赤くなっているのに……変な感じだ。

			「……さて、と」

			　立ち上がってグッグッと背伸びをしたあと、ストレッチをして体をほぐす。

			「これからどうする？」

			　第一の目標はこのダンジョンからの脱出だろう。

			　上層に行くには階段を使いたいが、土系魔法で蓋をされているせいで使えない。

			　武器は銅剣しか持っていない。しかも、ちょうどポッキリと真ん中から折れていた。魔物にやられたのだろう。

			　ローブなど死ぬ直前に身に付けていた装備のいくつかが無事なのが、不幸中の幸いか。

			「ってことは丸腰で行かなきゃならないのか」

			　不安だ。でも、動かなければ一緒だ。食料がないので餓死するだろう。

			　それに俺が嫌だ。もう動かずにいるのは嫌だった。

			　せっかくもらった命。

			　今度こそは何事にも抗う。自分が正しいと思った道を行こう。

			　だから、俺は奴らに復(ふく)讐(しゆう)する。絶対に殺す。

			　殺された怨みも、今まで積み重ねてきた怨みも全てぶつける。

			　そう決意した。

			　そうと決まればやるべきことは自ずと見えてくる。

			「とりあえずはレベルとステータスを上げることが先決かな……」

			　いくらステータスが上昇したとはいえ、向こうには二十九人の勇者がいる。

			　多勢対一人の戦い方を俺は知らない。魔法すら知らないのだ。

			　もっと力をつけてからでも、悪くはないはずだ。

			　それにダンジョンの最下層のボスを倒せば地上に出られるかもしれない。

			　これは希望的観測で、ダンジョン系ゲームのほとんどがクリアすれば外に転送される仕組みになっていたからそう思っているに過ぎないのだが、試してみる価値はあると思う。

			「よし、階段を探すか」

			　放り出されていたバッグを背負い直し、ブラブラと道に沿って歩いていく。

			　すると、扉が開けっ放しになっている大部屋に辿り着いた。

			「これは……」

			　開いた口が閉まらない。

			　部屋のあちこちに付着している緑と赤色の血。緑は魔物で、赤は鮫島たちか。

			「他には何も……ん？」

			　部屋を端から順に調べていくと、俺が入ってきた入り口から見て右奥の隅に、死体を見つけた。

			　そして、それの肉を喰らっている銀色の狼も。

			「うわっ」

			　あまりにもグロテスクな光景に、無意識に声が漏れてしまう。

			　それは奴の意識を引き付けるには十分すぎた。

			「グルォァ!!」

			　瞬時に俺の元へかけてくる狼。疾風のごときスピードで一気に詰め寄って――跳んだ。

			「うおっ!?」

			　弾丸のように一直線に飛び込んできた狼。俺は咄(とつ)嗟(さ)に拳を前に突き出す。

			　その瞬間、骨と拳がぶつかる硬い音がして、狼の頭が爆(は)ぜた。

			「え、は…………殺したのか？」

			　頭から首の辺りを貫いた俺の腕。掌が突き抜けて首から生えていた。

			　狼はピクピクと痙(けい)攣(れん)を起こして、間もなく力なく手足をだらりと垂らした。

			　死んだのだ。たった一回の素人のパンチで。

			「……ハハ……ハハハハ！　すごい！　すごいぞ！」

			　自分の成し遂げた重大さに気づいて、高笑いが止まらなくなった。

			　鮫島たちが恐れをなして逃げ出した化け物を、俺が殺したのだ。

			　たった一人で。たった一撃で。

			　愉快で仕方がなかった。

			　こんな気分は初めてだった。

			「ふんっ！」

			　左手で死体を引っこ抜き、後ろへ投げ捨てる。そのままさっきまで体を貪られていた死体の元へ歩いていく。

			「こいつは……」

			　腰まで伸びた黒い髪。今は半分が食べられて無くなっているが体型に似合わない大きな胸。なによりも小さな体。

			　間違いない。これらの特徴を併せ持つ知り合いは一人しかいない。

			　俺の目の前で死んでいたのは、浜(はま)風(かぜ)朱(しゆ)里(り)。クラスの人気マスコットみたいな存在だ。

			「……中々いいじゃないか」

			　別に今の状態が、という訳じゃない。俺はそこまで変態ではない。

			　彼女が最適なのだ。俺の特殊能力の実験に。

			「説明文によれば、死んだ生物になっていたよな……？」

			　さっき目を通した文章を思い出す。

			「ならば、実験だ。習うより慣れろの精神でいこう」

			　浜風を対象に特殊能力『死の王《ワイト・キング》』を発動しようとする。すると、呪文は勝手に頭に流れ込んできた。

			「汝(なんじ)よ。今、我が新しい命を授けよう。第二の人生を与えよう。ここに盟約し、我を主として尽くせ。『契約蘇生《ワイト・バック》』」

			　俺の手からキラキラと蒼い光が浜風に降り注ぐ。彼女の下には六芒星の魔法陣が浮かび上がっていた。

			「体の傷もなくなるのか！」

			　少し興奮気味になってしまう。

			　それは彼女の体の損傷が、どんどん修復しているからだ。

			　俺もさすがに、内臓をぶちまけた状態では嫌だなと思っていたので好都合だ。

			　彼女を包むこと十分ほど。ついに光は消え去った。

			　おそらく、蘇生終了の合図だ。

			「お、おーい、浜風ー。起きろー」

			　恐る恐るそのやわらかそうな頬をつついて、彼女が生き返ったのか確かめる。

			　すると彼女は、ずっと閉じられていた黒い瞳を見せてくれた。

			　濁っていない。意思ある眼だ。

			　呼吸もしている。ギリギリのラインまで白い肌を露見している胸が微かだが上下に動いている。

			「実験……成功だ！」

			「あ、あれ？　私……生きてる？　死んだんじゃなかったの？」

			　開口一番、浜風は動揺していた。

			　正面にいる俺に目もくれず、あたふたと体の状態をチェックしている。

			　……既視感あるな、その反応。

			「おい、大丈夫か？」

			　いつまでもこいつに付き合っている場合じゃない。

			　他の魔物が来たら厄介なのには変わりないし、時間の無駄だ。

			　だから、声を掛けて手を差し出した。

			　どうせ、また『気持ち悪い』とか罵声を浴びせるんだろうな。

			　その時はお仕置きをするが。

			　……と、思っていたんだが。

			「あ……は、はい……」

			　浜風は頬をほんのりと赤く染めて返事した。手を取って立ち上がると、ポーと俺を見つめている。

			　まるで、恋している乙女のようだ。
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			　……いやいや、自分で言っておいてそれはない。

			「あ、あの！」

			「なに？」

			「わ、私は浜風朱里って言います。その……名前を教えていただいても構いませんか？」

			「…………は？」

			　こいつはなに訊いているんだ。俺が桂木大地とわかっていないのか？

			「え、えっと、嫌でしたか？　す、すみません」

			　しゅんとしおらしくなってうつむく浜風。

			　あ、あれぇ？　どうなってる？

			　後で自分の状態を確かめないといけないかもしれない。

			「おい、浜風」

			「しゅ、朱里で良いですよ」

			「生(あい)憎(にく)だが、そんな風にお前と名前を呼び合う仲になりたいと、俺は思っていない」

			　だが、このまま名乗らずに同行させるのも面倒だ。

			　どうせなら俺の正体をばらしてやろう。理由はわからないが、こいつは今の俺に対して好意を抱いているみたいだからな。

			「俺は桂木大地だ」

			「……え？　桂木大……え？」

			　口をパクパクさせて俺を指差す浜風。滑(こつ)稽(けい)で面白い。

			「そうだ。お前らと一緒に召喚された桂木大地だ」

			「そ、そんなぁ……！」

			　ペタンと座りこむ浜風。

			　どうやら淡い期待は砕けたようだ。はっ、ざまぁみろ。

			　少し清々しい気持ちになった。

			「なぁ、浜風。教えてほしいことがあるんだけど」

			「…………」

			「おい、浜風」

			「……話しかけてこないでよ、桂木の分際で」

			「…………ほぅ」

			　正体が俺だとわかると、この手のひらの返しよう。相変わらずだな、うちのクラスメイトは。

			　でも、以前とは立場が違う。

			　俺が強者で、お前は弱者だよ。

			「浜風。これはお願いじゃない。命令だ。今から質問に答えろ」

			「なに言ってるの？　自分の立場がわかっているの？」

			　そう言って彼女は魔法を唱えた。

			「火の御霊よ、焼き払え！　火球《ファイア・ボール》」

			　宙に現れるはずの火の球は出てこない。浜風は瞬きを繰り返した。

			「な、なんで!?　魔力もたっぷりあるはずなのに!?」

			「ステータスを確認したらわかるんじゃないか？」

			　ニヤニヤする俺。今、自分でもビックリするくらいの悪人顔をしていると思う。

			　大方、魔法が使えない理由に心当たりがあったからだ。

			「オ、オープン！」

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　浜風朱里 職業：上級奴隷 レベル12

			　体力：６２０

			　魔力：５２０

			　筋力：１９０

			　耐性：２００

			　俊敏：３２０

			　特殊能力：『自然回復《オート・ヒール》』自身の体力が10分毎に５回復する。

			　特殊状態：『上級奴隷』主→桂木大地 主に対する一切の攻撃は封じられる。解放されるまでの強制服従。

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			「な、なに、これ…………」

			　浜風は唖然とする。

			　ちなみに主である俺は、自分の奴隷に属する者のステータスが見られるようだ。

			　浜風のステータスが俺の目の前にも写し出されている。

			「わかったか、浜風？　俺が主人で、お前は奴隷。お前は俺に逆らえない」

			「そ、そんなの受け入れられるわけないじゃない！」

			「事実だ。さしずめ、天からの罰ってところじゃないか？　今までの俺に対する行いの」

			「わ、私は何もやってないよ！」

			「そうだな。お前は直接俺をひどく虐めたりはしなかったが、助けようともしなかった。同罪だ」

			「そんなっ……」

			「お前に俺の苦しみがわかるのか？　わからないだろ。来る日も来る日も、殴られ、罵(ば)倒(とう)される俺の気持ちなんてな」

			「…………」

			　浜風は何も言葉を返せないようだ。当然だ。理解されても困る。

			　軽々しくわかるなんて言えば怒っていただろう。

			「……ちっ、胸くそ悪い。もういいから質問に答えろ。……あと、これ」

			　俺は自分が羽織っていたローブを押し付けるようにして渡す。

			「な、なに？」

			「ローブだよ。これで少しでも温かくしておけ。お前は一度、死んでいるんだ」

			「べ、別に桂木の施しなんか……」

			「さっきから足、震わせてんじゃねえか。手間取らせんなよ」

			「……ふん」

			　浜風は俺の手からローブを奪い取ると、しぶしぶといった様子で羽織る。

			　キッと鋭い目付きで俺を睨んでから、思い直したように視線を外して、ボソボソと呟いた。

			「あ？　なんか言った？」

			「なんでもない！　こっち見ないで！」

			「……まぁ、いいけど」

			　俺が部屋を出ると、浜風も並んでついてくる。

			　

			『……ありがとう』

			　聞くこと自体久しい言葉が耳に届いていたことは、俺だけの秘密にしておこう。

			　……たまには、悪くない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから俺たちは、階段を見つけ出すために階層の中を歩き回りながら、今後について話し合った。

			「え……じゃあ、私たちはさっきの奴ら以上に強い魔物と戦わないといけないってこと？」

			「そうなるな」

			「そ、そんな……。無理だよ……」

			「何でそんなことがわかる？」

			「だって、鮫島くんでも倒しきれなかったんだよ？　私たちが勝てるわけないもん」

			　さっき、俺はその鮫島よりも優れた圧倒的なスペックを誇っていると言ったはずだが……。

			　こいつは信じていないようだ。

			　そのうち、嫌でもわかることだから訂正しなくていいか。

			「安心しろ、浜風。お前は俺が守ってやるから」

			「なっ！　バ、バカ！　よ、弱虫の桂木のくせに！」

			　急に顔を赤らめてモジモジと指をいじり出す浜風。

			　なんなの、こいつ。チョロインなの？

			　それともあれか。今の俺は許容範囲の格好なのか。

			　勘違いしてるみたいだが、浜風を守る理由は、部下が多くいた方が助かるからだ。

			　五回も連続で死んでいる事実から、意識が戻るのと体の蘇生との間には多少のタイムラグがあると思われる。その間は俺の代わりに何としても死守してもらいたい。

			　俺が死ぬときは道連れだ。

			　決して優しさではない。

			　

			　それからはいくつか質問を済ませた。

			　それでわかったこと。

			　まずは俺の外見が変化しているらしい。

			　顔はマシになっているらしいのだが、身長は変わらず、太ってもいない。体格は良くなっている。

			　そんなに美味しかったのだろうか、俺の脂肪は。

			　全然違和感がなかったんだが……これも『復(ふく)讐(しゆう)の怨者』の効果だろうか。

			「最初見た時はドキドキしたのに……中身が桂木だもん……」

			「うるさい。こんなひねくれた性格になったのはお前らのせいだよ」

			「うっ……」

			　浜風は言葉を詰まらせた。

			　そういえばこいつは、自分もクラスメイトに捨てられたことに関してどう思っているのだろう。

			『裏切られた』『見捨てられた』の二点で、浜風はこっちサイドだ。

			　もし、こいつも鮫島たちを憎んでいるなら、一緒に復(ふく)讐(しゆう)するのもやぶさかではない。

			　俺はその苦しみをよく知っているから。

			　次に、浜風が知っている魔法を、彼女自身が使えないものも含めて全て教えさせた。おかげで攻撃のバリエーションが増えた。

			　そんな感じで会話をしながら二時間ほど。

			　俺たちはスタート地点である大部屋に戻ってきていた。

			　しかし、行きとは違って、扉が閉まっている。

			「ん？　なんで閉まってるんだ？」

			「さ、さぁ。…………あ！」

			　一度は首を傾げるも、思い出したらしい。

			　それはあまりいい記憶ではないみたいだ。

			　みるみる血の気が引いていき、顔色もひどい。

			　そういえば、こいつはこの部屋で死んでいたな……。トラウマか。

			「浜風……ここで何かあったなら話してくれ。でないと、対処できない」

			　弱々しく、コクコクと縦に首を振る浜風。

			「私たちがこの扉を開けて中央辺りまで行った途端、魔物が次々に出現しだしたの。もしかしたら今回も……」

			「種類は？」

			「リガルにアリアント、ハイウルフもいた」

			　……俺を食べていたメンバーじゃないですか。これはますます引けなくなった。

			　リベンジマッチだ。

			「そうか、ありがとう」

			「私としては、ここは引いて、もう少し様子見の方がいいと思うんだけど……」

			「よし、行くか」

			「即決!?」

			　魔物の群れと戦えるのは、好都合。自分の実力がわかりやすい。数字じゃあ計り知れない点もあるからな。

			　最悪、死んでも俺は生き返れるし、多分浜風も蘇生できると思う。痛いのは嫌だけどな。

			　扉を押し開ける。

			　空っぽの空間。俺はコツコツと足音を立てて中央で足を止めた。

			　突如、輝き出す上空。ひいっ！　と浜風は早速泣きそうになっていたが、いちいち構ってられん。

			「浜風はここで待機。もし自分に魔物が向かって来たら対処しろ」

			「か、桂木は!?」

			「出てきた奴から倒す」

			「はい!?」

			「来るぞ！　大きい魔法をぶっ放つ！　俺に掴まれ！」

			「えっ、ちょっ！　あっ……」

			　グズグスして動かなかった浜風を抱き寄せる。

			　正直、俺も初めてでどれくらい加減ができるのか手探りだからだ。

			「まずは全力で行ってみる！」

			　体の魔力を右手に集中させる。圧縮するイメージだ。

			「な、なにこれ!?」

			　俺を中心として風が吹き荒れる。風圧に負けないように腰を落として、重心を低くする。風が集まって出来た球体が手のひらの上に浮かんでいた。

			「グルオォォォア!!」

			「キシャァァア!!」

			「ジャァァァア!!」

			　姿を現す三種混合の魔物の大群。四方八方から攻撃を仕掛けてくる。

			　それと同時に俺の方も準備が整った。

			「風の帝よ！　汝(なんじ)、我が王道を妨げる者を切り刻め！　嵐吹く王者の覇(は)道(どう)！　ここに成す！　全てを塵(ちり)に、地に還さん！　虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》!!」

			　詠唱を終えると、風の球が弾けた。

			　鳴り響く甲高い金属音。

			　あれだけうるさかった魔物たちの叫び声が消える。

			　一瞬にして静まった空間。

			　沈黙を破ったのは液体の噴出音だった。

			「…………え、嘘……？」

			　瞑っていた目を開けた浜風は、飛び込んできた光景に、驚(きよう)愕(がく)のあまり言葉を失っていた。

			　張本人の俺でさえも、浜風と同じ思いだった。

			　部屋は緑に染まり、光の粒子で満たされる。

			　あれだけの魔物が一撃で全て滅されたのだ。

			　規格外の威力に、しばらく俺たちは動くことが出来なかった。

			　魔物を倒して呆然としていた俺たちは、崩壊音で現実に引き戻される。

			　そちらを見やると、壁の一部が崩れて下へ続く階段が姿を現していた。

			　なるほど。ここが52階層への隠し通路になっていたわけか……。

			　次からもこんな感じなのだろうか。

			　50階層までの階段はすでに見つけられていたから初めから使えた。

			　けれど、未知である以下の階層はこの51階層と同じように、条件を満たさないと辿り着けないのかもしれない。

			　そうだとすれば……かなり気が滅入るな……。

			「な、な、な……！」

			　俺にしがみついている同級生にちらりと目をやると、彼女は上手く自分の感情が表現できていなかった。

			「……どうした？」

			「どうしたって……何よ、この威力！　化け物じゃない！」

			　俺が使った『虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》』は帝級の魔法だ。

			　魔法にもランクがあり、強い順に神級、帝級、古代級、王級、精霊級、御霊級と全部で六段階、存在する。

			　帝級からはかなりの魔力が必要となり、そう易々と使える代物ではない。

			　今、その凄さを改めて実感した。こんな魔法が誰でもバンバン撃てたら困るわ。

			　普通は御霊級から練習して、基礎を固めるらしい。

			　鮫島でもまだ精霊級しか使えない……というのが、浜風の弁。早口で捲し立てるように俺に教えてくれた。

			「桂木は一体どうやってそんな力付けたの？」

			「別に良いだろ、なんでも」

			「教えてよー、私にも教えてー」

			「じゃあ、五回は死ね」

			「ひどいっ!?」

			　酷くなんかない。俺は答えを教えてやった。お前が気づいていないだけだ。

			　死んでも生き返られる保証はないが。

			　浜風は納得のいかない様子だったが、これ以上は埒(らち)が明かないと思ったのか、渋々引き下がった。

			「それよりステータスを確認しろ。体に異変がないかチェックするのは大切だ」

			「チェックしてどうするの？」

			「いいからやれ」

			「……わかったよ。オープン」

			「オープン」

			　二人分のステータスが表示される。

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　桂木大地 職業：勇者 レベル28

			　体力：１３４０

			　魔力：２６００

			　筋力：３５００

			　耐性：２６８０

			　俊敏：１５００

			　特殊能力：『鋼の心』戦闘時、耐性数値倍増。毒、麻痺、催眠、精神汚染を３分の１の確率で防ぐ。

			『不屈の精神』魔力が１００から消費されない。

			『死の王《ワイト・キング》』絶命している生物と契約、蘇生させて服従させることができる。術者が二度死ぬ毎に一枠追加。現在、一枠の空き。

			『絶対命令』死の王で蘇生させた生物よりレベルが上の場合に出現。念じた命令、発した命令を解除の許可が出るまで奴隷は受ける。

			『惨殺の魔術師』殺害した対象から半径10メートルに存在する対象と同一種の存在にも同ダメージを与える。

			　固有能力：『復(ふく)讐(しゆう)の怨者』幾度、命を落とそうとも死の淵から力を蓄えて甦る。

			　現在、死亡回数→５回

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　浜風朱里 職業：上級奴隷 レベル23

			　体力：１０００

			　魔力：７２０

			　筋力：６８０

			　耐性：４２０

			　俊敏：４００

			　特殊能力：『自然回復《オート・ヒール》』自身の体力が10分毎に60回復する。

			　特殊状態：『上級奴隷』主→桂木大地 彼に対する一切の攻撃は封じられる。解放されるまでの強制服従。

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			「あれ!?　私もステータスが上がってるよ!?」

			　食いつくようにステータスを見ている浜風。

			　どうやらレベルも上がっているな……。

			　この辺は『奴隷』だからか。そういえば浜風の職業は『奴隷』じゃなくて『上級奴隷』になっているな。

			『上級奴隷』として俺が使役している内はこいつも経験値、もしくはそれに準ずるものを得ていると考えて良さそうだ。

			　この世界には経験値という概念がない。

			　レベルは戦い、勝ち、経験を積めば伸びると信じている。ステータスにも表示されていないしな。

			　

			　……さて、ひとまず考察はこのくらいにしておこう。いつまでもじっとしている場合じゃない。

			　それよりも深刻な問題がある。

			　俺のステータスがほとんど上がっていないのは何故だ。

			　レベルはかなり上がっているのにも拘らず。

			『復(ふく)讐(しゆう)の怨者』の影響か？　それとも別の要因が……？　わからない。

			　くそっ、情報が圧倒的に足りない。

			「桂木！　桂木！　私のステータスが上がってるよ！」

			「黙ってろ。今それどころじゃない」

			「何よ、その言い方！　もっとコメントは無いの？」

			「はいはい、そうだな。良かったじゃないか、これで俺の役に立てるぞ」

			「誰があんたなんかの為に！」

			　まだ言うか、こいつ。一度、上下関係をわからせる必要があるな。

			「…………なぁ、浜風。実は俺、一個試したいことがあるんだよ」

			　ステータスは変化がほとんど無かったが、その代わりに特殊能力が増えていた。

			　その一つが『絶対命令』。今回、現れた新たな能力。

			　説明を読む限り、俺の方がレベルが高くないといけないらしい。

			　だから、さっきまでは無かったのか。

			　それにしても出現条件が『奴隷』より上のレベルって……王は部下より強くなければならないってことか。

			　それはさておき、だ。

			　みんなが気になるその内容。

			　命令を無理矢理にでも聞かせられる。きっと全国の男子高校生が俺を羨(うらや)んでいるだろう。

			　俺の視線は浜風の一部に一直線に延びていた。

			「なっ……」

			　浜風は体を後ろに向け、豊満な双丘を俺から見えない位置に隠した。

			「変態！　痴漢!!」

			「うるせぇな……。こんな場所でやるかよ。お前をいただくのは、ひとまずこのダンジョンをクリアしてからだ。安心しておけ」

			「あ、安心できるわけないよ!!　私の拒否権は!?」

			「ない」

			　キッパリと言い切った。

			「鬼畜！　あんたなんか死んじゃえ！」

			「パワーアップして甦るけどな」

			「意味わかんない！」

			　彼女は俺の胸を叩く。次やったら揉みしだいてやろうかと思ったが、続いた言葉に動きを止める。

			「あんたも……私も……全部、意味がわからない。あんな化け物と戦って……勇者なんかになって……！」

			　振るわれる拳はだんだんと弱くなっていく。

			「意味……わかんないよぉ……！」

			　普段の天(てん)真(しん)爛(らん)漫(まん)な彼女の声は面影をなくし、弱々しくなっていく。

			「もういやぁ……。何なの、ここは……。どうしてこんな目に遭うの……！」

			　その場にしゃがみこんで泣き始める浜風。

			　ここに来て心が持たなくなったか……。

			　現実を突きつけられて、今まではなんとか保っていた防波堤が崩れたのだろう。

			　その気持ちは理解できない訳じゃない。きっと俺も浜風の立場なら情けなく鼻水を垂らしながら泣きじゃくったはずだ。

			　彼女の心理状態もある程度は予測できる。

			　――だから、今が浜風を俺のものにするチャンスだとも思った。

			　俺もつくづく酷い奴だ。こんなことばかり思いついて……。

			「……おい、浜風」

			「…………何よ？」

			「お前さ、こんな状況に陥ったのは何が原因だったと思う？」

			「……今さら訊かれても……」

			「いいから、答えろ。何だと思う？」

			　浜風はしばし記憶を遡って、原因を突き止めようと考える。

			「……女神様に召喚されたこと？」

			「違うな」

			「え……？　じゃ、じゃあ、何だって言うの？」

			「鮫島だ」

			　俺は間髪入れずに復(ふく)讐(しゆう)対象の人物の名を告げた。

			「な、何で？　だって、あの女の人が私たちに頼んだからこんなことになったんでしょ？」

			「ああ、そうだ」

			「な、なら」

			「でも、俺たちには拒否する権利があった。それを奪ったのは誰だ？」

			「そ、それは……」

			　浜風はいいよどむ。それは犯人が誰なのかを完全に理解してしまったから。

			「あいつだ。勝手に受け入れ、勝手に調子に乗って――」

			　俺は浜風の耳元で囁く。

			「お前を見捨てて、裏切った」

			「――――っ!!」

			　歯軋りする鈍い音がした。

			　彼女はどうやら、その事実から目をそらしていたみたいだ。腹底に渦巻いているはずの怒り、憎しみからも。

			　それでも耐えていたのだ。理由はわからないし、わかる必要もない。

			　今は感情に溺れたらいい。

			「……どうして……私は……捨てられたの……？」

			　微かに漏れる涙声。すがるように、親から離れたくない赤ん坊のように、浜風は俺の服の袖を掴む。

			「弱いからだ」

			　腕を払って、手を放させる。

			「私は……鮫島くんのことが……好きで…………頑張っていたんだよ？　怖くても魔物、倒して……強くなろうとしたんだよ……？」

			「あいつのことを好きな奴はたくさんいる。お前がいなくなっても困らない」

			　冷たい声音で突きつける。

			「……そうなの、かな」

			「ああ、そうだろ」

			　彼女の気持ちなんて汲んでやらなかった。

			「う……うっ……！」

			　――だが、それだけじゃダメだ。ここで味方に取り入れる。心につけ込む。

			「浜風」

			「…………え？」

			　俺は泣き続ける浜風の腰に手を回し、抱き寄せた。

			「か、桂木？　な、何して」

			「俺はお前を捨てたりしない」

			　小さな体は、壊れかけの心は、そんな言葉に過剰に反応した。

			「捨てたり……しない……？」

			「俺は鮫島とは違う。お前が欲しいんだ。そばにずっと置いておきたい」

			「そんな……桂木は、私なんか……いなくても……」

			「浜風！」

			　腕に加える力を強くした。俺の気持ちが伝わるように。

			「俺に……俺についてきてくれ。絶対にお前を捨てたりしない。何度でも言おう。お前が……欲しい」

			「かつ……らぎ……」

			　俺を見つめる潤んだ瞳には、微かにしか光が残っていなかった。支えを失い、放っておけば勝手に壊れ、死ぬだろう。

			　過去の俺を見ているようだった。

			「私を……受け入れて……くれるの？」

			　彼女は瞼(まぶた)を下ろし、涙でくしゃくしゃになった顔を近づけてくる。

			　噛み締めたせいで血が流れている唇が目に入る。

			　同情なんてしていない。

			　慰めでもない。

			　これでいい。味方につける。

			　もう考えるな。

			　優秀な部下を手にする。

			　それだけ。

			「浜風……」

			「ん……」

			　初めてのキスは血の味がした。

			　

			　この日、俺は本物の奴隷を手に入れた。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ １－３『死戦開始』

			　

			　俺と浜風は60階層に来ていた。四日は過ぎたと思う。感覚だから曖(あい)昧(まい)だが。

			　52～59階層は結果を言うと、簡単で面倒くさかった。

			　先の理由はダンジョンが、後の理由は浜風朱里が、だ。

			　あの後、俺は浜風のステータスを早急に成長させなければいけなかった。

			　こいつは51階層の魔物に殺されているので、序盤は俺が戦い、彼女のレベルを上げる作業。

			　中盤になってくると、浜風は何かしらの焦りを覚えたのか、「戦いたい」と自ら志願してきた。

			「役に立たない」と捨てられると思ったらしい。いい奴隷根性が染み付いてきた。

			　終盤にかけては、圧倒的だった。俺が手を下すまでもなく、遭遇した瞬間に浜風が駆けている。次の瞬間には敵は粒子になって消えている、というループだった。

			　浜風にレベルは抜かれてしまったが、俺に不遜な態度を取ったり反逆の意志があると見受けられた時は、すぐに解放することを告げているので大丈夫だ。

			　俺の特殊能力についても、新たにわかったことがある。

			『死の王《ワイト・キング》』は蘇生させる魔法のような力だが、俺が解放すると死体に戻る。これは倒した魔物が消える前に、奴隷にする実験をしたことでわかった。

			　まず、死なない程度の傷であれば魔物は粒子にならない。例えば、ハイウルフの場合は足を一本切り落としたとしても消えなかった。切断した部位も同様の結果が得られた。

			　これには非常に助かった。

			　俺と浜風はろくに飯を食べておらず、空腹状態のまま行動していた。

			　下手をすれば倒れるなと計算していたが、肉が食えることでその危機は免れた。魔物の肉があまり美味しくはなかったのが、残念でしかたがないが。

			　ちなみに、これは現在進行形の感想である。

			「大地様。お口を開けてください」

			「んっ」

			　火系魔法でしっかりと炙(あぶ)って焼いた狼肉を手で掴んだ浜風は、そのまま口に運んでくれる。

			　あの日以来、浜風はガラリと変化した。話し方や対応も。

			『大地様』呼びには俺の方が驚いたくらいだ。まさかそこまで役になりきるとは予測していなかった。

			　おそらく俺の気を損なわせないように思いついたのが、様付けだったんだろう。それにしても出来すぎなくらいだが。

			　実に従順で素直ないい子だ。たまにうざったい依存癖が出るが、俺がそうやって手懐けた手前、ある程度割りきっていれば欠点にはなるまい。

			　だが、毎晩寝る時に俺を抱き締めるのはやめてほしい。

			　溜まっている欲情が変に暴走したら困る。俺も男なんだ。

			　以上が浜風の面倒くさい点である。

			　……しかし、しかしだ。

			　こんなに世話を焼いてくれるのは助かる。あの時の俺の選択は間違いではなかったわけだ。

			　うん、間違いではない。

			「大地様」

			「ん、サンキュ」

			「もったいないお言葉です。ありがとうございます」

			　浜風にしっかりと食べさせてもらい、体力も回復した。浜風にも食事を与える。

			　飲み物は御霊級の水系魔法を使えば問題ない。

			「……あの……大地様」

			「なんだ？」

			「そ、その……食べさせて、くれないでしょうか？」

			　恥ずかしそうに上目遣いで頼んでくる浜風。頬がほんのりと上気している。

			「自分で食え。なんでそんなことしないといけないんだ？」

			「は、はい……。すみませんでした」

			「気にするな。……ここから出たら考えておいてやるから」

			「は、はい……！」

			　嬉しそうにはにかむ浜風は照れているのか、下を向いたままひたすらハイウルフの肉を平らげていく。

			　……飴とムチは使いよう、だな。

			　久方ぶりの飯を終えた俺たちは、ひんやりと冷たい床にあぐらをかいて座っていた。

			「この後はどうしましょうか？　私はまだ戦えますが……」

			「ああ、そのつもりだ。だが、階段の場所がわからない」

			「敵のステータスは問題ないでしょうか？」

			「あ、そういえばまだ確認していなかったか」

			　俺は少し離れたところで倒れているハイウルフに目をやった。

			　こいつも倒して奴隷にしたんだっけ。食用のつもりだったから、ついうっかりしていた。

			「オープン」

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　桂木大地 職業：勇者 レベル46

			　体力：１４３０

			　魔力：２６９０

			　筋力：３６３０

			　耐性：２７７０

			　俊敏：１６００

			　特殊能力：『鋼の心』戦闘時、耐性数値倍増。毒、麻痺、催眠、精神汚染を３分の１の確率で防ぐ。

			『不屈の精神』魔力が１００から消費されない。

			『死の王《ワイト・キング》』絶命している生物と契約、蘇生させて服従させることができる。術者が二度死ぬ毎に一枠追加。現在、零枠の空き。

			『絶対命令』死の王で蘇生させた生物よりレベルが上の場合に出現。念じた命令、発した命令を解除の許可が出るまで奴隷は受ける。

			『惨殺の魔術師』殺害した対象から半径10メートルに存在する対象と同一種の存在にも同ダメージを与える。

			　固有能力：『復(ふく)讐(しゆう)の怨者』幾度、命を落とそうとも死の淵から力を蓄えて甦る。

			　現在、死亡回数→５回

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　浜風朱里 職業：上級奴隷 レベル57

			　体力：２０００

			　魔力：１７５０

			　筋力：１９００

			　耐性：１０００

			　俊敏：９８０

			　特殊能力：『自然回復《オート・ヒール》』自身の体力が10分毎に３００回復する。

			『忠誠心』：主に命の危険が迫った時、全ステータスが１・５倍増。

			　特殊状態：『上級奴隷』主→桂木大地 彼に対する一切の攻撃は封じられる。解放されるまでの強制服従。

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　ハイウルフ 職業：上級奴隷 レベル：30

			　体力：９５０

			　魔力：３５０

			　筋力：１２００

			　耐性：６００

			　俊敏：１３００

			　特殊能力：なし

			　特殊状態：『上級奴隷』主→桂木大地 彼に対する一切の攻撃は封じられる。解放されるまでの強制服従。

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			「思ったよりも高いな……」

			「はい。クソ勇者鮫島にも勝っております」

			「……お前……」

			　なにかおかしいでしょうか？　とでも言うようにニコリと微笑み、首を傾げる浜風。

			　露骨すぎる気もしなくはないが……俺にとっては都合の良いことだ。

			　復(ふく)讐(しゆう)心をそのまま増幅させてくれたら良い。

			「……いや、なんでもない。とにかく、これを60階層の基準値として考える」

			「行きましょう」

			　やれるな？　と確認するまでもない。

			「よし。魔物狩りといこう」

			「では、まずこの犬からでよろしいでしょうか？」

			「ああ、構わない。もう盾にも使えなさそうだからな」

			「かしこまりました。風の御霊よ、空を切り裂け。飛風刃《ウインド・スライス》」

			　見えない風の刃が、足がなくなり動けなくなったハイウルフの首を切り落とした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺たちは魔物が多く現れる方向を戦いながら探っていき、怪しげな場所に辿り着いた。

			　鎖で縦横斜めと乱雑に拘束された金属製の扉。

			　そのわずかな隙間から漏れでる禍(まが)々(まが)しい煙。

			　……これは……魔力？

			「大地様」

			　浜風も何かを感じ取ったようだ。厳重にふさがれた扉をジッと睨み付けている。

			　……いけるか？

			　この先には今までの敵と比べ物にならない、強力な魔物が存在しているはずだ。

			　そして、恐らくここにいる奴を倒せば、次の階層へ続く道が開く。

			　これは経験則だ。ここまでの51～59階層の当たり部屋には強い魔物が置かれていた。もしくはモンスターハウスのようなトラップが用意されている。

			「……進まないと……あいつらに復(ふく)讐(しゆう)は出来ない……」

			　憎悪で心に生まれかけた恐怖心を塗りつぶす。

			「……行くか」

			　拳を握りしめた。

			「はい、大地様」

			「浜風。いつもの通りにやるぞ」

			「心得ております」

			　浜風は首を縦に振った。

			　俺は手元に『虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》』を発動できる状態で待機させる。

			　浜風も自身の得物であるダガーナイフを構えた。

			「風の御霊よ、空を切り裂け！　飛風刃《ウインド・スライス》！」

			　ジャリンと鎖が切れる音がした。封を解かれた扉は勝手に開き始める。

			　霧がかかって上手く見透かせない。ならば。

			「霧ごと吹き飛ばす!!」

			　ちょうど人が一人通れる隙間が出来たところで、俺は入り口の前まで走った。

			　先手必勝。中に入る前に『虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》』をぶちかまそうとする。

			　俺は魔力の塊と共に手を突きだす。

			「全てを塵(ちり)に、地に還さん！　虐殺の――」

			　だが、魔法は完成することはなかった。

			　宙に舞う俺の腕。

			　…………え？　俺の腕？　なんで？

			　あ、え、は？

			　思考が追いつかない。だけど、痛みは全身に駆け抜けていた。

			「ああああああああ!?」

			　止まらない鮮血。

			　耐えられない激痛が俺を襲う。

			　痛い、熱い、気持ち悪い。

			　痛い、痛い、痛い、痛い、痛い、痛い、痛い、痛い、痛い、痛い、痛い！

			「うっぷ……！」

			　込み上げる嘔吐感。それを解消しようとその場に膝をついて、胃の中のものを吐き出す。

			「はっ……はっ！　うぁっ……」

			　視界がボヤける。霞む。

			　血を流しすぎたか？　いや、それよりもここから早く出よう。

			　そうしよう、痛いのは嫌だ。ここから出て、外でまだ待機しているはずの浜風に治癒魔法を……！

			　立ち上がろうとすると、地に着きかけた手が空を切った。

			　空を……切った？

			「あ？」

			　反対の腕も無くなっている。支えを失った俺はなそのまま倒れこむ。

			　上半身が部屋の中に完全に入った。

			　あ、マズ…………。

			「ゴォォォォォァ!!」

			　何かの雄叫びが耳に響いた。

			　それの正体を知ろうと顔を上げて――。

			　視界が完全に闇に支配された。

			　首に切り込みを入れられるような鋭い痛みを感じて、俺は意識を手放す。

			　闇。真黒。暗い。

			　そんな表現がピッタリな空間だった。足は地についていない。浮いている。力を入れても、変な脱力感に阻害される。

			『初めまして、勇者様』

			　声のする方に体を向けると、一人の女がいた。

			　黒く長い髪で隠れて顔の全貌はよくわからない。なぜか闇の中なのに目立つ。深い漆黒のドレスをまとっている。

			　ただ手だけを前に伸ばして、こちらに歩み寄ってくる。

			　その瞬間、変化が起きた。

			　惜し気もなく垂れ流された殺気。女はニタリと口角を上げる。

			『おかえりなさい。そして、いってらっしゃいませ』

			　冷や汗が止まらない。頭から繰り返し発せられる『逃げろ』という指令。

			　だが、動かない。金縛りにあったように固まっている。

			「お、お前は誰だ!?」

			　辛うじて疑問を発することができた。

			　しかし、彼女は答えない。

			　ニコニコと笑っているだけ。それは狂気の悪魔の笑みにしか思えなかった。

			　一歩、また一歩と距離は縮まっていく。

			『死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、死んで、たくさん死んで』

			「い、嫌だ!!」

			　体が咄(とつ)嗟(さ)に『死』という言葉に反応した。

			　あんなに痛い思いを、どうして味わわなければいけないのか。

			　俺だけが苦しい思いをしないといけないのか。

			　気持ちに反して体は動かない。抗えない。

			　動け！　動いてくれ!!　動けよ!!

			『死んで』

			　その間にも、白すぎる、細い手が――五指が俺の首に伸びてきて――。

			「やめろぉぉぉぁぉおああ!!」

			「きゃあっ！」

			「っ！」

			　咄(とつ)嗟(さ)に俺は女の声がした方へと飛びかかった。両腕を膝で押さえ、マウントをとると手のひらを頭に置く。

			　殺らないと殺られる！

			　全魔力を使ってでも決める！

			「風の御霊よ、空を切り裂け！」

			「大地様!!」

			「――あ？」

			　呪文を完成させる前に名前を呼ばれて、魔法を使うのをやめる。

			　手を退けるとそこにあったのは、俺のよく見知った顔だった。

			「……浜風？」

			　あの女じゃない。俺の奴隷の浜風朱里だ。

			「はい……。大地様の浜風朱里です……」

			「う、嘘だ。お前は偽物だろ。だって、さっきまで俺を殺そうと……」

			　確かに鮮明に残っている記憶。

			　そうだ、知らない女が俺の首を絞めて……。

			　だけど、風景が全く異なっている。ここはダンジョンの中だ。単一色で調えられた古びた壁にも見覚えがある。

			　何が一体、どうなっているんだ……!?

			　誰を殺して、誰が俺を殺そうと、誰が誰に殺せば……。

			「落ち着いてください、大地様」

			　浜風の声が、混乱に陥りかけた思考を現実へ引き戻す。

			「大地様がどうしてこんなにも取り乱しているのか、私にはわかりません。どうか落ち着いてください」

			　浜風は行き場をなくしていた俺の手をそっと握りしめる。

			　確かに感じる体温と、心に染み渡るような優しい声が混(こん)沌(とん)とした考えを取り払い、乱雑に絡まった感情の糸がほどけていく。

			　頭の中は透き通るほどにクリアになり、少しずつ整理できてきた。

			　荒くなった呼吸も一定のリズムを取り戻している。

			「……大地様……大丈夫ですか？」

			「あ、ああ……」

			「そうですか。それはよかった……」

			　浜風は安(あん)堵(ど)の表情をしてみせる。

			　それくらい先程までの俺の状態は異常だったということだ。

			　くそっ……、死の恐怖に囚われすぎたか。

			「あの……大地様」

			「なんだ？」

			「その……大地様が望むならこのままでも良いのですが……」

			「あ」

			　俺はまだ浜風の上にのしかかったままだった。豊満な胸が強調される形になっている。

			　こいつが何を言いたいのかが、わかってしまった。

			「い、いや、そんな趣味はない。降りる。だが、少しだけ待て」

			　回復した頭脳は可能性を考慮して、検証しろと促していた。

			　こいつが偽物だという可能性を。

			「オープン」

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　桂木大地 職業：勇者 レベル46

			　体力：３１００

			　魔力：３２４０

			　筋力：４０８０

			　耐性：３４００

			　俊敏：２１３０

			　特殊能力：『鋼の心』戦闘時、耐性数値倍増。毒、麻痺、催眠、精神汚染を３分の１の確率で防ぐ。

			『不屈の精神』魔力が１００から消費されない。

			『死の王《ワイト・キング》』絶命している生物と契約、蘇生させて服従させることができる。術者が二度死ぬ毎に一枠追加。現在、二枠の空き。

			『絶対命令』死の王で蘇生させた生物よりレベルが上の場合に出現。念じた命令、発した命令を解除の許可が出るまで奴隷は受ける。

			『惨殺の魔術師』殺害した対象から半径10メートルに存在する対象と同一種の存在にも、同ダメージを与える。

			　固有能力：『復(ふく)讐(しゆう)の怨者』幾度、命を落とそうとも死の淵から力を蓄えて甦る。

			　現在、死亡回数→６回

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　浜風朱里 職業：上級奴隷 レベル57

			　体力：２０００

			　魔力：１７５０

			　筋力：１９００

			　耐性：１０００

			　俊敏：９８０

			　特殊能力：『自然回復《オート・ヒール》』自身の体力が10分毎に３００回復する。

			『忠誠心』：主に命の危険が迫った時、全ステータスが１・５倍増。

			　特殊状態：『上級奴隷』主→桂木大地 彼に対する一切の攻撃は封じられる。解放されるまでの強制服従。

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　記されていた文字は間違いなく、浜風朱里のものだった。

			　俺のステータスも上がっている。

			『死の王』の人数制限が三人に増加している。

			　何よりも死亡回数が六回になっていた。

			　つまり、これは俺の夢でも白昼夢でもなく、あの扉の間で殺された後の世界。

			　全てが本物……。

			「…………はぁ……」

			　力が抜けて、その場に横倒れになる。

			　安心感が一気に込み上げてきて、緊張が切れてしまった。

			「どうなさいました!?」

			　浜風が安否を尋ねてくる。

			「疲れて倒れただけだ」

			「で、ですが……」

			「安心しろ。……ただ今は眠らせてくれ……。さすがに……これ以上は持たな……い…………」

			　安(あん)堵(ど)感と共に襲いかかってきた眠気に勝つことができず、俺は目を閉じた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　浜風のやわらかい太ももの上で十分な休養をとった俺は、59階層へ繋がっている階段の近くにいた。

			　彼女とは向かい合う形になっている。階段近くにしたのは、もし不測の事態があればすぐに上層へ避難するためだ。

			　浜風に聞いた話を頭の中でまとめる。

			　こいつは俺の下半身を回収して、逃走。俺の死後、敵からの攻撃はなかったとのこと。

			　そして、俺を殺した奴の姿が、人間と変わらぬように見えたということだった。

			「浜風の目にはそう映ったんだよな？」

			「はい。大地様を殺した相手の体型は魔物ではなく、まるで私たちのようでした」

			　人間がいる。普通のダンジョンならば、おかしくはない。冒険者と呼ばれる職業の人もいる。

			　しかし、自分たちのいる【リガルの魔窟】においては通用しない。ことさら、未知の60階層においては。

			　では、今しがた浜風が言ったことが本当だとして。

			　事態が好転するかといえば恐らく、答えは否だ。

			「もし人間なら、話をすれば大地様を通してくれるかもしれません」

			「いや、そう上手くはいかないな」

			　そもそも敵意がなければ攻撃なんてしてこないはずだ。確かに突然、知らない男女が入ってきたら警戒するかもしれないが、間違いなくあれは初めから俺を殺しにきていた。

			「大体、あんな厳重に封印されている奴が、まともな精神をしているとは思えない」

			「それも……そうですね」

			「兎にも角にも、俺を殺した相手は今後のキーポイントになってくると思う」

			　あの強さは異常だった。これまで戦ってきた魔物など比べるにも値しない。一線を画している。

			「どういうことでしょうか？」

			「倒せば強力な下僕を得ることができ、ダンジョン攻略は楽になる。もしかしたらあいつを殺したらダンジョン攻略完了ということだって有るかもしれない」

			「だとすれば、このダンジョンは封印するための場所なのでしょうか」

			　浜風は俺の意見を基本、否定しない。だが、矛盾していれば指摘する。

			　やはり、他者による指摘は助かるし、俺とは違った物事の捉え方にハッとすることもある。俺も完璧じゃない。ここで驕(おご)って他人の考えを受け入れないのはバカのすることだ。奴隷だろうが何だろうが使えるものは使う。

			「その線が妥当だな。何はともあれ、最終目標はどの道(ルート)においても一つしかない」

			　そうと決まれば話は簡単。実行は難関。

			　だが、鮫島を叩き潰すためにも立ち止まってはいられない。

			「浜風。俺がどうやって、どの位置で、殺されたのか、わかる範囲で良いから教えろ」

			　そう言うと浜風は指で地面に略図を作り、当時の説明をしてくれる。

			「そして突如、大地様はひれ伏すようにお倒れになりました。次の瞬間には……」

			「俺は死んでいたわけか」

			「はい。あとは先ほど伝えたとおりです」

			　そこだ。そこが引っ掛かる。

			　どうして敵は俺と浜風を見逃した？　俺を回収したということは、こいつも敵の攻撃範囲に確実に入っていたはず。

			　何か理由があった……？

			　俺が相手の立場なら絶対に逃さない。命を刈り取る。

			　攻撃しなかった理由……『しなかった』ではなく『できなかった』としたら、どうだ。

			　あの部屋は鎖で厳重に封印されていた。あれは、部屋の中にいる生物を出さないために施されていた。

			　でも、浜風の魔法によって鎖は簡単に壊れた。

			「……あれ？」

			　違和感を覚える。

			　封印するための鎖が、たかが御霊級の魔法で破壊されるほどの強度しかないなら、きっと奴は自力で出てこられるはずだ。

			　でも、出てこられなかった。

			　つまり、鎖だけじゃなく、敵本体にも外には手を出せないような力がかけられているとしたら。

			　疑問が解け、点が線になった気がした。

			「浜風。死んだ時の俺の遺体はどこにあった？」

			「死体ですか？　ちょうど入り口をまたぐように……。それがなにか？」

			「……いや、あくまで予想だ。予想だったが……今、確信に変わったよ」

			　奴は外に出てこられない。外には手を出せない。

			　ならば、手の打ちようはいくらでもある。

			「一度殺してくれたんだ。……お礼はたっぷりしないとな……？」

			　立ち上がり、尻についた土埃を払う。浜風はすでに身なりを整えて隣に並んでいる。

			「殺すぞ、あそこに封じられた化け物を」

			「大地様の仰せのままに」

			　俺は頭の中に描いた作戦の実行へ向けて、必要な品を集めるために動き出した。

			　

			　再びあの扉の前。

			　鎖の封印自体は解かれているが、51階層のモンスターハウスのように扉は閉じている。

			　やはりここが重要な部屋だってことはわかった。

			　隙間から溢れ出ている煙もそのままだ。この部屋だけ時間を巻き戻したよう。

			　今の俺の手持ちは奴隷勇者・浜風、ハイウルフ一号、二号。

			「ハイウルフ一号と二号は、扉が開いたらすぐに飛び込め。浜風は俺を命懸けで守れ」

			　奴隷たちに『絶対命令』を使用して指示を出す。

			　攻撃を与えるためには、あの霧を払う必要がある。だが、そんな悠長なことをしている暇はない。

			　浜風の話によれば敵は逃げる俺たちを追ってこなかった。これは『追ってこなかった』のではなく『追いかけられなかった』のだと思う。

			　俺が切られた箇所は、全て部屋の内部に侵入した部位。

			　下半身は俺が死んでいたから切られなかったんじゃない。部屋の外部にあったから手が出せなかった。

			　ならば、部屋の外からの攻撃なら比較的、安全に実行できる。

			　この仮説は当然、ハイウルフを探している間に浜風に説明してある。

			　彼女も賛成し、もしもの護衛に自分は手元に置くように懇願した。

			　そして、今に至る。

			「……大地様」

			「今度こそは『虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》』で殺る。お前は俺を守ることだけに専念していろ」

			「……はい」

			　浜風はナイフを構えて、すぐに魔法も放てるように『天風《ウインド》』を、俺は『虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》』を待機させておく。

			　ハイウルフ一号は注意を引き付ける餌だ。食いついた時が……好機！

			「よし！　浜風！　扉を開けろ！」

			「かしこまりました」

			　浜風が重たい扉を開けた。

			　死闘開始の合図。

			「一号！　行け!!」

			「グォォオォォオ!!」

			　雄叫びを上げた銀狼が、死の部屋へと勢いよく飛び込んだ。

			「ゴォォォォォ!!」

			　ハイウルフの声を掻き消す野蛮な叫び。聞き覚えがあった。姿は見えない。

			　ただ映し出される巨影が、そこに奴がいるのを十分に示していた。

			「ゴォォォアアア！」

			　いつ放たれたのかもわからない剣が、無謀な突撃をさせられた狼を切り刻む。

			　このタイミングで二号を投入。

			　同時に俺も魔法を放った。

			「虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》！」

			　吹き荒れる暴風。煙は霧散し、部屋から俺たちの元へと流れ出る。

			「天風《ウインド》！」

			　浜風は煙によって視界を遮られるのを嫌い、広がる煙を左右に分断させた。

			　その間も俺は決して目をそらさなかった。

			　奏でられる金属音。

			　ハイウルフの肉が細切れにされて落下した。

			　煙が消え、部屋の全貌が少しずつ明かされていく。

			　完全に煙が晴れて――現れた正体に目を見開いた。

			　巨影なんて幻想だった。

			　視界にいるのは黒いローブを羽織った女性。

			　風でフードが捲れて、灼髪赤眼の整った顔立ちが露になる。

			　浜風の情報は外れているようで当たっていた。

			　人間ではなかったが、人型ではあった。

			「……おいおい、マジかよ」

			「……まさか」

			　元いた世界にも伝えられていた伝説の存在。

			　人々を畏(い)怖(ふ)させる恐怖の権化。手には血で濡れた大太刀。皮膚は赤色。瞳に宿すも炎の緋(ひ)色(いろ)。頭部に生えた光輝く立派な角。

			　そう、あれは。

			　鬼。

			「二度目のご対面だなぁ、勇者様？」

			　浮かべる好戦的な笑顔と鋭い犬歯。

			　直感が危険と俺に告げる。

			　あの女と同じ殺気。

			　振り上げられる人の命を狩る得物。

			　直線上には俺たちがいた。

			「さぁ……。殺しあいを始めようか？」

			　迫り来る斬撃によって、本当の死闘の幕が切って落とされた。

			　鬼から放たれた剣(けん)閃(せん)が近づいている。それは攻撃が届かないはずの境界線を越えてきた――。

			「なっ!?」

			　あっさり予想が外れて戸惑いが走る。とにかく、今は避けなければならない。なのに、浜風は石像みたいに微動だにしない。

			　まさか……殺気にやられたか!?

			「横に跳べぇぇぇ!!」

			　完全に殺気に捕らわれ体が動かなくなる前に、大声を出す。

			『絶対命令』で浜風の体も無意識に俺と同じ右へと横っ飛びした。

			　放たれた剣撃はダンジョンの壁に当り、弾けた。壁は無傷だが、爆音が響く。

			「くっ！」

			　鼓膜が破れるかと思うくらいの音に酔いかけるが、それよりも俺は隣で倒れたままの少女が気がかりだった。

			「気をしっかり持て、浜風！」

			「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

			　浜風は意識がしっかり保てていない。怯える子供のようだ。

			　くそっ、気圧されたか。

			「さすが、勇者様だな。オレの『鬼圧』を喰らっても気が狂わないか」

			　部屋から、からかうような言い方で称賛が送られる。鬼が中から俺たちを見つめていた。

			「ほら。そんな奴は放っておいて、さっさと戦おうや。うずうずして堪らないんだ」

			「……お前はそこから出られないんだろう？　わざわざ危険な橋を渡るつもりは」

			「わかってんだろう？　ここがお前たちにとって大事な場所ってことくらい」

			　……こいつ。俺たちがどういう目的を持っているのか知っているのか？　俺のことも『勇者様』と呼んでいる。

			「だとしても、俺一人で戦う必要はない」

			「そいつはもう戦えねぇよ。オレの『鬼圧』はオレを倒さない限り、正気に戻らない」

			「……お前の言葉を鵜呑みにすると思うか？」

			　……どうする？

			　なんにせよ、浜風の現状を知っておかねばならない。

			「オープン」

			　キーワードを口にすると宙に浮かぶ文字。そのなかに新しく追加されている項目を見つけた。

			　

			　特殊状態：『鬼圧』魔力ステータス値を術者と対象のレベル差×１００減少。なお、術者が気絶ないし死亡するまで回復はしない。

			　

			　魔力減少ってことは精神攻撃か。しかも、回復不可。なんていう能力だよ……。

			「わかったか？　お前は気を失わないみたいだから、オレと同じくらいの強さはあるんだろ？　オレは純粋な一対一の殺しあいがしたいんだ」

			「ちっ……」

			　俺の魔力は残り１０００を切っている。帝級の魔法は使えない。

			　魔力消費が少ない精霊級、御霊級でこいつと戦えと言うのか？

			　俺一人で。

			「……無茶を言うな。戦うなら二人で、だ」

			「二人で？　使い物にならないだろ、そいつは。何か秘策でもあるのか？」

			　軽口を叩いて時間を稼ぐ。対策を考えるためだ。

			　……秘策。俺が今最も使えると思っているのは『復(ふく)讐(しゆう)の怨者』だ。

			　……ここで死ぬか？

			　いや、ダメだ。俺を回収する奴がいない。

			　浜風を『絶対命令』で動かせば逃げられるか……？

			　いや、奴が見逃してくれる訳がない。

			　浜風が死ねば、ジ・エンド。俺は殺されても生き返るが、体の修復と精神の一致に時間差がある。こいつなら永遠に殺し続けるかもしれない。

			　結局、俺が今の状態で戦うしかないのだ。

			　目線を上げて鬼をキッと睨みつける。

			「お、ようやく考えがまとまったか？　待っといてやったんだから楽しませてくれよ？」

			「いつでも殺せたみたいな言い方じゃないか」

			「その通りだからな。御託は良いだろ。さっさとやろう？」

			「……ああ、やろうか」

			　パンと頬をはたき、気合いを入れる。

			　俺は浜風を攻撃の当たらないと思われる場所に運んで、鬼の部屋に一歩踏み入れた。

			　すぐに、赤い体が接近する。

			「くっ！」

			　放たれた拳を両腕をクロスさせて防ぐ。吹き飛ばされないように腰を落とした。

			「おろ？　飛ばねぇな」

			「おかげさまで、俺もハイスペックなんでな！」

			　振り抜かれた拳を掴み、捻り上げる。鬼は流れに従うように回転し、着地。右手に持っていた太刀を突き出した。

			「ちっ！」

			　手を離してしゃがみこんで足払い。体勢を崩され、前のめりになる彼女は魔法を放ってくる。

			「鬼火《オーガ・フレイム》！」

			「はやっ!?」

			　詠唱を省略したためか、すぐに顕(けん)現(げん)した火炎球が俺を襲う。それをかわす術(すべ)はなく、直撃して後方へ飛ばされた。

			「がっ!!」

			　体が痛い。壁に打ち付けられる。

			　ダメージもそうだが、今は熱い。いつぞやの『火球《ファイア・ボール》』よりもかなり熱い。喉が焼けているみたいだ。火だるまになっている。

			「水の御霊よ、恵みを！　水球《ウォーター・ボール》！」

			　水系魔法を打ち上げ、自分に水がかかるようにして火を消した。

			「ゴホッ、ガハッ！　ゲフッ!?」

			　気を抜いた隙に四つん這いになっていた俺の腹が蹴りあげられる。鮫島とは比べ物にならない衝撃。驚いたのはそれだけじゃない。

			　俺の体は浮いていた。天井にぶつかる勢いで。

			「オレはもう待ってやらねぇよ！」

			　初撃と同じ剣(けん)閃(せん)。

			　避けられない！

			「風の御霊よ、空を切り裂け！　飛風刃《ウインド・スライス》！」

			　せめてもの抵抗で風の刃を打ち、勢いを殺しにかかるが呆気なく弾かれた。

			「うぐぁぁ!!」

			　衝撃と激痛の挟み撃ち。肉を断たれる感覚。焼かれるような熱さが走る。涙が溢れそうになるのを、唇を噛んで必死に我慢した。

			　ぼやけた視界の下方に映ったのは、太刀を突く構えを取っている敵の姿だ。

			　あれを喰らうのはヤバい、ヤバい、ヤバい！

			「死ねぇぇぇ!!」

			「断る!!」

			　筋肉を総動員させ、無理矢理にでも体勢を変える。

			　頬を剣先が掠めて、血が飛んだ。

			　外した！

			　好機と見た俺は、加速しながら落下する自身にかかる重力を利用して、飛び蹴りを放つ。

			「うらぁぁぁ！」

			「やるなぁ！　だけど、まだ軽い！」

			　だが、鬼はその細い片手で容易く受け止めてみせた。

			「嘘だろ!?」

			「うっらぁ!!」

			　メキメキと音を立てる足。鬼はそのまま俺を床に叩きつけた。

			「かはっ……!?」

			　胸が苦しくなる。上手く息が出来ない。右足が折れた。変な方向に折れ曲がっている。白い骨が皮膚を破ってむき出しになっていた。

			　認知すると電流のように激痛が駆け巡る。

			「ああああああ!!」

			「しぶとい奴だっ、なぁ!!」

			　鬼が剣を突き刺す。転がり、回避して立ち上がる――が、すぐに倒れてしまう。鬼にもたれかかる形になってしまった。

			　こんな……こんな痛い目にあうなら、もういっそのこと……早く、早く！

			「殺せぇぇぇぇぇ!!」

			　突如、死を願った俺の叫び声を聞いて、鬼は眉間にシワを寄せた。

			「うるせぇぞ！」

			　鬼は引き剥がそうとするが、俺はステータス値でも一番の数値を誇る筋力を駆使して、しがみつく。

			「殺せ！　早く！　殺せよ！」

			「ああ、殺してやるから大人しく離れろよ!!」

			「剣で！　魔法で！　早く殺してくれ!!」

			「しつけぇぞ、このクソガキがぁ!!」

			　鬼の手で視界が遮られると同時に撃たれた『鬼火《オーガ・フレイム》』。

			　もう熱さなんかどうでもよかった。俺が願うは殺されることだけ。

			　意識が飛ぶ前に……早……く……。

			　鬼なんか眼中にない。俺の視界に映るのは、ダンジョンの中で手に入れた新たな力。

			　決して、てめぇなんかじゃねぇ！

			　倒れる前にもう一度だけローブを掴んで、食い下がる。

			「殺してくれ……！」

			　血を吐きながら呪(じゆ)詛(そ)のように吐き捨てる。

			「ああ、喜んであの世に逝け！」

			　声に反応して、目の前にいる死神は得物を振り上げた。

			　それを見て、俺は笑った。

			「…………勝った」

			　剣を降り下ろすモーションの途中で、ピタッと止まる鬼。

			　彼女を襲っているのは違和感。それもそのはず。

			　胸からナイフが生えているのだから。

			「な……何で……っ！」

			「天風《ウインド》」

			　鬼の声に重なるように唱えられた魔法は、彼女の胸に大きな穴を開けた。

			　鬼は口から大量の血を吐き出す。剣で辛うじて支えている状態。

			　ちょうど前のめりになった鬼の後ろに見えたのは今回の戦いの立役者。

			「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

			　真っ赤になったダガーナイフを持った黒髪の狂った奴隷。俺の命令に忠実に従った浜風朱里だ。

			「言った……だろうが。二人で、戦う……って」

			　確かに俺は言った。初めから一人で戦うつもりなんて毛頭なかった。

			　ずっと浜風と一緒に戦う気でいた。

			「……オレは一対一の……と……」

			　苦痛に顔を歪める鬼。今の攻撃はさすがにキツいようだ。

			「知るか、そんなもん。勝てば……それでいい」

			「クソ……がぁ……」

			　最後にそう言い残して力なく崩れ落ちる鬼。

			　自然とこいつを支えにしていた俺も共に倒れる。

			「……汝(なんじ)よ。今、我が新しい命を授けよう。第二の……人生を与えよう。ここに盟約し、我を主として尽くせ。……『契約蘇生《ワイト・バック》』……と」

			　最後の力を振り絞って鬼を奴隷にする呪文を唱える。これで最悪の事態はもう起こらない。

			　……あー、くそ。動かないし、あちこちが痛い。流れ出る血の量も多いし、瞼(まぶた)も重くなってきた。寒い。

			　これは死ぬなぁ……。また死ぬのか……、俺。

			　……まぁ、でも、今回ばかりは……良かった……かな。

			　自分よりも強者に勝った。全力を出して、たくさん考えて、いろんな手を使って、もぎ取った勝利。

			　こんな時なのに……胸に込み上げる高揚感。

			　……生き返ったら浜風を誉めてやろう。

			　そんなことを考えながら俺は初めての達成感に包まれて、死んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　この暗闇を見るのは二度目だ。一日に二回もここに来るなんてツイてない。こんなにも気分が良いので、なおさらだ。

			「で？　また俺を殺すのか？」

			　俺は先刻、俺を殺した張本人である長髪女の方へ首を向けた。

			　お？　首は動くのか？　なら、体は……やはり動かないか。

			『いいえ』

			　否定の言葉を発すると、女は前回とは異なる、ちゃんと嬉しいという感情が読み取れる笑みを浮かべていた。

			『ありがとう』

			「…………は？」

			　予想外の感謝の言葉に思わず間抜けな声を出してしまう。

			『ありがとう、感謝してる』

			「いやいやいや！　お前にそんなこと言われると、逆に不安でしかないんだけど！」

			『ありがとう。本当にありがとう』

			　今度は頭まで下げやがった。

			　……なんだ、こいつ。変な奴だな。

			　……でも、思ったより悪い奴じゃないのかもしれない。

			　あんなトラウマになりそうなことをしてきたけど……ここは大人の器量で水に流してやるか！

			『ありがとう』

			「もういいよ、気にするなって」

			『本当に？』

			「ああ」

			『じゃあ、死んで』

			「あ――あ？」

			　油断していたところで１８０度態度をコロッと変えた女。この前と同じように首をへし折られて意識が飛んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　……最悪の目覚めだ。何が好きで毎度毎度あんな自分が殺される夢を見なきゃならんのだ。

			　今度会った時には絶対に一矢報いてやる。

			　そう誓った。

			「……お目覚めですか？　大地様」

			　聞き慣れた声がして瞼(まぶた)を開けると、飛び込んできたのは双山。

			　……でけぇ。このアングルはすごいな。

			　いや、眼福、眼福………って言ってる場合か、アホ。

			「……浜風」

			「はい、なんでしょうか？」

			「……お前、また膝枕してるのか？」

			　後頭部に感じるやわらかくも程好い弾力。この感触は経験済みだ。

			　浜風の、同級生の女子の、健全な太ももである。

			　今は俺の奴隷となった彼女は、クラスでも人気のある美少女だ。

			　そう考えると俺は幸せ者なんだろう。

			「はいっ。大地様がお喜びになるかと思いまして」

			　頬をほんのりと桜色に染め、柔和な微笑みを浮かべる。

			　……おかしいな。浜風が前よりかわいく見えるのだ。

			　テンションが上がっていて、変になっているのかもしれない。

			「……まぁ、いい。もうしばらくはこのままでいる」

			「そんなに私の太ももは気持ちいいですか？」

			「……いや、全然」

			　俺は寝返りをうつ。彼女はクスッとまた笑った。

			　きっとバレているのだろう。赤くなった顔を隠そうとしていたことは。

			　ついには、浜風は俺の頭を撫で始めた。

			　命懸けの死闘の後だからなのか、それがすごく心地よく、癒されていく。女子ってみんな、こんなに包容力のレベルが高いのだろうか？

			　今まで女の子に触れるどころか、ろくに会話すらしたことないからわからないんだけど。……って自分で自分をいじめてどうする。

			　なんだかやられっぱなしも癪だったので、俺は起き上がると浜風の頭を自分の膝の上に乗せた。

			「攻守交代だ」

			「あ、あの大地様？」

			　俺は無視して血で汚れ、お世辞にもきれいとは言えない髪に沿って手を動かす。

			　こんなになるまで、こいつも頑張ったんだよな……。

			「……大地様」

			「なんだ？」

			「私は……今、とても幸せです」

			「そ、そうか……」

			　やめてくれ。

			　交際とか交流とか色々なことにおいて、童貞な俺には破壊力がありすぎる。ここに来て、浜風を直視できなくなってきた。

			「……浜風」

			「なんでしょうか？」

			「ここから脱出したら、一つだけ願いを聞いてやるから考えておけ」

			「…………はいっ」

			　そんな感じで人生初のラブコメワールドを展開していると、ジトーと白い目でこちらを見ている奴がいた。

			「…………あ、いたな、お前」

			　視線の出所は赤鬼の双眼。真紅の瞳が俺たちを射抜いていた。

			「いたなってなんだよ、いたなって！」

			　鬼は存在を忘れられていたのが悔しいのか、わかりやすいくらいにムスーとほっぺを膨らませていた。

			「嘘に決まってるだろうが。俺を殺した奴を忘れるわけないだろ」

			　やれやれと肩を竦(すく)めた。そうだ、俺が忘れるわけがない。

			「お前をもう一回殺して、それでチャラな」

			「ふざけんな!!」

			　バンと地を手で殴った鬼。

			「お前は一回オレを殺しているだろうが！　そうだ！　殺しているんだよ！」

			　鬼は着ていたローブを脱ぎ捨てる。

			　露になった一糸まとわぬ鬼の体。ぽっかりと空いているはずの穴はふさがれており、自己主張の激しい膨らみがあった。
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			「死んだはずなのに、ここにオレは確かに生きている！　体も元通りだ！　一体、オレに何をしたんだ!?」

			「なんだ？　死んだままが良かったのか？」

			「負けたら潔く死ぬのが、オレたち鬼の規律だ！」

			「そんなの知るかよ」

			「ああっ!?」

			　敗北したのに生かされているという辱めを受けた鬼は、俺たちに怒りを示す。

			　もしかすれば、飛びかかって来るかもしれない。だけど、俺には余裕がある。

			　なぜなら、あいつはもう俺の物。

			「お前には俺の奴隷になってもらった」

			「……は？　オレが奴隷……？　そんなの信じられるわけが……」

			「じゃあ、ステータスで確認してみろよ。わかるから」

			「ふ、ふざけんなよ。嘘だったら……いや、まさか……」

			「さっさと、確認しろ」

			「……オープン」

			　現れた彼女の情報。

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　アキナ・リードレッド 職業：上級奴隷 レベル74

			　体力：５２００

			　魔力：３８００

			　筋力：６７００

			　耐性：２９００

			　俊敏：４０００

			　固有能力：『鬼圧』魔力ステータス値を術者と対象のレベル差×１００減少。なお、術者が気絶ないし死亡するまで回復はしない。

			『鬼火《オーガ・フレイム》』魔力を１００消費して発動可能。王級の威力に値する火炎球を詠唱省略で打つ。

			『魔の神の呪い』勇者に仕えることにより除去可能。自身の全ステータスを１０００減少させる。また、魔法を使うことができない。

			　除去条件を満たしました

			　除去しますか？ ｙｅｓ／ｎｏ で答えてください

			　特殊状態：『上級奴隷』主→桂木大地 彼に対する一切の攻撃は封じられる。解放されるまでの強制服従。

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			「……嘘だろ？」

			　鬼は目を見開き、食いつくように眺めている。

			　そこにさっきまでの激昂している様子はない。

			　あぐらをかいて思案に暮れだした。

			「まさか。いや、でも、それなら……」

			　しばらくの間、ブツブツと呟いていたが、突如、わなわなと肩を震わせる鬼。いや、アキナ・リードレッド。俺の方でも「オープン」して確認させてもらっているが、驚きたいのはこっちの方だ。

			　どうしてこいつは特殊能力ではなく、俺と同じ固有能力を持っている？

			「おい、リードレッド。少し聞きたいことが」

			　ある、という前に止まった。

			　リードレッドがクスクスと笑いだしたからだ。

			　徐々にそれは大きくなっていき、最後には意味不明なことまで言い始める。

			「そうか……あいつ……勇者ってのは、こっちの方か……。クハハハ！　面白い！　面白いぞ！　あの女……ついに人間に……ハハハハハ!!」

			　バンバンと自分の膝を叩いて笑い続けるリードレッド。

			「おい、そこの勇者！」

			「な、なんだよ？　奴隷が嫌だなんて言わせないぞ」

			　急に呼ばれて慌ててしまうが、なんとか取り繕う。

			　ここで引いては主の威厳が無くなる。だが、それも気苦労に終わった。

			「いや！　お前になら喜んで仕えよう！　だが、その前にお前が真なる主か判断するために一つ、質問をさせてくれ！　いいか!?」

			　真なる主……？　何を言っているんだ、こいつ。

			　そんなことしなくても、俺はお前の主になるっていうのに。

			　蘇生が上手くいかなくて頭がイカれたか？

			　そんなことを考えていた訳だが、俺の無言を肯定と取ったらしいリードレッドは、こんなことを尋ねてきた。

			「お前は！　固有能力に――『復(ふく)讐(しゆう)の怨者』を持っているだろ!?」

			「――!!」

			　動揺が走る。

			　どういうことだ。どうして俺の能力がバレている!?　ステータスを盗み見された!?　そんなことが出来るのか!?

			　……いや、落ち着け！

			　頭の中で今、最善の選択をするんだ。そもそもリードレッドはもう俺の奴隷だ。ならば、俺に攻撃できない。

			　それに共に戦うなら、どうせ能力のことも話さないといけない。

			　別にバレているからと言って焦る必要は皆無だ。

			　彼女は俺に仕えると宣言している。俺が真の主か確かめている。

			　嘘をつかずに正しいことを告げれば、何ら問題はないはずだ。

			「……ああ。確かに俺は『復(ふく)讐(しゆう)の怨者』という力を持っている。嘘だと思うなら今からステータスを見せてやってもいい」

			「そうか。……あんたが……」

			　リードレッドは俺の元までフラフラと頼りない足取りで歩み寄ってくる。

			　万が一を考えて、俺と浜風は構えるが、それも結果からすれば杞(き)憂(ゆう)だったと言えるだろう。

			　リードレッドはその場に座り、片膝をついて頭を垂れた。

			「お前を……いや、貴殿を待っていた。我らが希望。頂点に君臨するに相応しい貴殿を――」

			　そして、彼女はこう告げた。

			「――我らを導き、お救いくださる英雄を」

			「俺が……英雄？」

			「オレは貴殿に仕えるためにこの場に封印されていた。英雄を導き、他に封印されている同志たちを解放せよと、ずっと言いつけを守っていた。そして、人類を共に滅ぼせと」

			　あ、ヤバい、もうこの時点で頭痛が……。

			「……ちょっと待て」

			　こめかみを手で押さえながら俺は制止をかけた。

			「俺はあくまで勇者の一人だ。ここまでは良いか？　ていうか、これくらいしか言うことがない」

			「ああ、存じ上げている。貴殿は勇者だ」

			「だな？　じゃあ、人類を滅ぼすなんて出来ないな？」

			　そんなことすれば、あのチョロイン女神に何されるかわからない。

			　キレて俺の存在を消すとか、言い出すかもしれないし。

			「いや、貴殿は勇者で人類の滅亡こそが目的だ。間違いない」

			「人類滅ぼす勇者とか聞いたことねぇよ!?」

			　こてんと小さく首を傾げるリードレッド。

			　さっきから話が噛み合ってない気がする……。

			　こいつも俺が勇者だって認識はあるみたいだ。なら、勇者の定義が違うのか？

			「リードレッド。お前の知る勇者について教えろ」

			　やはり俺には従うようで、リードレッドは思い描く勇者像を語り始める。

			「オレの知る勇者様は、棲み処や宝石を奪ったりと、残虐の限りを尽くす化け物たちからオレたちを守ってくれる者。先頭に立って敵を斬り捨て、体を呈して味方を守る勇気のある者。我らに希望の光を与え、絶望の闇を振り払ってくれる者のこと」

			　途中から彼女は尊敬の眼差しで俺を見つめると、酔ったように語っていた。

			「……そうか」

			　なおさら、わからなくなってきた。

			　リードレッドの言う勇者は俺の知っている勇者のイメージとピッタリだ。

			　後でしっかりと落ち着ける場所で話し合う必要があるな。

			　そういえば、英雄なんてこいつが言うから忘れていたが、もう一つ大事なことがあった。

			「リードレッド。もう一つ聞きたいことがあるんだが……」

			「オレにわかることなら何でも」

			「このダンジョンは最下層に行けば地上に出られるか？」

			　俺たちの本願は、ここから脱出して地上にいる鮫島に同じ痛みを与えること。

			　早く出られるなら、その方が良い。

			　ていうか、リードレッドより強い奴に勝てる気がしない。

			「転移魔法陣を用意しているので、それを使えば問題はないかと」

			「そうか！　用意している？」

			　している？　されているじゃなくて？

			　そんな俺の疑問はすぐに解消される。

			「ここが【リガルの魔窟】最下層。そして、オレが守護者を務めていたアキナ・リードレッド」

			　彼女は戦っている時とは全く異なる笑顔で俺に告げる。

			「ダンジョンクリア。おめでとうございます、勇者様」

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ １－４『ただいま、地上』

			　

			「いいか？　実は浜風は一撃目の時、すでに正気じゃなかった。『鬼圧』のせいで精神を削られていたからな」

			「それでも動けていたのは？」

			「俺の『絶対命令』って能力を使ったからだ」

			「なるほど！」

			　リードレッドは合点がいったようだ。

			　勇者のことや『復(ふく)讐(しゆう)の怨者』のことも知っていたこいつは、『絶対命令』がどういう力なのか、わかっているみたいだ。

			「初めの回避で、浜風は俺が命令すれば動くことがわかった。だから俺はお前との戦いに臨んだわけだ」

			「……あの時から貴殿の術中に嵌(は)まっていた訳なのか」

			　死ぬのが怖いから俺は策を立てて戦いに臨む。

			　見るからに脳筋っぽい彼女とは全くの正反対だ。

			「予想通りにボコボコにやられたけどな。でも、それで良かった。俺の役目はお前の注意を引き付けること。後は、如何に気づかれないようにこいつに指示を出すか」

			「それであの叫び声……」

			「正解。あれはお前を殺すための引き金だったわけ。こいつはそれを聞き届け、ナイフで刺して、魔法を撃った」

			「オレは見事に騙され、殺された……というわけか。ここまでやられると清々しい」

			　リードレッドを案内役にして部屋の奥へと進む、俺と浜風。

			　俺の気分？　最高だ。この作戦を説明する俺の饒(じよう)舌(ぜつ)ぶりを見れば、一目瞭然だろう。

			　だって、ダンジョンを攻略したんだ。苦と同じくらい楽があるって言うけど、本当だったんだな。

			　今日は本当に良い日だ。記念日にしよう。そうしよう。

			　自分でもわかるくらいの浮かれっぷりだった。

			「嬉しそうですね、大地様」

			「わかるか？」

			「はい、大地様の思ってらっしゃることは全てわかるようになりたいですから」

			　……こういう無邪気な好意をぶつけられるのは、慣れていないからやめてほしいところだ。

			　でないと、俺の弱さがすぐに顔をのぞかせる。勘違いをしてしまう。

			　バカな想いは二度とごめんだ。

			「――勇者様、こちらへ」

			　浜風と会話を交わし、久しぶりの平和を噛み締めていると、いつの間にか到着していたみたいだ。

			　前を歩いていたリードレッドが振り返って、俺たちの手を取ると真ん中に描かれている魔法陣へと誘う。

			　部屋は何ともない質素な感じだった。

			　ただ立方体の空間の底に魔法陣があるだけ。

			　まるで転移するためだけに作られたみたいだ。少し不安になるな……。

			「リードレッド。本当にこれで地上に出れるのか？」

			「魔力を込めて『転移《テレポート》』と詠唱してくれたなら大丈夫だ。ただオレにタイミングを合わせてほしい。でないと、この転移魔法陣は作動せず、入り口を封じられ、このダンジョンごと消滅する」

			「それは恐ろしいな……」

			「この転移魔法陣がある部屋に入るためには、守護者を倒さなければならないから。ならいっそのこと道連れに、といった感じだ」

			　それならば理解できる。

			　きっと俺も同じ仕掛けを作ったはずだ。

			　やっと地上に出れると希望を与えてから、一気に落として絶望に染める。

			　鮫島にもやってやりたい。

			　この仕掛けを作った奴とは気が合いそうだ。

			「それでは、二人とも。準備は良いだろうか？」

			「いつでもいいぞ」

			「はい、問題ありません」

			　俺たちは部屋の中心で輪になるように手を繋いだ。

			　魔力を注ぎだすと、蒼く透き通った光で満ち溢れていく。

			　細かい雪のような綺麗な結晶が空に舞う。俺たちを祝福するように。

			「では、行きます。３、２、１――」

			「「「転移《テレポート》!!」」」

			　

			　青い空、白い雲。さんさんと照りつけるような太陽。

			　血の匂いも、淀んだ空気も、どこまでも続く壁もない。

			　見渡せば一面に広がる緑の草原。

			　そよ風が頬を撫でる。

			　帰ってきたんだ、あの地獄から。

			　帰ってきたんだ……！

			　心の底からグッと沸き上がる感情。

			　形容しがたいそれを、俺は我慢することができずに大きな声で、叫んだ。

			「ただいまぁぁぁ!!」

			　異世界に来て十一日、クラスメイトに捨てられたあの日から四日。

			　死んだ回数、計七回で――俺はダンジョン【リガルの魔窟】を攻略した。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ２－１『夢現のラビリンス』

			　

			　この世界には二人の女神が存在していた。だが、彼女らは対極の位置に属する。

			　女神・クラリア。我ら人類が拝む最大の神。容姿は洗練された世紀の美女と賞され、慈愛溢れる素晴らしいお方であったという。

			　その女神と対なる女神。

			　その名をミーシア。魔物たちを統べる悪の化身。残虐の限りを尽くし、町を侵略しては占拠する。彼女に襲われた町の住民は一人残らず殺されたという。

			　対立する二神は世界を巻き込んだ戦いを続けた。

			　クラリアは人々を守るために。ミーシアは世界を手に入れるために。

			　互いの実力は拮(きつ)抗(こう)していたが、ある存在により戦況は一気に傾く。

			　それが勇者・テリアス。

			　彼の者はクラリアの加護を受け、強力な力を宿し、ミーシアの送り出す魔物を次々に倒していった。

			　そしてついに、クラリアと勇者はミーシアを封印することに成功。

			　ロスタルジアは再び平穏を取り戻したのであった――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――ふぅ……」

			　俺はたった今まで読んでいた本を閉じる。

			　この国や世界の歴史書で、俺が欲しい知識は大体得ることができた。

			　ここは王立図書館の四階。歴史コーナーの一角。

			　次のダンジョンへと向かう前にやりたいことがあったので、まだリストネアにいた。

			　宿はしっかりと三人部屋。金はリードレッドが持っていた宝石の類いを売っぱらった。

			　ダンジョンの守護者はやっぱり違うな、懐具合が。

			　この王立図書館も入場料が必要なので、リードレッドからもらった金で入っている。

			　奴隷の物は主人の俺の物。気にすることはない。気にすることは…ないんだ……。

			　そんな感じで読書をしつつも、男としてのプライドとの葛藤に頭を悩ませていると、後ろから話しかけてくる人物がいた。

			「大地様。準備が整いました」

			　少女の名前は浜風朱里。俺の記念すべき奴隷第一号。

			　どうやら、彼女は自身に課していたミッションをクリアしたみたいだ。

			「そうか」

			　俺は横に積み上げていた本の山をさっさと片して、彼女の手を取る。

			「よし、すぐに案内しろ」

			「かしこまりました。しっかりと案内させて頂きます」

			　浜風は体を密着させるように寄り添う。

			　……感触が気持ちよかったので俺は何も言わなかった。……周りの視線が痛かったのは言うまでもない。

			　浜風の言っていた準備とは、俺が彼女に約束していた『ご褒美』の、だ。

			　彼女はいつもの冒険者服ではなく、最近お気に入りのメイド服を着用していた。リードレッドとペアルックだ。

			　何でメイド服？　と訊いてみると、男子はこういうのが好きだって聞いたから、と浜風は答えていた。

			　呼び方も態度も全てがダンジョンに潜っていた時となんら変わらない。

			「お前も物好きだよな。俺みたいな奴と一緒にいたいなんて」

			　浜風が俺に頼んだ願いは『一日一緒にいる』ことだった。つまり、ずっと俺と共に行動するということ。

			「大地様はイケズですね」

			「何が？」

			「私の気持ちなどわかっていらっしゃるはずですのに」

			「……知らん」

			　浜風は最近、かなり攻めの姿勢できている。それが何故かは俺自身理解しているし、気持ちもわかる。

			　自分はいつでも捨てられる身にある。

			　この思念がきっと今の彼女を作り出しているのだ。俺も過去に通った道だ。

			　嫌われないように道化を演じる。何枚もの仮面を被る。

			　彼女のこういうスキンシップもそれの一部だ。だから、変な期待はしない。何より辛いのは浜風自身だ。

			　だからといって、俺という鎖から解放できないこのジレンマ。

			　俺には、こうやってたまに付き合ってやることしかできない。

			「で？　何するんだ？　今日はとことん付き合ってやるから遠慮するな」

			「そうですね。……その」

			　一度、口を閉じる。だが、彼女はチラッと俺を見ると言葉を続けた。

			「実は私、一ヶ所だけ行きたいところがあるんです。最初から大地様とそこに行きたかっただけで」

			「なら、ご褒美は『そこに行く』で良いんじゃないのか？」

			「いえ、それでは私が損するので」

			「図々しいな、お前」

			「大地様のがうつったのかもしれませんね」

			　そうかもしれないので、何とも言い返せなかった。

			「まぁ、それはいい。それで、どこなんだ？　言ってみろ」

			「……断らないくださいね？」

			「約束は破らないから、さっさと言え」

			「わかりました。私が行きたいのは……」

			　一つ間を置いてから、浜風はどこか寂しげな笑顔で、その場所を告げた。

			「――王宮、です」

			　

			　ここに来てからは散々な目にしか遭わなかった。一人きりでもがいて、苦しんで、捨てられて、食べられて。

			　全ての始まり。

			　リストネア国の王宮。

			　俺と浜風はその門の前に立っていた。

			「改めて見るとデカイな、これ」

			　そびえ立つ門は襲撃にでも備えているのか、かなり大きく造られている。

			　返事は返ってこない。周りには誰もいない。静寂に包まれている。

			「…………」

			　彼女はただ一点を見つめていた。

			　そこに何があるのかはわからないし、知る必要もないと思った。

			「…………」

			　ただただ無言で、立ち尽くしている。

			　人形のように、魂を無くしたように。

			　一筋の涙が頬を伝っていた。

			　彼女は何を思うのだろうか。

			　元々、彼女はここにいてもおかしくない。ダンジョンの時は『死ぬ』恐怖から俺への忠誠を誓ったんだと思う。

			　復(ふく)讐(しゆう)の誓いも、俺へと向けてくれている好意も、彼女が生きていくために必要だと考えたうえでの行動に過ぎない。

			　だから、彼女がここに来たいと言った時は『ああ、やっぱりか』と、どこか納得していた。冷めた反応しかできなかった。

			「っ……」

			　胸が、痛かった。

			　短いはずなのに、とても長く感じられた時間が過ぎて、彼女はゆっくりとこちらへ向き直る。

			「…………大地様」

			「なんだ？」

			「……私、ここに来て良かったと思います」

			「どうしてだ？」

			　――――みんなの姿が見られたから。

			　どうせこんなことでも言うんだろうなと思った。

			　でも、そんな予想は裏切られる。

			「私の気持ちが本物だとわかったから」

			　浜風は笑っていた。

			　呆然とその場に固まっていた俺に駆け寄り抱きつく。

			　フリーズしていた思考が、やっと再稼働しだす。

			「浜風？」

			「門から鮫島の姿が見えました」

			「……それであいつのことが好きだという気持ちが本物だとわかった、とか言うんじゃないだろうな？」

			　俺がそう言うと浜風はジトリとした目で睨んでくる。

			「そんなわけないじゃないですか。……もしかして、妬いてくれているのですか？」

			　それもすぐにからかうような笑顔に変わったが。

			　違う。これは、あれだ。ちょっと思わせぶりなことを言われて『あれ？　こいつ、もしかして俺に気があるんじゃね？』とか思ってアタックしてみたら、壮大な勘違いだったという過去を再び繰り返さないための確認だ、確認。

			　無性に悲しくなってきたのは、きっと俺の勘違い。送られてくる愛おしいものを見るような視線もきっと勘違いだ。

			「とにかく、そうじゃないなら一体何なんだよ？」

			「失礼ながら、ひねくれていますね、大地様」

			「そんなのよく知ってることだろ」

			「はい。でも、私はそんな桂木君が……好きです」

			「――――」

			　不意打ちの告白。

			　また俺の頭は働くことを放棄した。

			「私のワガママだということはわかっています。だけど、聞いてください」

			　彼女の小さな瞳と視線が重なった。

			「なんだかんだ文句や悪口を言っても、最後には優しくしてくれる桂木君が好きです」

			「気のせいだ。今ならまだ間に合うから撤回しろ」

			「私が死なないように強くなるために、わざわざ手伝ってくれる桂木君が好きです」

			「お、俺は強いコマが欲しいだけだ。浜風のことを考えてなんか」

			「そうやって、わざと悪い役を演じてまで、私に生きる理由を与えてくれた桂木君が好きです」

			「ちがっ……俺は……」

			　口を人差し指で押さえられる。

			「桂木君がどう思っていたとしても、関係ないから。この気持ちは変わらないから」

			　彼女は顔を近づける。

			　……何度も見たきれいな顔だ。

			　薄紅色に染めあげた頬、涙に潤んだつぶらな瞳。やわらかそうな桃色の唇に、サラサラと流れる黒髪。

			　熱くなる眼差し。呼吸音が聞こえる距離。鼻と鼻が触れあう。

			　唇が重なりあう。

			「好きです、桂木君」

			　彼女からの二度目のキスは、甘い味がした。

			「浜風、お前……」

			　俺は彼女を信じて良いのだろうか。

			　いや、違う。一々、こんなことを考えるからダメなんだ。

			　自分に好意を向けてくれている人を疑ってどうする。

			「……私を受け入れてくれますか？」

			　以前にも伝えられた言葉。

			　俺でいいのかだとか、そんな野暮なことは訊かない。

			　彼女に求められている。俺は今、初めて人に求められている。

			　――いや、違う。理由を欲しがるな。言い訳を作ろうとするな。わかっているはずだ。

			　目の前の少女は俺にとって……大切な宝物になるであろう人だ。

			「朱里」

			　頭を撫でる。そこから髪に沿って手を動かしていき、両肩に置いた。

			　指先に感じる彼女の震え。緊張している。もしかすると、震えてるのは俺の方かもしれない。

			「…………」

			　浜風は瞳を閉じた。それが意味することもわかる。

			　彼女は待っている。

			　俺からのアプローチを。

			「…………朱里」

			「…………んっ」

			　今度は俺から彼女にキスをしようと、顔を近づけ――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　王宮を離れた俺たちは王国最大級の商業区を訪れていた。

			　さすがに活気溢れている。どこの店も客が多く、かなり繁盛しているようだ。

			　その中でも特に盛り上がりを見せているのは、武具商店。

			　国が召喚した勇者たちが【リガルの魔窟】の51階層に潜り、満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)で帰還した、という噂が流れていた。

			　モンスターハウスのトラップの存在も行き渡っているらしく、腕の立つ冒険者はこぞって【リガルの魔窟】に入る準備を始めだした。

			　彼らの目的は明瞭だ。勇者が攻略できなかったダンジョンを踏(とう)破(は)すれば、自分も国に勤められる。そんな単純な人間の欲望が、この盛り上がりに繋がっている。

			「さすがにいろんな商品がありますね！」

			　キラキラと目を輝かせて、あちこちに視線を移動させる朱里。

			　やっぱり女の子は、こういう買い物が好きなんだろうか。

			「大地様！　後でゆっくり回りましょうね！」

			「あー、わかったわかった。金も入ったことだし。だけど、買うもの買ってからな？」

			「はい！」

			　冒険者が多い＝男が多い。

			　つまり、その中でメイドさんを引き連れて歩く俺は、恨みの視線を向けられる。時には理不尽なケンカも売られるわけだが。

			「おい、そこのお前。良い女、連れてんなぁ？　命が惜しぶっ!?」

			　全部買ってやった。

			　わかりやすい挑発に乗ってやり、金になりそうなものを剥いだ。売り払ってホクホク顔である。

			　ご慈悲を！　とか叫んでいたが、知らん。先に仕掛けてきたのはそっちだろ。俺の女に手を出そうとした時点で、これくらいで済むなんて甘いと思っている。

			「大地様、着きましたよ」

			「おお、ここが冒険者ギルド……！」

			　俺と浜風は冒険者ギルドに来ていた。元々、これが目的だったのだ。

			　あと、二日もすればこの町を出る。次に目指すダンジョンが決まったからだ。

			「……おお」

			　感嘆の声を上げる。ドアをくぐると、いかにもという感じの光景が広がっていた。

			　奥行きのある広い一室で、一番奥は小さな酒場になっていた。

			　その手前にある木で作られたカウンターは全部で七つの窓口に別れている。それぞれ担当は、右から順に新人登録、クエスト受付、報酬受け取りの各二つずつ。

			　だが、今回は全てスルー。

			　俺は七つ目の『情報販売』のカウンターへ一直線に向かい、欲しい商品の名前を伝えることにした。

			　得た情報は、とあるダンジョンに関すること。

			　そこは現在、27階層まで攻略完了しているらしい。速度で言えば芳しくない。

			　何故攻略が難航しているかというと、ダンジョンが迷路のように複雑で階段部屋まで辿り着けないからだ。

			　さらに、壁、床一面は鏡のような水晶で、方向感覚も狂わされる。

			　それらの理由からつけられた名が【夢現のラビリンス】。

			　俺たちが次に目指すことになったダンジョンである。

			　そのラビリンスのマップや目的の品々を手に入れ、暇をもて余す形になった俺たちは、当初の約束通りに商業区を回っていた。

			　呉服店、書店、八百屋、料理店、雑貨店さらには奴隷販売店まであった。

			「大地様！　これなんてどうでしょうか？」

			　試着室で朱里が着ていたのは、オレンジ色のワンピース。

			　天(てん)真(しん)爛(らん)漫(まん)が俺の彼女に対する第一印象だった。安易かもしれないが、こういった明るい色が合うと思う。

			　身長が平均より低いのも長所に変える。わざとワンピースのような服を選ぶことによって純粋さをアピール。

			　単一色だが下へ下がるに連れて多少のグラデーションになっており、バランスも悪くない。

			　彼女がその場で一回転すると、ふわりと裾が舞う。ちらりと姿をのぞかせる白く細い足。

			　これは危険だ。非常に危険だ。

			　すぐに視線を上げると肩のラインからの鎖骨。童顔に不似合いな膨らみ。こてん、と傾げる首。ちょっと汗をかいて艶かしくなったうなじ。

			　ぶっちゃけ、かわいい。

			「大地様？」

			「……なんでもない」

			「でも、急に座り込まれたから。どこか痛むところが？」

			「ち、違うから。たっていて、立てないだけだから」

			　ナニがとは訊かないでください。

			「そ、そうですか？」

			　幸い、朱里は俺の言葉の意味をわかっていないようだった。

			「だから、安心して、それを買ってこい。すごい似合っているから。ほら、これで代金は足りると思うから」

			「はい！　じゃあ、これにします！」

			　朱里は一目散に店員のいるカウンターへと駆けていった。

			　俺は何とか男としてのプライドを保ったのであった。

			　

			「ああー！　今日は楽しかったです！」
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			　あれからウィンドーショッピングをしたり、一緒に飯を食べたり、完全なデートを楽しんだ俺たちは宿への帰路についていた。

			「それは良かった」

			　俺は都市のあちこちに連れていかれて、正直クタクタだったが、朱里の感想を聞けば決して損ではなかったと思えた。

			「それにしても、ほとんど俺と喋ってるだけだったけど、それだけで満足なのか？」

			　結局、俺が買ってあげたのは、件のワンピース一着だけ。

			　それ以外は本当に会話しながら歩くことしかしなかった。

			「はい。大満足です」

			「欲しいものがあるなら遠慮はするなよ？　今回、お前はそれに見合う活躍をしたからな」

			「……あのですね、大地様。女は貢げば良いってものじゃありませんからね」

			　朱里はムッとした。不本意だという気持ちを露にした、拗(す)ねた表情をする。

			「そんな気はなかったんだが。気分を悪くしたなら謝ろう」

			「謝らなくていいですから、これだけは覚えておいてください」

			　朱里は俺の手を握った。

			「女の子は、好きな人の隣にいられて、温かさを感じられて、何気ない日常を共に過ごす……それだけでとても幸せなんです」

			「…………」

			　ぎゅっと握る手の力が強くなった。彼女の頬は真っ赤だ。決して夕日のせいじゃない。

			　恥ずかしいのだろう。

			　俺も、恥ずかしい。

			　体温が上がっている。

			　胸の鼓動がうるさい。

			　このまま、いつまでも彼女を見ていられそうだ。素直にそう思える自分がいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　時は変わって夜。場所は宿泊所『リストネアの月』。

			　朝夜の食事が付いて一泊二日１００００コル。さっき冒険者ギルドのクエスト掲示板をちらっと見たからわかるが、かなり良い宿みたいだ。

			　リガル50体討伐で５０００コル。キツい仕事のはずである。

			　ここに泊まれているのもリードレッドのおかげだ。

			　その功労者の彼女は、メイド服で目の前にいる。もう俺は何もつっこまない。

			「お帰り、勇者様、朱里も」

			　変にかしこまっていた口調が元に戻っているのは、俺がそう頼んだからだ。

			　さすがにここまでしてもらって、俺も偉ぶっていられない。相手にもよるが。

			　それと、何気に男友達みたいで嬉しかったのもある。むしろ、これが本命。

			　向こうも『勇者様』だけは譲らなかったが、渋々俺の案を飲み込んでくれた。

			「ただいま。早速で悪いんだが、明後日のダンジョンに向けての話を」

			「勇者様」

			　遮るように言葉を重ねるリードレッド。

			「ん？　どうかしたか？」

			「実はいい情報を一つ耳に挟んだんだ」

			　彼女はポケットに折り畳んで入れていた一枚の紙を広げて、俺に渡す。

			　リードレッドは本日、姿を隠しながら情報収集をしたと言っていた。なにかダンジョン攻略に支障をきたすことがあったのかもしれない。

			　その可能性を頭の片隅に置いて、文章に目を通す。

			「…………なっ」

			　半分ほど読み進めたところで驚(きよう)愕(がく)した。

			　嘘だろ……。おい、これって……本当に……。

			「ク……ハハハハハ!!」

			　我慢できずに笑い声を上げてしまう。

			　これは滑(こつ)稽(けい)だ。

			　面白くて仕方がない。

			　神のお告げとは、まさにこれのことだ。

			「大地様？　どうなされたのですか？」

			　後ろから俺の手元をのぞき込む朱里。俺はリードレッドに渡された文書をそのまま渡してやる。

			「これを見てみろ」

			　彼女はそれを受け取り、文字に視線を落とす。

			　すぐに俺と同じ反応をしてみせた。

			　俺と浜風にこんな反応をさせた内容。

			　そこには護衛の募集要項が書かれていた。

			　ただ、護衛するのは大商人でもなければ、国王でもない。そこに記されていた対象は。

			『勇者護衛の依頼。

			【夢現のラビリンス】までの道中、及び探索中の護衛を務める者を募集。

			　身分は不問。実力者、求む』

			　――忌まわしき勇者、クラスメイトたちだった。

			「勇者奴隷化計画とかどうだ？」

			「鮫島は殺さずに生かしておきましょう。次々に仲間を殺す、ないしは監禁しましょう。奴らは疑心暗鬼に陥って互いに責め合うはずです」

			「いや、一度殺してから俺の奴隷にしよう。それで積年の恨みを晴らして、永遠にこき使う。女なら飽きたら娼館にでも売ったらいいし、奴隷枠が勿体なくなったら解放したらいい。苦しむ姿がたくさん見られて一石二鳥」

			「「それだ（です）！」」

			　俺たちは例のちらしを見て、今後の予定を大幅に組み替えた。

			『勇者たちが戦意を喪失してしまっている。彼らが自信を取り戻すには、ダンジョンに慣れて、攻略するしかない。だから、協力者となる新たな護衛を探しているらしい』

			　リードレッドが聞いた話をまとめると、大方こんな感じだ。

			　王国からすれば、この場合の護衛は間違いなく『盾』扱いだろう。

			　不測の事態があった時の時間稼ぎの捨て駒。

			　その事を冒険者も察しているのか、志願する者が全く集まらないそうだ。

			　そもそも護衛をするくらい腕に自信があるなら、己でダンジョン攻略を目指す。何でわざわざ勇者たちを庇いながら戦わないとならんのだ、と思っているはず。

			　その辺りをあのジンジャーはわかっているのか。理解していて、こんな依頼を出したのならただの愚王だ。

			　依頼を受ける方向で話が進んでいるのはご愛(あい)嬌(きよう)。この面子には愚問だと思う。

			　なんせ全員、勇者に対して恨みを抱える者たちなのだから。

			「よし、今後の方針が決まったところで、これからの割り振りを行う。依頼を受けるのは俺だけだ。二人はラビリンスへと向かってくれ。異論はないな？」

			「ええ!?　オレは連れていってくれないのか？」

			「大地様！　私もですか？」

			「ああ。朱里は顔が割れてるし、お前はそもそも人間じゃないから」

			「……仕方がないな」

			「ええ、ワガママはいけませんから」

			　引き下がる二人。だが、彼女たちには俺が動けない分、重要な事前準備をしてもらわなければならない。

			　これは俺が今回の話を聞いた瞬間に思いついた作戦に関係してくる。毎日のように恨んで、いつか仕返しをしてやろうと考えていた俺の頭には、奴らへの報復の手段がたくさん詰まっていた。

			　今回はその一つを使おうと思う。

			　まぁ、実現させる前にリードレッドに確認しなければならないことがたくさんあるが。

			「リードレッド。お前に訊きたいことがある。答えてくれないか」

			「ああ、もちろんだ。オレにわかることなら何でも」

			「そうか。じゃあ、まずは……」

			　俺は頭の中で描いていた復(ふく)讐(しゆう)劇のシナリオを話し始める。その過程で必要な事項の確認とアドバイスをもらい、組み立てていく。

			『完璧』だと思えるようになるまで、練り直し・作り直しを繰り返した。

			　やっと満足がいくものが出来上がり、就寝したのは夜が明け始めた頃だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　開けられたカーテンからの暖かな日射しと体の揺さぶりで俺は目覚めた。

			　どうやら朱里が起こしてくれたみたいだ。

			「おはようございます、大地様」

			「ああ、おはよう」

			　目を擦りながら挨拶を返す。

			　短い睡眠時間ではあったが、安眠できた。

			　ダンジョンでは一切の油断が許されなかった。さらに、固い床など状況的にも精神的にも劣悪な環境だった。

			　それに比べて、ここはふかふかのベッド。命に関する危険もない。天国と言っても過言ではない。

			「よく眠られたようですね」

			「まぁな。ダンジョン以外ならどこでも寝られる気がするよ」

			「それもそうですね」

			　同意するように彼女は微笑した。

			　その笑顔を見て、俺は小さな彼女の体を抱き寄せる。抵抗なく、すっぽりと腕の中におさまった。

			　首筋に顔をうずめる。ほのかに女性特有の甘い香りがした。

			「落ち着くなぁ」

			「だ、大地様。今日は大切な仕事があるので、早く行動しないとダメなのでは？」

			「その前に朱里成分を補充している。効果は勇気が湧くこと」

			「……仕方がないですね」

			　彼女は俺の言いたいことがわかったようだった。

			　情けないから言いたくなかったので、気持ちを汲んでくれた彼女の存在は本当にありがたい。

			　それから十分ほど俺は朱里に勇気をもらい続けた。

			　朝食を摂った後、俺たちは二手に別れるため玄関にいた。少しの間会えなくなるのは寂しいが、我慢して代わりに二人の頭を撫でる。

			「勇者様。互いに笑いあえるように頑張ろう」

			「大地様。ご健闘をお祈り致します」

			「二人ともあっちで会おう。くれぐれも無理するなよ」

			「わかっています」

			「安心しろ。こいつは守っておくよ。じゃあ」

			　そう言って、二人は背中に荷物を背負い、先に宿を出た。

			　姿が消えるまで彼女たちを見送ってから、俺も即座に行動に移る。

			　昨日王宮に向けて、護衛の仕事を請け負いたい旨を記した手紙を出すと、今朝方試験を受けにきてほしいとの返信が返ってきた。

			　いわば腕試しだろう。

			　いかにも冒険者らしい革の防具に鉄のロングソード。ポーチには万が一のためのポーションと、毒や麻痺を治すための薬草を入れてある。

			　

			　そして、今、俺はあの憎き一人――ジンジャーの前にいた。

			「貴様がユージという冒険者か？」

			　ユージは俺の偽名で、昨日の内に冒険者ギルドへの登録も済ませてあるので問題ない。

			　ちなみに、登録したのは買い物をしたタイミング。ギルド登録しないと商品を買えないなんて知らなかった。おかげさまで黒歴史にまた一つ新たなページが増えた。

			　それはともかく。名前を聞いてくるあたり、俺みたいな新入りでも良いということだな。最も本当に『盾』の為なら、俺のような立場の方がやり易いと踏んだのだろうが。

			　もしかしたら、調べていないだけかもしれない。あんな募集までかける阿呆だ。やりかねない。

			「はい、そうです。この度はお力添えしたいと思い、志願致しました」

			　本心を隠して、恭しく頭を垂れる演技をする。

			「うむ。それでは早速だが貴様の力を見せてくれ。こちらも大事な人材を預けるのでな」

			「はい、喜んで。……で、どうすれば良いでしょう？　魔法をお披露目致しましょうか？」

			「うむ。それでよい。知りたいのは貴様の力だけだ」

			「かしこまりました。では、お見せしましょう」

			　用意していた筋書き通りに話を進めて、御霊級の魔法の連続使用と最後に精霊級魔法の『火炎球《フレイム・ボール》』を八発同時展開した。

			　朱里から聞いた鮫島たちの実力とこの世界の一般常識に照らし合わせて、上の下程度になるように設定したので怪しまれることはない。

			　結果はあの愚王を喜ばせるに足りたと言っておこう。

			　

			　合格通知をもらった俺は国軍兵士の一人に案内されていた。聞くと、今日から早速、出撃するらしい。この兵士も俺と共に子守り役に回されたみたいだ。

			　おかげさまで随分とやりやすかった。二人きりになったところで血が出ないように絞殺した俺は、こいつも手駒の一人に加えた。内部の関係者はぜひとも欲しかったところだ。

			　不運な彼はさておき、王国としては、早く勇者の威厳を取り戻したいという思惑があるのがわかった。

			　俺にとっても好都合だから何も言わない。

			　任務内容について色々と話してもらいながら、誰もいない静かな長い廊下を歩いていく。

			「今回、大地様に担当してもらう勇者様は四人です」

			「四人だけなのか？」

			　思っていたより、かなり少ない。二十九人の内、たった四人だけなのか……。

			「はい。前回の出撃で魔物に恐怖を覚えてしまった勇者様が多く……ほとんどが心に病を抱えてしまいました」

			「……情けない奴らだな」

			　俺なんか、お前らのせいで魔物に喰われたというのに……。

			　ダメだ。無性に腹が立ってきた。拳を握りしめて我慢する。

			「それで？　今回の四人は病になっていない奴らってことか？」

			「はい。他にも十人は無事です。今回は、経験を効率よく積ませるために三組に分けました。大地様の担当の班はバランスよく構成されています」

			「そっか。悪いな、色々と」

			「いえ、そんなことは……。あ、ここです。到着しました」

			「了解。お前、もう行っていいぞ。……そうだな。いつでも出掛けられるよう準備をしておけ」

			　そう言うと、俺は手でしっしっと兵士を追い払う。

			「かしこまりました。では、失礼します」

			　男は深々と礼をすると、今来た道を戻っていった。

			　……バレないよな？

			　胸に一抹の不安を抱えるも、体を傷つけてはいないから、と自分を納得させた。

			「……さて」

			　それよりも立ち向かうべきは、目の前の扉だ。これを開けば、あいつらがいる。

			　散々俺をこけにし、朱里を捨てた、あいつらがいる。

			　……朝、朱里から力は分けてもらった。……大丈夫だ。失敗なんて、しない。

			　ドアノブに手を掛け、ふぅ、と一度息を吐く。

			「…………行くか」

			　取っ手を回し、ドアを開けた。

			　視界に入ってきた四人は、見知った黒髪の男が一人と金髪に染め上げた女、眼鏡をかけたおさげの娘にサイドテールの少女。

			　そこに鮫島の姿はなかった。

			　だが、まぁ良い。

			　奴には一番の苦しみを受けてもらわないとならない。

			　メインは最後まで残しておかなくては、面白くないからな。

			　その前に、まずはこいつらに奏でてもらおうじゃないか。

			　ここから始まる――俺たちの復(ふく)讐(しゆう)劇の開演曲を。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ２－２『勇者様、ご案内』

			　

			「あんたが今回、俺たちの護衛をするユージって奴か？」

			　話しかけてきたのは、俺の担当パーティーで唯一の男子。

			　そして、俺がよく覚えている一人。

			　鮫島の取り巻きの馬原圭斗だった。

			　見た目は全く変わっていない。体型は中肉中背で、日本人男性そのもの。むしろ、ちょっと太ったんじゃないか。

			　日頃の鍛練をサボっている証拠だ。基本的に面倒くさがりな馬原らしい。

			「馬原くん！　そんな言い方はないでしょ！　すみません。今回、引き受けてくれたのに」

			　返事を返さなかった俺を見て、気分を悪くしたと勘違いした女子――名前は玉(たま)城(き)結(ゆい)愛(な)――が馬原に注意する。

			　彼女はクラスの委員長をしていて、まとめ役だった。つまり簡単に言うと、クラスメイトの俺に対するいじめにも加担して、助長させていた。

			　あの時は何度も心の中で「おいおい、委員長だろ」とつっこんでいた。

			『人』当たりは良かったので、教師からも下級生からも人気があったのを覚えている。

			　……あれ？　なら、俺って人間扱いされてなかったのか？

			　……考えるのはよそう。どんどん深みに嵌(は)まっていく気がする。

			「大丈夫だ、気にしていないから。俺はユージ。冒険者をしている。今回だけだが、よろしく頼む」

			　そう言って握手をしようと手を差し出す。

			　彼女たちは一人ずつ自己紹介をしてそれに応じた。

			「は、早(はや)瀬(せ)風(ふう)子(こ)です。よ、よろしくお願いします」

			「南(みなみ)本(もと)紅(くれ)葉(は)」

			「玉城結愛です！　お願いします！」

			　早瀬はクラスでも影が薄かったので、今、やっと顔と名前が一致した。

			　彼女は完全な傍観者だった。俺に暴力を振るったことは一度もない。いわば、報復の対象ではない。

			　……さすがに殺すのは忍びないか。

			　彼女にはあの役割を果たしてもらうことにしよう。頭のなかでピースを嵌(は)め込む。

			　対してこの偽金髪娘の南本は、見たまんまのヤンキー。鮫島とよく連(つる)んでいたグループのリーダー格。彼女の足には何度踏み躙(にじ)られたか数えきれない。

			　よって、死刑決定。

			「ああ、よろしく。それで早速なんだけど【夢現のラビリンス】に出撃しようと思う。その前にパーティー構成とリーダーを教えてくれないか？　把握しておきたいんだ」

			「私と南本さんが前衛で馬原くんと早瀬さんが後衛です。指示を出すのは私です」

			　なるほど。典型的な構成だ。早瀬は俺と同じく待機組だったし、馬原も前でガンガンやるわけじゃなかった記憶がある。

			「なかなか良い配置だ。しっかり考えられているな」

			「はい、ありがとうございます！」

			「俺も守りやすくて助かるよ。じゃあ、行こうか。ダンジョン攻略に」

			「はい！　みんな、下に降りるよ！」

			「俺の力を見せてやるか」

			「は、はい……」

			「…………ち」

			　ぞろぞろと部屋を出ていく元クラスメイトたち。

			　ああ、向かうとも。だが、そこはお前たちの処刑場だけどな。

			　心の中でほくそ笑みながら、俺もそれに続いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　道中は全く問題は起こらなかった。それぞれが会話を交わしながら、それこそ【リガルの魔窟】と変わらないテンションで過ごしていた。

			　懲りないな、こいつら……と呆れた気持ちでその様子を眺めていたわけだが、わかったことを整理しておこう。

			　まず、全員の特殊能力。

			　馬原が『複製加工』。一度見た魔法を使用することができる。その際、自分の許容範囲に消費魔力などは変更される。

			　南本が『剛剣柔剣《バラエティ・ソード》』。術者から８メートル内の剣の硬さ、長さを変えることができる。

			　早瀬は『大図書館』という非戦闘系だった。本人が一度でも見たり聞いたりした知識は、永遠に忘れない。また欲しい時にいつでも引き出せるというもの。

			　玉城が『氷結の魔女』。氷魔法の効力を一段階上げる。ただし、神級を越えることはない。

			　全員がパワーバランスを崩すような力を持っていたが、玉城の能力が俺は一番恐ろしいと思った。文面通りに受けとれば御霊級が精霊級、精霊級が王級の魔法になるわけだ。

			　先に知っておいて良かった。レベルが離れているとはいえ、最悪の場合はこちらもある程度の被害を受けたかもしれないからな。朱里は精霊級を少ししか使えない。

			　俺は当たり触りのないところで『鋼の心』を教えておいた。早瀬がいるので、虚偽の情報を教えるのは信頼関係においてリスクが高い。

			　ステータス値はさすがにダメだったが、その他に面白いことがわかった。

			　馬原圭斗。こいつは間違いなく玉城のことが好きだ。出発からずっと玉城の隣を離れない。

			　あいにくその意中の相手は、馬原を避けようと俺に話しかけてきているが。

			　このメンバーで助けを俺に求めにくるってことは、残りの女子とは仲がいいって訳でもなさそうだ。

			　即興で作られたチームと思った方が良いな。

			「あのユージさん」

			「なに？」

			「どうして私たちは【夢現のラビリンス】に行くんですか？　【リガルの魔窟】の方が良いと思うんですけど……」

			　……こいつ、わかっているくせに……。

			　玉城は完全に理解している事項も、わざわざわからない振りをして訊いてくる。会話に切れ目を作らせないためだ。

			　どれだけ馬原と話したくないんだ。……まぁ、確かにあいつは口を開けば自慢話ばかりでつまらないのは知っているが。

			「【リガルの魔窟】は今、冒険者で溢れているからやりにくい。その分、元々人気がない【夢現のラビリンス】の方が育てるには好都合なんだ」

			「へぇ、そんな理由があったんですね。じゃあ、じゃあ！」

			　うぜぇ。まだこんなやり取りが続くのか。

			　うんざりしてきたので、俺は無理矢理それを断ちきる形で全員に告げる。

			「では、今からダンジョン探索を行う。各人、武器を持ち、気を引き締めるように。配置について」

			　玉城と早瀬は俺の言うことを聞いてくれるようで、ショートソードを抜いた。残りの二人は言わずもがな。

			　面白くなさそうな表情で反発の意思を示してきた。

			「……なぁ、あんたは俺たちのために雇われた護衛なんだろ？」

			「ああ、そうだな」

			「なら、そんな偉そうに指示するなよ」

			「……あ？」

			　こいつ、何言ってんの。身勝手やって自分達が死にかけたことを覚えてないのか。

			「俺たちはお前の力なんてなくても大丈夫なんだ。この間も急にあんな量の魔物に襲われたから驚いただけで、負けたわけじゃない」

			「そういう傲(ごう)慢(まん)は、命を失う結果に繋がるからやめておいた方が良い」

			「もし俺たちが危なくなったら、お前が守ってくれるんだろ？　その時は命を擲(なげう)ってでも守ってくれよ、護衛なんだからな」

			　馬原は嘲(ちよう)笑(しよう)を浮かべて、ロッドをブンブンと振り回しながら中へと入っていく。

			「そういうことだから、よろしく」

			　南本も馬原についていく。

			「あ、二人とも……」

			「すみません、ユージさん。あの子たち、自分の力を過信しちゃっていて……」

			　取り残された俺たち。早瀬はオロオロとし、玉城は頭を下げている。

			　俺は乾いた笑いを浮かべて、二人の肩を叩いた。

			「気にしてないから安心してくれ。それよりも二人を追いかけよう。ここに出てくる魔物は【リガルの魔窟】よりも強いから」

			「は、はい」

			　油断させるためにも優しい男を演じる。こいつらも肩の力を抜いたみたいだ。少しは緊張がほぐれたのだろう。

			「それに敬語もいらないよ。俺も君たちと同じ年だから」

			「そうなんですか？　年上だとばっかり……」

			「よく言われる。でもここは、ダンジョン探索の先輩として、君たちを必ず守るから。俺についてきて」

			　できる限りの爽やかスマイル。きつい。今日だけでも笑顔を作りすぎて頬の筋肉が吊りそうだ。慣れないことはするもんじゃないな。

			「はい……」

			「エスコートよろしくね、ユージさん」

			「ああ、もちろんだとも」

			　俺は二人の少女の手を引き、中へと誘った。

			　馬原と南本を追いかけて合流した俺たちは、数時間の狩りをして20階層まで来ていた。

			　ここまでは順調と言えるだろう。

			　遭遇する魔物はワイトとワイトランサー。

			　ワイトは白骨化した死体の魔物。ワイトランサーはその名の通り、ワイトが槍を持っているだけだ。

			　耐性が多少高い程度のステータスしかもたないこいつらだが、厄介なのは攻撃全てに『毒』の付加効果があることだ。かすり傷でもアウト。

			　毒状態になると、それを治す効力のある薬草を摂取しなければならない。

			　現に攻撃を受けてしまった南本が治療中だ。疲れが出てきて回避が間に合わなかったために槍の攻撃を一撃もらっていた。

			「ほら、南本さん。これを飲んでください」

			　早瀬が毒に対する特効薬になる、ヤヌの葉を煎じたものを南本に渡す。彼女はそれを受け取ると一気に飲み干した。

			　すると、みるみる顔色が良くなっていく。どうやら毒は中和されたようだ。

			　それにしても。

			「凄いな、早瀬は」

			「でしょう？」

			　ぽつりと漏らした独り言に反応したのは玉城だった。後ろには不服そうな顔をした馬原。

			　また、こいつは。

			「早瀬さんは王宮で治療に関する資料はほとんど読み漁ったらしいから、こういう配分量も間違えることがないの。だから、どんな特殊状態になっても安心して戦えるのです！」

			　ビシッと指をさしてポーズを決める玉城。ノリノリだな、お前。

			　だが、早瀬の価値は正確にわかっているようだ。

			　この世界の医療というのはまだまだ発展途上。体力回復や魔力回復にはポーションがあるが、他の特殊状態に関するアイテムは確立されていないことが多い。

			　なぜかというと、例えば毒に有効な『ヤヌの葉』は、体の状態に適した量以上に取り入れてしまうと逆に悪化させたり、毒状態になることがある。などの危険があるからだ。

			　だから、自分たちでその場で作るしかないのである。

			「そうだな。早瀬はこのパーティーには欠かせない人材だろう」

			「あ、ありがとうございます」

			　早瀬は俺に誉められて、照れているようだ。彼女の性(しよう)分(ぶん)上、慣れていないのだろう。

			「南本はもう大丈夫か？」

			「まぁ、平気」

			　彼女は立ち上がって体を動かす。ストレッチをして感覚を確かめていたが、違和感はなさそうだ。

			「念のためにポーションも飲んでおくといい。ほら、これ」

			　俺は南本にポーションの入った試験管みたいな容器を投げる。彼女は両手でキャッチすると口にした。

			「あんたは護衛なんだから……お礼なんて言わないから」

			　短くそれだけ言って、南本はもう歩き始める。

			「あ、おい！　ったく……。玉城、早瀬も行くぞ。あいつを放ってはおけないからな」

			「はい！」

			　早瀬は素早く荷物をまとめて立ち上がる。玉城の返事がないのは、馬原に捕まっていたからだ。

			　そうなると自然に早瀬と二人になるわけで、隊列的には『前』が南本、『中』が馬原と玉城、『後』が俺と早瀬になっている。

			　視界の先に南本を捉えつつ、一定の距離を保って早瀬と喋っていた。

			「ユージさんはどうして冒険者になられたんですか？　冒険者って魔物と戦わないとダメなのに……」

			「う～ん。これといった理由はないんだけどね。親がやっていたから俺も、みたいな感じかな」

			「そ、そんな簡単な理由であんな怖い思いをするんですか!?」

			「これしか才能がなかったからね、仕方がない。それに慣れたらなんともないよ。……もしかして、早瀬は怖いのかい？」

			　彼女はビクッと体を震わせてから今にも泣き出しそうな目で俺を見る。

			　図星だな。ていうか、わかりやすい。

			「……そうなんです。だって、私は皆さんのように戦う力を持っていないじゃないですか。戦闘時は皆の足手まといだし。それに魔物に襲われたらすぐに死んでしまうと思うんです。死ぬのは……怖いです」

			　死ぬのは、怖い。

			　それは誰だって同じだ。

			　俺も怖い。生き返ると言っても痛みはあるし、頭の中がぐちゃぐちゃになるし、変な女の夢も見る。

			　この力にも制限があるかもしれないから、必ずしも生き返るとは限らない。それでなくても不明な点が多いんだ。

			　でも、恐れていても何も始まらない。その事を俺は身をもって知っている。

			「ダ、ダメですよね。勇者なのにこんな弱音吐いちゃ。すみません、忘れてください」

			「そんなことないと思う」

			　俺は早瀬の頭に手を置いてポンポンと撫でた。

			「ユ、ユージさん？」

			「誰だってスタートラインは一緒だ。怖いものは怖い。それは仕方がない感情だよ。だって、俺たちは生きているんだから」

			「……そう……でしょうか？」

			「ああ。早瀬も今から努力すればいい。安っぽい言葉かもしれないけど、努力は裏切らないんだ。君は、君のペースで歩んでいったらいい。そしたら、きっと立派な勇者になれるよ」

			「ユージさん……」

			　何か思うところがあったのか、彼女は、目の周りをごしごしとローブでこする。次に顔を上げた時には、さっきまでと違う雰囲気の早瀬風子がいた。

			「ありがとうございます。なんだか私、勇気が出てきました」

			「それは良かった」

			「ユージさんのおかげです。だから、その……」

			　急にもじもじと指を弄り始める彼女。ぎゅっと拳を握って、奮起を促すようなポーズを取ると、俺の手を掴んだ。

			「あ、あの！」

			「ん？　何？」

			「ユージさんは……その、お付き合いしている人はいるんですか？」

			　脳裏に浮かんだのは、朱里の笑顔。彼女がそういう関係に該当すると思うが、もし会ってみたいとか言われたら困るので、「いない」と答えておいた。

			　すると、彼女にしては珍しい、夏に花開く向日葵(ひまわり)のような明るい笑顔を見せた。

			「そ、それじゃあ、私が勇者になったら！　一緒に」

			「ラブラブしてますなー、お二人さん!!」

			　馬原の拘束からの脱出を図っていた玉城がこれ幸いと、こちらにやってきた。

			　わざと大きな声を出したのは会話に参加する意思をわからせるため。

			「な、ななっ!?　玉城さん、何言って!!　私は別に一緒にいたいとか、そういうことは一つも!!」

			　早瀬は顔を真っ赤にしてブンブンと手と首を振る。

			　……あー。

			　悪いが、俺は鈍感系主人公じゃない。なので、わかったけど気づかなかったことにした。

			「で、どうよ、ユージさん？　かわいい子に好かれた今の気持ちは」

			　うりうり～と肘で小突いてくる。こいつ、マジうぜぇ。

			「良いなぁ、早瀬さんはユージさんが優しくしてくれて。私もユージさんの彼女に立候補しよっかな～」

			　そう言って誰かに見せつけるように腕を絡ませてくる玉城。

			　全然嬉しくない。

			　策略が丸わかりだし、俺への好意も一切ない。トキメキもない。

			　さらに、これから降りかかる自分への災難もあるだろうから余計にうんざりする。

			「…………おい、護衛」

			　ほら、来た。

			　だが、ちょうどタイミングが良い。場所的には、そろそろだと思うから。

			　こいつの感情も利用させてもらおう。

			「玉城から離れろよ、嫌がってるだろう」

			　馬原の目は節穴らしい。恋は盲目とはこういうことか。

			「ああ、そうだな。離れるのがいい」

			「わかってるじゃねぇか。なら、さっさと」

			「だけど、それはお前がな」

			「なにぃ……!?」

			　鬼のような形相で俺を睨み付けてくる馬原。以前の俺ならそれで畏縮したかもしれないが、本物の鬼を見た今となっては恐ろしさの欠片(かけら)もない。

			「よく思い出してみろ。お前の話を聞いている玉城と、俺たちと一緒にいる時の玉城の表情を」

			「は？　どう考えても俺といる方が楽しそうだけど。なぁ、玉城？」

			「アハハハ……」

			　玉城は愛想笑いを浮かべて目をそらした。

			　それの意味を理解した馬原は、怒りでその顔を赤色に変化させた。

			「……てめぇ！」

			　怒りの矛先は何故か俺へと向けられる。

			　おおよそこいつは、俺が玉城を奪った、と考えているのだろう。なんて理不尽で自分勝手な解釈だ。

			　一触即発の空気。

			　そこへ、先に進んでいた南本の声が投げ込まれる。

			「おい！　階段部屋を見つけたぞ！　ここもモンスターハウスだ！」

			「「「っ!?」」」

			『モンスターハウス』

			　この三人からすれば、聞きたくなかった言葉の一つのはずだ。

			　三者三様の反応を見せるが、馬原が最初に立ち直った。

			「待ってろよ、玉城！　俺が全部倒してきてやるから！」

			「あ、ちょっと!?」

			　玉城の制止も無視して、駆け出す馬原。

			　大方、彼女に良いところを見せようと躍起になっているといったところか。わかりやすい奴で良かった。おかげで、やりやすいったらありゃしない。

			「二人はここにいて！　俺はあいつらを救出してくるから！」

			「わ、私も」

			「ダメだ！　モンスターハウスの中では早瀬を守って戦う余裕はない。それに君は傷ついた後の治療という大事な役割がある。ここで待機だ」

			「は、はい……」

			「玉城は早瀬を守ってあげてくれ。この辺りならお前だけでも十分だろうから」

			「わ、わかった！」

			「頼んだぞ！」

			　念を押して俺も後を追いかける。

			　玉城と早瀬にはまだ死なれては困るんだ。最大限、働いてもらってからじゃないとな。

			　撒かれないようにスピードを出して走っていると、扉の前に止まっている南本と馬原がいた。

			　馬原の肩が上下しているということは、こいつも着いたばかりか。

			「見てみな、この紋様。私の記憶が正しかったら、あの時と同じはずだ」

			　南本の言っていることは正しい。

			　あれは確かに【リガルの魔窟】で遭遇したモンスターハウスと同様の魔法陣だ。

			　普通ならば、誰にも描けない。

			　例えば、ダンジョンの主でもない限りは。

			「どうする？　行くか？」

			「もちろんだろ。事前にモンスターハウスとわかっていれば何も怖くない」

			　馬原は魔法を待機させる。南本もその言葉を聞いて剣を抜いた。

			「おい、お前は基本手出しするなよ。危険だと判断した時だけ参加しろ」

			　馬原が俺に釘を刺してくる。

			「わかった。玉城に良いところ、見せたいんだったら精々足掻いてみろよ」

			「ちっ……！　南本、行くぞ！」

			「わかってるよ。指図すんな」

			　馬原が意気込んで扉を開ける。

			　そこで二人は硬直した。

			「え？」

			「あん？」

			　それは想像していた光景との違いが生じさせたもの。

			　人間は急な変更や予期せぬ出来事に弱い。

			　焦り、状況判断、疑問。

			　それらの要因が行動を起こすまでを鈍くする。

			　だから、俺が後ろから部屋の中へ押し込んでやった。

			「あっ」

			「なっ」

			　これで彼らは部屋の中。

			　赤い鬼の殺人範囲(キリング・レンジ)。

			　大量の魔物はいない。

			　一匹の鬼だけがいる。

			「――殺ってしまえ、リードレッド」

			　俺の命令に、赤鬼は邪悪な笑みを顔に張り付けて、

			「――御意」

			　大太刀を振るった。

			　不可視の速度を誇る一撃は結果的には殺すには至らなかった。南本が特殊能力を発動して剣の硬さを最大限まで上げたせいで、僅かに軌道がずれたからだ。

			　……ただ、その右腕は切断したが。

			「あああああああ!!」

			　断末魔が響く。だが、鬼は待ってくれない。

			「鬼火《オーガ・フレイム》」

			　空中に浮かび上がる数十個の王級クラスの火炎球。リードレッドが手を振ると、一斉にそれは放たれた。

			「水の精霊よ！　我を護る盾となれ！　水壁《ウォーター・ウォール》！」

			　馬原が咄(とつ)嗟(さ)にシールドを展開するが、精霊級で止められるほど柔な攻撃じゃない。防壁を貫通して馬原たちに炎の雨が降り注ぐ。

			「うぁぁぁぁあ!!」

			「きゃぁぁぁぁあ!?」

			　この擬似【リガルの魔窟】最下層の階段部屋。これを南本と馬原が突破するのは不可能だろう。

			　あの時の俺でさえリードレッドとは相討ちだった。そのステータス値にも及んでいない彼らが勝てるわけがない。

			　現に今の状況がそれを証明している。

			「ハァ！　ハァ！」

			「痛い、痛いよぉ……！」

			　馬原は魔法を使ったおかげで辛うじて生きている程度。だが、息も上がっているし、もう限界に達している。情けない奴だ。

			　南本はもう戦意を喪失している。それもそうだ。利き腕の肘から先にかけてを失っているのだから。

			「おいおい……。この程度かよ、てめぇらは……」

			　彼らに迫るのは、血濡れた太刀を肩に担いでいる鬼。両目を吊り上げ、凶悪な雰囲気を撒き散らしている。

			「くそっ！　水の精霊よ！」

			「『鬼圧』」

			　馬原が魔法を詠唱し終える前に、リードレッドが固有能力を発動して魔力を消費させる。

			　ガス欠を起こした馬原の魔法は発動されない。

			「な、なん……うぐぉっ!?」

			　魔法が使えなくなり、焦った馬原。彼が視線を外した一瞬の内に迫り、リードレッドは殴り飛ばした。

			　壁に激突すると、汚物を吐き出して崩れ落ちる。

			「汚ないな、おい」

			　リードレッドは倒れた馬原の髪を掴みあげると、俺がいる側の壁へと放り投げた。

			　白目を剥き、だらしなく倒れる勇者さんに、俺は光系の体力回復魔法をかけた。

			「う……あ、ここは」

			「君の墓場だよ、馬原くん？」

			「は、な、何をっ!?」

			　馬原のすぐそばを何かが通りすぎる。続く瓦(が)礫(れき)の崩壊音。ぐったりと項垂(うなだ)れている南本。

			「へ、あ、み、南本……？」

			　馬原は腰を抜かしているのか、赤ん坊のように四つん這いで進む。

			　だが、それを遮るように鬼が空から降ってきた。

			「あー！　回復してるなぁ、お前！」

			「あひぃっ!?」

			　目と目が合うと馬原は泡を噴いて気を失う。

			　魔力が一切ない状態で彼女を前にしたのだから当然の反応だ。さっき自分が一方的に振るわれた暴力を思い出したんだろう。

			　まぁ、ここで寝たままにするわけがないんだが。

			「勇者様」

			「ああ、わかっているよ。光の御霊よ、安らぎを。精神回復《マジック・ヒール》」

			　魔力回復の呪文を唱えると、光に包まれた馬原はまた目を覚ました。

			　状況を把握する前に、リードレッドからの蹴りが入る。

			「おごっ……！」

			　あれは骨が折れたな。一、二本はイッた感じの音がした。

			「リードレッド。あいつは俺がやるから南本の方を頼むよ。あ、まだ殺しちゃダメだからな。痛めつけるだけ」

			「わかってるよ」

			　リードレッドは見るからに楽しそうだった。

			　自身が過去に敗れたと言っていた勇者の分も、同じ立場であるこいつらにぶつけているのかもしれない。

			「さて、こっちもさっさと殺るかなぁ」

			　ロングソードを抜くと、まず馬原が逃げないように足に突き刺した。

			「ああっ!?」

			　激しい痛みで朦(もう)朧(ろう)としていた意識が戻ったようだ。すでに馬原は顔を涙でぐちゃぐちゃにしている。

			　俺は頭を足で踏みつけて、グリグリと押し付ける。

			「どうだ？　地面とのキスの感想は？」

			「な、何でだよ……。何でこんなことするんだよぉ!!」

			　俺の質問に対して返ってきたのは質問だった。

			「疑問に疑問ぶつけてどうすんだよ。小学校でそれくらい習っただろ？　まぁ、いい。気分が良いから教えてやるよ。オープン」

			　俺は足をどけて、馬原の髪を引っ張りあげると、ちょうどステータスが見えるようにしてやった。

			　すると、馬原は顔を真っ青にする。

			「お、お前……か、桂木なのか……？」

			「そうだよ、お前たちがずっといじめてきた桂木大地だ。理由なんて、もうこれでわかるだろ？」

			　俺は剣を引き抜き、馬原の首に添える。

			　俺の発言の意味がわかった馬原は必死に頭を下げた。

			「す、すまなかった！　あの時はああするしかなかったんだ！」

			「なんで？」

			「鮫島の対象が俺に変わるからだよ！　ほ、本当は俺もあんなことはしたくなかった！　謝れというならいくらでも謝罪する！　だから、許してっぶ!?」

			　脳天へかかと落としをぶちこむ。

			「うるせぇ口だな。……あのな？　嘘は考えてからつこうな？　じゃあ、何もしていない早瀬も鮫島の対象に入っているだろうが」

			「そ、それは……」

			　馬原は言葉を濁らせた。次の言い訳を考えているのだろう。下らない。

			「もういいよ。死ね」

			「ま、待ってください！　どうか……どうか命だけは助けて！　な、なんでもしますから！」

			　俺の足に最後の望みをかけてしがみつく馬原。

			　滑(こつ)稽(けい)だ。実に愉快だ。

			　だから、提案をしてやった。

			「そうだな……俺、玉城を犯したいんだ。それの手伝いをしろよ」

			「そ、それは……」

			「出来ないなら、死ぬ？」

			　剣先を肩にプスリと刺す。馬原は首を左右に振った。

			「やります、やります！　やらせてください……！」

			　あまりの必死さに反(へ)吐(ど)が出る。自分の命の代わりに、好きな女を差し出すとは……全くどこまでも救えない奴。まぁ、この姿を見るのは楽しいんだが。

			「仕方がない。良いだろう。生かしといてやる」

			「あ、ありがとうございます……」

			　自分の命が保証された馬原は、ホッと安(あん)堵(ど)した表情を見せる。命があることを喜び、噛み締めていた。

			「ほら、立てよ」

			「は、はい」

			　俺は自力では立てそうにない馬原に手を差し伸べる。馬原はその手を取って立ち上がった。

			　――と、同時にグンと手元に引き寄せて腹部に剣を突き刺した。

			「…………え？　あ？」

			　馬原は状況がまだ理解できてないようだ。

			「な、何で……？　き、協力したら、助けるって……」

			「あ。それ、嘘だから」

			　俺は笑顔で答えてやった。剣を抜き、軽くポンと押すと馬原は尻餅をついた。

			「う……そ……？」

			「そうだよ。生(あい)憎(にく)、もう俺には唯一無二の女性がいるんだ。今さら玉城になんか魅力を感じないな。お前、まさか本気だと思っていたのか？」

			「そ……んな……」

			　希望を目前にちらつかされ、一気に絶望へと落とされる。

			　馬原は生気を失くした表情をしていた。

			「勇者様。こっちも終わったぜ。あ、でも、気絶してる」

			「わかった。悪いがこっちまで運んでもらっていいか？　近くに並べてくれ」

			「ん、了解」

			　リードレッドはボロ雑巾のようになった南本の服の襟首を掴んで、馬原と重なるように投げつけた。目が覚めた南本の呻き声が微かに聞こえる。

			「たす……助けて……」

			「も、もう……やめて……」

			　言葉を無視し、俺はタメをつくるようにして剣を中段に構えた。刀身には風系魔法を纏(まと)わせたので、こいつらの体ぐらいなら容易に引き裂けるであろう強度になっている。

			「ああ。これで楽にしてやるから安心して――逝け」

			　思いきり真横に剣を振るう。

			　真っ赤な鮮血と二個の頭が空に舞った。

			　

			◆玉城結愛視点◆

			　

			【リガルの魔窟】からの脱出のあと、半分ほどの同級生が戦線を離脱した。それは魔物に対して恐怖心を植え付けられてしまったから。

			　しかし、私たち――そうではない心が無事だった残り――は、新たなダンジョン攻略に繰り出していた。護衛にユージという男性を連れて。

			　彼は早瀬さんの心をガッチリ掴み、私の明らかな嫌がらせにも笑って対応してくれる、かなり変な人だ。そして、いちいち突っかかり嫌味を吐いていた馬原のことも、見捨てず助けに向かっている優しい人だ。

			「大丈夫かな？　みんな……」

			「だ、大丈夫ですよ。ユージさんも皆さんも強いですから」

			「ふーん？　ユージさんは個人名なんだね」

			「あ、べ、別に深い意味はありませんから！」

			　……顔をそんなに赤くして否定されてもなぁ。

			　早瀬さんはもう完全にユージさんの虜だった。まぁ、普段の彼女の扱いを知っている身としては仕方がないかな、とも思う。

			　読書が好きな物静かな性格に人見知りが相まって、こんな風に接してくれる人がいなかったのが要因だと推測しちゃったりする。早瀬さん自身、楽しそうなので放っておくけどねー。

			　……それにしても。

			「遅いなぁ、三人とも」

			　腕時計を見てみると、かれこれ一時間は過ぎていた。モンスターハウスの殲(せん)滅(めつ)にはやっぱり時間がかかるのかな。

			　……それとも。最悪の結末が脳裏に浮かぶ。

			　人が死ぬのを見るのはもう嫌だ。

			　前の【リガルの魔窟】で私は親友を失った。

			　名前は浜風朱里ちゃん。クラスのマスコットキャラクターで、私と朱里ちゃん、七(な)奈(な)美(み)んの三人はよく話す仲良し組だった。

			　この世界に来ても、勇者として頑張ろうって互いに励ましあっていた。

			　でも、あの日……朱里ちゃんは逃げ遅れて、置いていかれた。七奈美んはあの時、助けようとしていたけど、鮫島に邪魔されて救出は出来なかった。

			　でも、私は鮫島を責められなかった。私も自分の命を優先したから。彼女を助けようとしなかったから。

			「…………っ」

			　ブンブンと悪い考えを振り払う。

			　さすがにこんな暗いジメジメした洞窟に長時間待機するのは、堪(こた)えるものがあるみたいだ。

			　周りを見ても景色は変わらない。水晶に自分が映っているだけ。

			　気が滅入るなぁ。

			　そんなことを考えていた時だった。

			「あ、ユージさん！」

			　隣から嬉しそうな声が上がる。

			　どうやらユージさんが帰ってきたみたいだ。私たちはタタタと早足で彼に駆け寄る。

			　いつもの優しそうな笑顔を浮かべながら、ユージさんは早瀬さんの頭を撫でた。行った時と違うのは、身体中についた血と傷。

			　かなりの接戦になったみたいだ。

			「ごめん、待たせたね。結構手間取っちゃって。大丈夫だった？」

			「は、はい！　玉城さんが守ってくださったので！」

			「そうか。玉城、ご苦労様」

			　彼は私の頭も優しく撫でた。

			　う、うーん。これは……照れるなぁ。
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			「こ、子供扱いはダメ！　頭撫でるのもやめて！」

			　私がそう言うと彼は困ったように笑う。

			「いや、でも、こうして玉城を――逃がさないようにしないといけないから」

			「え？」

			　次の瞬間、ユージさんの後ろで早瀬さんが倒れるのが視界に入った。

			　あれ？　なんで？

			「は、早瀬さん!?」

			　私は彼の手を振り払い、倒れたクラスメイトの元へ行こうとする。だが、腕を掴まれて阻止された。

			「ユージさん!?　なんで、離して!!」

			「安心してくれ。早瀬は死んでいないし、殺すつもりもない」

			「は？　な、何を言って……きゃっ！」

			　ユージさんに腕を引っ張られて抱き締められる。

			「ユ、ユージさん!?　ふざけている場合じゃ!!」

			「ふざけてなんかいないさ。俺は至って真面目だ。今も待ち遠しいよ」

			　彼は顔を耳元に近づけて甘く囁いた。

			「お前を――殺すのが」

			　だけど、告げられたのは彼の想いでも、愛でもなく、死刑宣告だった。

			「な、何をっ!?」

			　言葉を発する前に、首に強い衝撃を受ける。

			　あ……力が……抜け……。

			　そこで、私の意識は飛んだ。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ２－３『奴隷化と二の魔族』

			　

			「よくやった。リードレッド」

			　俺は女勇者二人の意識を刈り取ったリードレッドの肩を、ポンポンと叩いた。

			　二人とも殺してはいない。後頭部から首にかけてを手刀で打って気絶させただけだ。

			「それじゃあ、こいつは外で待機させてる奴に渡せばいいんだっけ？」

			「その兵士も俺の奴隷にしているからな。あとは……そうだな。伝言もお願いしていいか」

			　俺は早瀬を上手く使うために、思いついた内容をリードレッドに伝える。

			「……なるほど。つまり、オレじゃなく勇者様が運んできたってことにすればいいんだろう？」

			「そうだ。つじつま合わせは俺の方でやっておくさ」

			『絶対命令』を使えば、滞りなく進むはず。

			　早瀬はユージを演じる俺に好意を抱いていた。遠慮なく利用させてもらうさ。

			「了解。じゃ、オレはこいつを運んでくるよ」

			「頼んだ。俺は朱里と玉城を連れていく。さっきの部屋に行けば良いんだよな？」

			「あそこの魔物は朱里が全部掃討したからな。後で誉めてやってくれ」

			　張り切って魔物たちを切り刻んでいく朱里の様子を想像するのは易しかった。

			　プッと、つい笑ってしまう。

			「わかった。あとで合流しよう」

			　俺が拳を差し出すと、リードレッドもそれに応じてくれた。お互いの拳をコツンとぶつける。

			「まずは三人。おめでとう」

			「おう。ありがとうな」

			　お礼を言うと、リードレッドは照れくさそうに頬をポリポリと掻いた。そのまま早瀬を抱きかかえて上の階層へ繋がる階段部屋に向かっていった。

			「さてと」

			　気絶し、無防備に倒れているこいつを殺すのは簡単だが、事情がそうはさせてくれない。

			　それに……朱里と友達だったんだよな、こいつ。

			「はぁ。とりあえず、運ぶか」

			　華(きや)奢(しや)な体つきの玉城を肩に担ぎ上げると、俺も先ほどの処刑が実行された部屋に向けて歩き始めた。

			「大地様！」

			　扉を開けると、部屋の入り口で直立していた朱里が駆け寄ってきた。

			　こういう健気なところが、小動物みたいでかわいい。

			「お帰りなさいませ。おケガはありませんでしたか？」

			「無傷だよ。あいつら、油断していたから」

			「そうですか。それはなによりです」

			　朱里はホッと胸をなで下ろした。上下運動したそれに目がいったのは不可抗力だ、仕方がない。

			「それよりも、朱里にこいつの治療を頼みたいんだけど」

			　俺は連れてきた勇者・玉城結愛を床に置いた。

			「えっ。この人って、結ちゃんじゃないですか？」

			　朱里は思いがけない再会に驚いていた。

			「そうなるな」

			「ここに連れてきたということは、彼女も？」

			「ああ、殺して奴隷にする」

			「そう……ですか」

			　俺の言葉を聞くと朱里はうつむいた。親友を殺されるのは、やはりキツいものがあるのだろう。

			「悪いが、朱里がどんなに言おうとやめるつもりはない。鮫島を倒すためには強い手駒は欲しいから」

			「…………はい」

			　彼女の返答は短く、小さなものだった。

			「幻滅したか？」

			「いえ！　そのようなことは！　ただ……」

			　何か言おうとして朱里は口を閉じた。目が揺れている。動揺が見てとれた。

			「ただ、結ちゃんはかわいいから……その、大地様が盗られるんじゃないかって……」

			「ごめんな、朱…………は？」

			　予想外の悩みに思わず変な声を出してしまう。

			　恋する乙女は悩み多きと言うが、さすがにこれはショックだな。

			　ここで俺たちの関係をはっきりさせておく必要がある、か。

			「朱里」

			「は、はい」

			「俺には朱里しかいない。他の誰か、なんていないんだ。朱里が俺のことを好きでいてくれる限り、この気持ちが揺らぐなんてことはないから」

			「だ、大地様……」

			　頬を桜色にして俺に抱きついてきた。

			　その様子を見て、俺は気づいた。……この娘……全然悲しんでいない。

			　……もしや。

			「朱里」

			「何でしょうか、大地様？　貴方様の愛している朱里はここですよ」

			「……わざとだろ？」

			　腕の中の少女がビクッと体を硬直させた。恐る恐るといった感じで顔を上げる。

			「……バレちゃいましたか？」

			　ぺろっと舌を出しておどけてみせる彼女。はぁ、と嘆息した。

			「かわいい姿を見せてくれるのは主人冥利に尽きるけど、あまりそういうのはしないでくれ」

			「すみません。大地様を元気づけようと思いまして……」

			　キュッと服の端を摘まんで、うるうると潤ませた瞳を向けてくる。あざとい。

			「嘘つけ」

			「あいたっ」

			　髪をすくっておでこにデコピンをしてやる。

			「朱里。そういうのはダンジョンじゃ控えてくれ。地上に上がったら幾らでも相手をしてやるから」

			「なら、地上に戻ったら抱いてくださいね」

			「っ……。だから、そういうのはっ!?」

			　口内に侵入してくる舌。絡まる唾液。間近に黒の瞳。荒くなっている呼吸。

			　数秒間、そのまま彼女に支配されて漸く解放された。

			　唇から引く透明な糸。艶かしい。幼さの中にある女の部分が確かに現れていた。

			「抱いてくださいね？」

			「……わかったよ」

			　俺は両手を上げて降参の意を示す。こういう面では朱里には勝てなさそうだ。そう思った瞬間だった。

			「やりました。約束を取り付けましたよ」

			「やり方が卑怯だったがな」

			「大地様と離れている間はずっと我慢していたのですから、許してください」

			「仕方がないなぁ」

			　寄りかかってくる愛しい少女の頭の上を、何度も手を往復させる。

			　彼女はくすぐったそうに目を細めて――。

			「……そいつを回復させないで何やってんだ、二人とも」

			　――固まった。

			　ギギギと、錆び付いた金属のような遅い動きで振り向く。

			　それだけで人を殺せそうな冷たい視線を放つ赤鬼の姿を見て、俺たちは苦笑いを浮かべるしかなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　…………冷たい。

			　ここは……何処なんだろう？　倒れる前の記憶に靄がかかっている。こういう時こそ、ゆっくりで良いから思い出していかないと……。

			【夢現のラビリンス】に来て、馬原たちとユージさんがモンスターハウスに向かって……ユージさんが戻ってきて……早瀬さんが倒れて……！

			　そうだ、私はユージさん。いや、あの男に首を攻撃されて……。

			　……早瀬さんが危ない!!

			「早瀬さん！」

			「きゃっ!?」

			　寝ていた体を起こすと、小さな悲鳴が上がった。それは早瀬さんのではなく、聞き覚えがあるとても懐かしい声質だった。

			　声がした方を見る。

			　そこには【リガルの魔窟】で見捨ててしまった親友の――朱里ちゃんがいた。

			「し、朱里……ちゃん？」

			「あ、起きたんだ、結ちゃん」

			　ニッとはにかむ彼女は、間違いなく私の親友の浜風朱里ちゃんだった。

			　え、なんで？　朱里ちゃんはあそこで……。まさか、生きてた？　あの量の魔物を倒したの……？

			　……これは夢なのかな？　頬をつねる。痛みはあった。

			　夢じゃ……ない。

			　自然と涙が溢れてきた。死んでいたと思っていたかけがえのない親友が生きていたことに対して、涙が止まらなかった。

			「朱里ちゃん！」

			　感極まった私は目の前の親友に向けて、両手を広げてダイブした。

			　朱里ちゃんはそんな私を一(いち)瞥(べつ)して、一歩後ずさる。私の抱擁はあっさりと拒否された。

			「し、朱里ちゃん！　どうして避けるの！　感動の再会なのに！」

			「ごめんね。私にとっては感動でもないから」

			　さらりと投げられた言葉のナイフが胸に突き刺さった。

			　頭に冷水をかけられた気分だ。興奮がすーっと引いていき、自己嫌悪が残る。

			　……そうだよ。あんなひどいことをしたのに、私は朱里ちゃんの気持ちも考えずに……。

			「朱里。玉城の奴、起きたのか？」

			「はい、大地様。たった今しがた」

			「…………え？」

			　――負のスパイラルに陥りそうになった私の意識を引き戻したのは、私たちの護衛だった男の声。

			「よぉ、玉城。初めての気絶体験はどうだった？」

			　視線を上げれば、裏切り者、邪悪な悪魔が口端を吊り上げていた。

			「……あれだけ優しかった貴方はどこに行ったのかな？」

			「開口一番が皮肉かよ……。あんなの演技に決まってるだろ」

			　どこか勝ち誇った様子であっさりと肯定するユージ。

			　私はこうやってあいつが油断している間にも、ここを逃げ出す準備をしていた。

			　あの男には言っていないが、私にはもう一つ特殊能力がある。

			『詠唱省略』。

			　魔法名を告げるだけで、その術式を発動することができる。これは魔力ステータス値が１５００を超えている状態で魔法名だけを言うことで、実現することができるのだ。

			　世界でも使える人間は数少ないと言われる特殊能力。

			　ユージは、それを私が使えるとは思っていないはず。

			「上手く騙せたわね。特に早瀬さんは貴方を好きになっていたみたいだけど？」

			「あれには驚いたよ。早瀬には悪いことをした。俺が好きなのは朱里だけだからな」

			「あっ……」

			　ユージが朱里ちゃんの後ろから抱きつく。ゾクリと寒気がした。

			　私の大事な親友がこんな男に弄ばれている。それだけで私が攻撃を仕掛けるには十分な理由だった。

			「それ以上はさせない！　朱里ちゃん、しゃがんで！」

			　ゼロ距離で魔法を撃ち込んでやる！

			　私は飛び出すと魔法を顕(けん)現(げん)させた。

			「凍冷槍《フリーズ・ランス》！」

			　手にした槍をその顔面めがけて穿たんと振りかぶる。

			　だが、それは予期せぬ者の手によって寸前で止められた。

			「……結ちゃん、何をしているの？」

			　尖端を掴む彼女は憤(ふん)怒(ぬ)の表情をしていた。明確な敵意が込められた視線。

			　気圧されて逃げたい気持ちで一杯になるが、ここは引けない。

			　私が彼女を連れ戻してあげないといけない。

			「離して、朱里ちゃん！　私が助けてあげる！」

			「助けるって……。あの時は見捨てたくせに、よくそんなことが言えるね？」

			「それはっ！」

			　辛(しん)辣(らつ)な言葉に胸を抉られた。でも、彼女が言っていることは何も間違っていない。わかっている。そんなことはわかりきっている。

			　だからこそ、私は焦った。どうにかして朱里ちゃんの心を元に戻さないといけない。

			「ごめんなさい！　謝罪なら幾らでもする！　でも、今は聞いてほしいの！　その男は危険よ！　今だけでもいいから私を信じて、こっちに来て！」

			「大地様が危険？」

			「そう！　こいつは私と早瀬さんを襲って……もしかしたら、馬原と南本さんも同じように」

			「その二人なら殺したよ？」

			「襲われ――え、殺し……？　え？」

			　信じられないことを聞いてしまった気がする。

			　勇者が二人も殺された？

			　ただの冒険者に？

			　それとも……朱里ちゃんに？

			「ど、どういうこと……？」

			「どうもこうも、こういうことだよ。ほらっ」

			　答えたのは朱里ちゃんではなく、ユージ。急に丸いものが投げられたのを、なんとかキャッチする。

			　ぬるりと手に気色悪い感触があった。

			　泣き腫らしたのがよくわかる目元。欠けている歯。折れ曲がった鼻。一部が赤茶色がかった金髪。

			　私が持っているのはクラスメイトの生首だった。

			「うぁぁぁぁぁぁっ!?」

			　二度と視界に入らないように遠くへと投げ捨てて、催した吐き気を我慢せずにブチ撒ける。

			「おぉぇ！　はぁ……はぁ……」

			「おいおい。同級生の首だぞ？　大切に扱ってやれよ」

			　ユージには悪びれた様子が一切ない。私を見て嘲(あざ)笑(わら)い、楽しんでいる。

			　こんなの……狂っている……！

			「この……外道め……！」

			「自分のことを棚に上げといて、そんなことがよく言えるよ。なぁ、朱里？」

			「はい、大地様。おっしゃる通りかと」

			「朱里ちゃん……」

			　彼女はよほど強く洗脳されているみたい。本心では苦しんでいるに違いない。

			　それなのに何も出来ない自分が悔しい。

			　何のための力なの？

			　誰が勇者なの？

			　目の前の友人一人も救えないくせに。

			「私の親友を操って、私を捕らえて……。貴方は何がしたいの!?」

			「……したいことって言えば、一つだけだな」

			　ユージは座り込んだ私の襟首を掴み上げる。簡単に持ち上げられ、足が地に着かなくなった。

			「かっ……は……」

			　絞め上げられ、呼吸をするのが難しくなる。

			　……息が……でき……。

			「俺はな、……お前たちに復(ふく)讐(しゆう)したいんだ。特に鮫島には、な」

			「どうして……鮫島の、こと……を……？」

			「まだわからないのか？　さっきから朱里が俺の名前を呼んでいるだろ」

			　朱里ちゃんが……？

			　薄れゆく意識の中で考える。

			　確か彼女は『ユージ』ではなく『大地様』と呼んでいた。

			　大地……？

			　私の知り合いにそんな名前の奴なんていな…………あ。

			　いた。一人いた。

			　朱里ちゃんと同じように、あの日捨てられた男子が。

			　名を桂木大地。クラスのいじめられっ子。

			　ま、まさか……。

			　あいつが生きているはずがない。私は見た。あの時、魔物に体中を貪られる姿を。喰いちぎられる様を。

			「そんな……嘘……」

			「……その様子だと気づいたようだな」

			「あっ」

			　不意に離された私はそのまま落下する。お尻を打った。

			　痛い、苦しい。

			「俺は桂木大地だ。復(ふく)讐(しゆう)をするために、はるばる地獄から舞い戻ってきてやったよ」

			　彼は腰に携えていた剣を私の首のすぐ横に置くと、ニコリと笑った。

			　薄気味悪くて私の心は恐怖で埋め尽くされる。歯が上手く噛み合わない。ガチガチとうるさい音だけがしていた。涙も溢れてくる。

			　それは彼から発せられる殺気が本物だと理解したからだ。じゃないと、桂木なんかに怯えるはずがない。

			　きっと今まで自分たちがやってきたこと以上にやり返される。それを思うと結末は死しか思い浮かばなかった。

			『死』を直感して、今までの思い出が甦ってきて、……怖い。

			　死ぬのは……怖いよ……。

			「さて、玉城。お前に選択肢をあげよう」

			「な、何の……？」

			「ここで死んで永遠に命を失うか？　それとも、俺の奴隷として一生を捧げるか？」

			　桂木から持ちかけられたのは甘い誘惑。

			「俺の奴隷になるなら朱里とも一緒にいられるし、俺もお前に危害は加えないと約束しよう」

			「ほ、本当に？」

			「ただし、少しでもおかしな真似をした瞬間、俺やそこにいる赤鬼、そして朱里がお前を容赦なく殺す。それでも良いなら、玉城。お前を生かそうじゃないか？」

			「ど、奴隷になります！　ならせてください！　一生を貴方に捧げるから！　だ、だから、殺さないで！」

			　自然に、私の口は与えられた希望にしがみつくことを選択していた。

			　生きていられる。死なずに済む。それだけで十分な理由だった。

			「そうか。賢明な判断をしたな、玉城。誉めてやろう」

			「あ、ありがとうございます」

			　私が即答したことに満足したらしい彼は剣を引いて、鞘へとしまってくれた。

			　三人の殺気から解放されて、やっと生きた心地がした。

			「玉城結愛。これでお前は俺の仮奴隷だ」

			　この日、私は勇者から、桂木大地の奴隷になった。

			　

			　玉城をパーティーメンバーに加えた俺たちは、ひとまずの復(ふく)讐(しゆう)を終えたので、当初の目的であったダンジョン攻略へと移行していた。

			　そもそもこのダンジョンに来たのは、新たな魔族を仲間に加えるためだ。

			　リードレッドに話を聞いたところ、俺が勇者であることはよくわかった。

			　いまいち整合性がないが。

			　それと彼女は勇者テリアスに敗れて、あのダンジョンに封印されていたとのこと。それから幾ばくかの時が過ぎた頃、一人の女に封印を解かれたようだ。

			　その際に『いつか必ず私たちの勇者が現れる。彼の者についていけば、必ずや魔族は栄光を迎えるだろう』と言われて、あそこでずっと待ち続けていたそうだ。

			　勇者か否かの判断材料として、『復(ふく)讐(しゆう)の怨者』について尋ねると良いとも告げられていたみたいだ。

			　話は戻るが、そこで俺は考えた。各地に点在する他のダンジョンにも、リードレッドのように俺の手下として働いてくれる魔族がいるのではないか、と。

			　ならば、近くにあるダンジョンから攻略するというのが基本。

			　これだけの実力者が揃っているのだ。どんな場所でもそうそう殺られはしないだろう。

			　モンスターハウスもすでに俺たちにとって脅威ではない。むしろウェルカムである。

			　なぜならば、モンスターハウスは経験値の取得の効率がかなり良いからだ。

			「玉城、ステータスを見せてみろ」

			「う、うん」

			「……結ちゃん？　あなたはもう大地様の奴隷なんだから敬語を使わないと」

			「わ、わかったよ、朱里ちゃん。だから、その顔やめて？　怖いよ？」

			　そんなやり取りを挟みつつ、俺と玉城は「オープン」してステータスを表示する。

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　桂木大地 職業：勇者 レベル68

			　体力：４２５０

			　魔力：５６００→４１００

			　筋力：４９００

			　耐性：４５００

			　俊敏：２９００

			　特殊能力：『鋼の心』戦闘時、耐性数値倍増。毒、麻痺、催眠、精神汚染を３分の１の確率で防ぐ。

			『不屈の精神』魔力が１００から消費されない。

			『死の王《ワイト・キング》』絶命している生物と契約、蘇生させて服従させることができる。術者が二度死ぬ毎に一枠追加。現在、零枠の空き。

			『絶対命令』死の王で蘇生させた生物よりレベルが上の場合に出現。念じた命令、発した命令を解除の許可が出るまで奴隷は受ける。

			『惨殺の魔術師』殺害した対象から半径10メートルに存在する対象と同一種の存在にも同ダメージを与える。

			『残虐心』術者と同種族を三人殺した場合、取得可能。物理攻撃に毒、麻痺の特殊状態になる効果を付与する。

			『詠唱省略』魔法発動時に必要な詠唱部分を省略することができる。ただし、消費魔力は１・５倍となる。

			　固有能力：『復(ふく)讐(しゆう)の怨者』幾度、命を落とそうとも死の淵から力を蓄えて甦る。

			　現在、死亡回数→７回

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　玉城結愛 職業：勇者 レベル28

			　体力：７２０

			　魔力：１７８０

			　筋力：１１００

			　耐性：８４０

			　俊敏：３５０

			　特殊能力：『氷結の魔女』氷魔法の効力を一階級上げる。ただし、神級を越えることはない。

			『詠唱省略』魔法発動時に必要な詠唱部分を省略することができる。ただし、消費魔力は１・５倍となる。

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			「うわ、弱っ」

			　リードレッドさん、素直な感想ありがとう。確かに俺たちが最終的に戦う実戦では、全く役に立ちそうにない数値ばかりだ。

			「これじゃあ、せいぜい盾代わりだな」

			「扱いが酷い!?」

			「だってお前奴隷だし。主である俺を守るのが役目じゃないか」

			「うっ……。た、確かにそれはそうかも……そうですが！」

			「というわけで、玉城。お前は朱里を命懸けで守れ。彼女を死なせたらお前も殺す」

			「主じゃない!?　でも、わかっ……りました!!」

			　守る対象が朱里になったことによりやる気が出たらしい玉城は、嬉しそうに朱里に絡みにいった。

			　……まぁ、どのみちあとで一回は殺すんだけど。

			「で、勇者様。この後はどうするんだ？　あいつのレベル上げか？」

			「そこまでしてやる義理はないし、死んだら死んだで回収すれば良いから、変わらず最下層を目指す方向で」

			「わかった。じゃあ、行くか」

			　所有戦力で最強を誇るリードレッドを先頭に、俺たちは列をなして歩き始める。

			　とりあえずは40階層まで。そこからは調子を見て休みをとろう。頭の中で予定を立てていく。

			　敵の戦力は今のところ、ずっと変わっていない。

			　強いていうなら、ステータス値が多少上がっているかな、と戦っている最中に感じるくらいだ。

			「うむ……このまま行けば40階層も余裕だな」

			「だろうな。多分、階段部屋を見つけるのに時間がかかるだけで、戦闘自体は苦戦しないと思う」

			「リードレッドがそういうなら、安心しても良さそうだな」

			「ここまでダンジョン攻略が楽なんてね」

			「大地様にかかれば当然です。そんな大地様に対してあんな扱いをするクソ勇者たちは、人を見る目がありませんね」

			　いや、朱里さんや。貴女も元々はそのクソ勇者側にいたんですけど。

			　ていうか、玉城はまだこれでダンジョン探索は二回目だろう。……俺のご機嫌とりか？

			「とにかく油断だけはするなよ。こういう時こそ気を引き締めろ」

			　俺は後ろで騒いでいた二人に注意を促して、前に向き直った。

			　その後、リードレッドの予言通り、俺たちは難なく40階層の階段部屋まで辿り着いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　41～59階層は特に何もなくあっさり終わった。

			　ステータス値は朱里が５００ずつ伸び、リードレッドも同じくらい上昇していた。玉城は魔力が２５００を超えたが、他のステータスは伸びが悪かった。全てが平均的に伸びる朱里とは違い、特化型なのかもしれない。

			　誰も新しい特殊能力は得ていなかった。だけども、レベルはもう一流冒険者の域に達している。

			　順風満帆に思えた俺たちだったが、60階層の階段部屋で躓(つまず)いた。今も絶賛戦闘中である。

			「くっそ、なんだあいつ！　イライラするな！」

			　隣で悪態をつくのはリードレッド。

			　彼女の気持ちもわからなくはない。

			「ちょこまかと動きやがって……！　魔法も効かないとか、ふざけんなよ！」

			　リードレッドは敵対する小さな魔物に刺突する。だが、奴は右にステップして避けたのち、そのまま跳ね返るように彼女の脇腹に頭突きをした。

			　ゼリーのような軟体なのでリードレッドに全くダメージはない。しかし、それは物理的なケガに限る。

			「ちっ！　毒か！」

			　リードレッドは大きく後方へと逃げる。すぐさま待機中の朱里が、光系の治癒魔法を使って治療を始めた。

			　つまり、現状の戦闘要員が俺と玉城しかいなくなってしまった。

			「なんなんだよ、こいつ……」

			　正面でその小さな体をプルプルと震わせている魔物――名前はリードレッドも知らなかったので俺が勝手に命名した――ポイズンスライムを見据える。

			　ここの扉を開け、中央にポツンといるこいつを見た時は勝ちを確信した。

			　瞬殺するビジョンまで視えたと言っても過言ではない。だが、蓋を開けてみれば、あら不思議。

			　俊敏の数値が狂っているとしか思えない行動速度。魔法は敵の体を捉えきれず有効打にならない。かすっただけで『猛毒』という毒の最上級特殊状態になる攻撃。

			　こいつ、絶対にただのスライムじゃない。

			　俺の知ってるスライムはこんなに強くないもの。

			　俺も一度、死んだ。不意打ちを食らったので、半分はわざとだが。

			　それは毒という比較的、痛みの小さいものだったからだ。ボス戦へ向けて、俺自身を強化しておきたかったという理由もある。

			　朱里たちを守るためと思えば、我慢することができた。

			　幸いにして朱里が治癒魔法を使えるのでさほど『毒』も怖くはないが、迂(う)闊(かつ)に攻撃に転じることが出来ないのも事実だ。

			　俺たちの体力と魔力を消(しよう)耗(もう)させるのが狙いか？

			　戦い始めてから、すでに一時間は過ぎている。

			　もしそうだとすれば、見事に作戦に嵌(は)まっているわけだ。

			「ちょっと桂木！　何か打開策はないの!?」

			　文句を垂れてくる玉城。うざい。自分でも考えろ。

			　それにそんな大きな声を出したら奴が……ほら、視線がお前をロックオンしてるよ。

			「あ、ちょっとそれはタンマ！」

			　玉城は制止もむなしく、スライムにタックルされていた。

			　当然『猛毒』の特殊状態に陥る。

			　だが、俺は思いついた。この状況を乗り切る術を。

			　その為には玉城の存在が必要だ。倒れた彼女の元へ駆け寄り、スライムを追っ払うと彼女の肩を揺らす。

			「う……かつらぎ……」

			「大丈夫か、玉城？」

			「攻撃にはそんな威力はないから。でも、毒の方は結構キツいかも……」

			「待ってろ。今確認するから」

			　ステータス画面を表示させると玉城の特殊状態の欄に『猛毒』が追加されていた。

			　効力は１分につき体力のステータス値を１００減少させる。この効果によってステータス値が０になった場合、対象は死亡する、とのこと。

			　つまり、玉城に残された時間はわずか九分。これは迅速な対応が必要だ。

			　俺は彼女の上半身を起き上がらせると、その襟首を掴み上げた。

			「ちょっ！　あんた、病人に何するの!?」

			「お前を使って奴の動きを止める！　俺が今から特攻したら、絶対またタックルを仕掛けてくるはずだ。その瞬間を狙ってキャッチしろ！　良いな!?」

			「良くないに決まってるでしょ！　それって、つまり私が盾ってことじゃない！」

			「諦めろ！　今までの自分の行為を悔い改めるんだな！」

			「嫌よ！　離しなさい！」

			　ジタバタと暴れて、俺から逃れようとする玉城。ああ、もう面倒くさい女だ！

			　空いている手で目を隠すように押さえつけると、ようやく抵抗を止める。

			「何するのよ！　見えない！　暗いし怖いんだけど!?」

			「俺の言うことを聞かないかぎり、このまま敵にぶつける！」

			「言うこと聞きます、聞きますから手を離して！」

			「じゃあ、俺の盾になりたいか！」

			「ご主人様の盾になりたいです！」

			「よーし！　なら、行くぞ！　シールド！」

			「ちくしょう！　どっちにしろ、そういう役じゃん！　いいわよ、やってやる！」

			　泣きながらも笑顔で返事をするという器用なことをやっている玉城(シールド)を構えて、スライムに接近する。

			　案の定、バカの一つ覚えのように奴は頭突きで対抗してきた。

			「シールド！　捕らえろ！」

			「了解です、ご主人様！　……ぐふっ！」

			　シールドは上手くタイミングを計って、お腹にぶつかったスライムを抱きしめて捕獲に成功する。

			　そのままゼロ距離の氷系魔法でとどめを刺して、頭上に掲げた。

			「やりました！　やりましたよ、ご主人様！」

			「そうだな。じゃあ、ご褒美だ。それを俺に渡して朱里の治療を受けてこい」

			「ありがとうございます。このご恩は忘れません。必ずお返しします……！」

			　そんな歯を食いしばった顔で言われても、全く説得力なんかないんだけど。

			　イラっとした俺は彼女を羽交い絞めにすると、もう一度視界の自由を奪う。

			　怖さのあまりに絶叫した女がいたのは言うまでもない。

			「あんた、なにしてくれんのよ!?」

			　自分が奴隷ということも忘れて、玉城は突っかかってくる。

			「いいか？　お前は俺にとって道具でしかない。ならば、文句は言えないよな」

			「で、でも、最低限の扱いくらいしてくれてもいいでしょ？」

			「俺にとってはあれが最低限だ」

			「はぁ!?　なにそれ！」

			　強敵を倒したこともあって、強気になっているのか。玉城は立場を理解していないようだ。

			　なんだかんだ言って、さっきまで甘かったのも原因かもしれない。

			　ステータスが低い玉城が、こうやって使われるのは予想できなかったようだ。むしろ、盾役がメインともいえる。

			　それにしても……。

			　さっきの態度を見る限り、こいつの反省はなさそうだなぁ。

			　この様子で反抗されても困る。さっき一度死んで、新たな枠が出来たことだ。

			　最下層に辿り着く前に完全な奴隷にしておくのも悪くない。

			　いや、奴隷にしよう。苦しみを味わいながら、な。

			「玉城」

			「何よ？」

			「とりあえず、死のうか？」

			「……え？」

			　俺が人指し指をくいっと引くと、背後にいたリードレッドの太刀が玉城の左胸を一刺しした。

			「……え、あ……れ？」

			「鬼火《オーガ・フレイム》」

			　完全に絶命させるために、リードレッドは玉城の顔を炎で焼いた。

			「リードレッド。あんまりすぐに殺すなよ。わざと急所を外させたんだから」

			「ああ、わかってるよ」

			　玉城の手が小刻みに痙(けい)攣(れん)しているのがわかる。

			　熱い、痛い、苦しい。

			　そんな感情が彼女の頭を支配しているはずだ。ある程度時間が経つと、神経が麻痺して痛みは薄くなっていくが、代わりに死の恐怖は濃くなっていく。

			　人の死に関しては、もう俺はベテランだ。

			　死ぬ直前の人間の考えそうなことは大抵わかる。

			「こいつ、もう息してないぞ。……さっさと奴隷にした方がいい。死体は新鮮な方が良いだろ」

			「それもそうだな」

			　その表情は苦痛に歪んでいた。眼をひん剥き、汚らしく鼻水を垂らしていた。

			　そんな顔を見ると、少しだけ胸がスッとした。

			　玉城を床に寝かせると、手をかざして、奴隷化の作業を開始する。

			「汝(なんじ)よ。今、我が新しい命を授けよう。第二の人生を与えよう。ここに盟約し、我を主として尽くせ。『契約蘇生《ワイト・バック》』」

			　玉城の体の修復が始まる。

			　胸の傷がふさがり、黒焦げがなくなり、各パーツが整った顔に戻っていった。

			　これで玉城の奴隷化も完了。あと少しすれば、目が覚めるだろう。それで見飽きたあの反応をするに違いない。

			　玉城はもう逃げられない。

			「……大地様」

			　俺が玉城の相手をしている間、手持ち無沙汰になっていた朱里が、ポンポンと膝を叩いた。

			　この誘いに逆らう男はいないと思う。

			「リードレッド。タイミングもちょうど良いし休憩にしよう。今から少しだけ夢の世界に飛び立ってくるから、玉城を見張っておいてくれ」

			「逃げ出そうとしたら？」

			「殺すのは勿体ないから『鬼圧』とかで攻撃手段を奪っておいてくれたら良い。言うことを聞かなかったら骨の一、二本は許す」

			「了解した。存分に癒してもらってくれ」

			　ヒラヒラと手を振るリードレッド。すでに視線は玉城に固定していた。

			　……俺たちのイチャつきを見たくないだけだと思うのは、気のせいだろう。

			「というわけだから、朱里。お世話になる」

			「構いません。何時間でもお眠りになってください。私は大地様の寝顔を楽しんでおきますので」

			　朱里の場合は冗談に聞こえないから笑えない。

			　でも、俺はそんな彼女の優しさに甘えるのだろう。

			　全くこれじゃあどっちが主かわからないな、本当に。

			　完全にリラックスして、やわらかさと心地よい弾力の気持ちよさを噛み締めながら、俺は深い眠りに落ちた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　交代しながら各自が数時間ずつ睡眠をとって魔力を回復させた後、また今までと同じようにダンジョン攻略を再開した。

			　俺とリードレッドと朱里の三人は後方で先ほどのスライムについて話し合っていた。

			　玉城に一人で魔物の相手をさせている。ちなみに、『絶対命令』で発言を一切許していないので話せない。

			　奴隷として生き返らせた後、色々と玉城がうるさかったのだ。俺に浴びせる罵(ば)詈(り)雑(ぞう)言(ごん)。しつこいったらありゃしない。

			　いい加減にうんざりした俺は、独り魔物狩りの罰を与えた。それもレベルが上がらないように、とどめだけは朱里とリードレッドが魔法でさすようにしている。

			　俺が倒すと、間接的に玉城にも経験値が入ってしまうからな。

			「さっきのスライム。急にレベルが上がったと思わないか？」

			「そうですね。私はお二方に比べて、まだ非力ですので通用しないのは納得出来ますが……」

			「オレも驚いた。オレの剣で切れなかったのは、これで三つ目だから。でも、おかげでここのダンジョンの守護者に目星がついたけどな」

			　得意気にリードレッドは笑ってみせた。

			「本当か!?」

			「ああ。あのイヤらしい性格。軟体と毒を利用した魔物。オレの攻撃への完璧な対策。該当するのは一人しかいない。ただ……なぁ」

			　笑顔が一転。げんなりとした表情になって、彼女は「はぁ」とため息をついた。

			「どうかしたか？」

			「そいつがな、かなり面倒くさい性格をしてるんだよ。多分、戦いは避けられないと思う」

			「え、マジで？」

			　正直初めは、同じ魔族のリードレッドに説得をしてもらおうと考えていた。話し合いで済むならば、それに越したことはない。

			　だが、この方法は残念ながら切り捨てのようだ。

			「マジだ。あいつ、自分が仕えるに値すると判断しないと、本当に言うことを聞いてくれないから」

			「それはまた……」

			「でも、大地様の力で奴隷にしてしまえば良いのでは？」

			「それでも一度殺さないといけないから戦いは必須だし、なにより枠に余裕がない」

			　その魔族の方が圧倒的に使えそうだから玉城を解放するのも一つの手だが、手駒はあればあるほど勝手が良い。

			　リードレッドの戦いで俺は二回死んでいるし、今回も非常に悲しいが、確実に一度は死ぬはめになる。そんな予感がした。

			「しかも、オレと比べても遜(そん)色(しよく)ない強さだ」

			「なんと……。その魔族の名前とは何なのですか？」

			　朱里の問いに、リードレッドは勿体ぶるように一つ間をつくってから答えた。

			「フォントラ・アンガス。当時、氷系魔法最強の使い手と謳われた魔族の策士だ」

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ２－４『死より甦りし者』

			　

			「まだなの？　最下層は」

			　氷の礫で前から迫り来るワイトランサーを粉砕していく玉城が、愚痴を漏らす。

			「つべこべ言わずに働け、シールド」

			　だから、俺は叱咤激励の言葉をかけてやった。

			「シールド言うな！　さっきはよくもあんな使い方してくれたわね……。私の体力、残り３００だったのよ!?」

			「良かったじゃないか。三分間もあればいろんなことができるぞ。あの光の巨人のように怪獣を倒すことだってな」

			「３分間だけ待ってやる、とかの発言も出来ますね」

			「朱里ちゃん!?　それだと私、死んじゃうよ!?」

			「結ちゃん。私、前も言ったけど大地様には敬語を使ってね」

			　朱里は見事に会話のドッジボールを成立させていた。

			「うっ……。でも、よく考えて、朱里ちゃん。あの桂木だよ？　元はブサイクでデブでオタクな陰湿男だよ？　朱里ちゃんには、きっとこいつよりも良い人がいるから考え直して」

			「結ちゃん」

			　朱里が玉城の言葉を遮る。その声はいつもよりトーンが低く、誰にでもわかるくらいに怒りを含んでいた。

			「な、なに？」

			「貴女は桂木君の優しさを知らない。桂木君の強さを知らない。桂木君の苦しみを知らない。だって、私も含めてみんな、桂木君を知ろうとしなかったから」

			「それは……」

			「私は今の桂木君じゃなくて前の桂木君の容姿に戻ったとしても、愛する自信がある。これは償いとかそういうのじゃなくて、私の率直な気持ち。私は桂木君が好きなの」

			　朱里が腕を絡めて寄り添ってくる。その表情は本当に幸せそうで。だからこそ、玉城は何も言い返すことが出来なかった。

			「だから、これ以上、彼の悪口を言うなら私は許さない」

			　朱里の鋭い眼光が玉城を射抜く。

			「絶対に、許さない」

			　朱里は強く宣言した。

			「………………」

			　玉城は口を閉じたままだった。黙りこんだままだった。それほどに朱里の気持ちが強いものだと感じ取ったのだろう。

			　それこそ玉城たちとの友情を超えるくらいに。

			　……自分で分析したくせに恥ずかしくなってきた。

			「………………」

			　誰もが黙りこみ、気まずくなる雰囲気。この後に控えているはずのフォントラ戦での連携に、影響しなければ良いのだが。

			　……まぁ、その時は『絶対命令』を使えば良いか。

			「……ごめん、朱里ちゃん。私はまだわからない」

			　そう言った玉城が魔物狩りの作業に戻ったのを機に、また攻略は進み始める。

			　ここに来て、初めてダンジョン攻略に暗雲が立ち込めていた。

			　

			「遂に70階層か」

			　感慨深く俺は呟く。【リガルの魔窟】は60階層だったので、こんなに深い所は初になる。

			　この階層の階段部屋は簡単に見つけることが出来た。

			　フォントラの魔力が流れ出ているのだ。それこそ水晶の魔力に負けないくらいに強い魔力が。

			　濃度からして別格だということはわかったが、リードレッドは確信したらしい。

			　先頭にたって俺たちを導くと、そこには今までの形とは違う、いかにも現代的な扉があった。

			　ドアノブが両方の戸に付けてあるのだ。

			　ここが正解だと教えている。

			「……なぁ、リードレッド」

			「なんだ？」

			「フォントラって策士なんだよな？」

			「その通りだ」

			「じゃあ、この扉はなに？」

			「……訊かないでくれ」

			　頭を抱えて座り込むリードレッド。彼女も予想外だったみたいだ。

			　敵に自らの位置を教える。これはもう本当に頭が良いのか怪しい。

			　魔族はフォントラの作戦のせいで負けたんじゃないかと思い始めてきた。

			「どうでもいいけど、早くしない？　私もさっさと地上に戻りたいし」

			「……お前、それでも元勇者かよ」

			「うるさい。こんなに一気に行くとは思ってなかったの。それに桂木の力があれば余裕でしょ？　死んでも生き返るんだから」

			「結ちゃん」

			「朱里ちゃんも桂木に任せて観戦してれば良いのに。そしたら、桂木だって安心するだろうし」

			「結ちゃんにとやかく言われたくない」

			「私は朱里ちゃんが無事ならそれで良いの。桂木から離れることが出来たら万々歳」

			「私はどんな時でも大地様の隣に並んでいたいの。実力不足でも、たとえそれが原因で私が死んでしまったとしても悔いはないから」

			「脅されているなら正直に言って？　朱里ちゃん、おかしいよ」

			「わかってるよ。でも、もうどうしようもないから。抑えられないから。だから、どこまでも正直にいくの。それに私、言ったよね？」

			　朱里は使い慣れた短剣を玉城に向ける。

			「大地様を悪く言うなら容赦しないって」

			　譲れない想いが視線に乗って交(こう)錯(さく)する。……これは本当にまずいな。

			「朱里」

			「それまでにしておけ」

			　俺が朱里の手を握り、リードレッドが玉城の首元に剣先を置いて、二人をなだめる。

			「今は身内で割れている場合じゃないだろ。俺のことをどう言っても気にするな。それにこんな下らないことで朱里に手を汚してほしくない」

			「……わかりました」

			　そう言うと朱里は渋々引き下がった。

			　俺はもう玉城に関して興味がなかった。戦っている最中に死んだら死んだで構わないし、生き残ればそれはそれでいい。

			　使えれば、それでいい。

			　玉城に『絶対命令』を使った。強制的に黙らせたあと、ドアノブを握らせる。

			「玉城。お前は先制攻撃を仕掛けろ。いいな？」

			「…………」

			　コクコクと縦に首をふる。

			　右側には『凍冷槍《フリーズ・ランス》』の準備をした玉城。左側にはリードレッドが待機する。二人が扉を開けた瞬間に俺と朱里が飛び込む。玉城はそのまま『凍冷槍《フリーズ・ランス》』を投(とう)擲(てき)する。そういう手順になっている。

			「最悪、死ぬ覚悟は出来ているな？」

			　三人が肯定の意思を示す。それらを確認して、俺はカウントダウンを開始した。

			「３、２、１――行くぞ！」

			　ガチャリと両扉が内側に押し込むようにして開かれる。それを確認するや俺たちも跳んだ。

			　だがそこには、あるべきはずの床がなかった。

			「へ……？」

			「嘘っ……」

			「バッ……！」

			「――!?」

			「「「「うぁぁぁぁぁ!?」」」」

			　着地する場所がなく、俺たちは絶叫しながら落下する。真っ暗で底がわからない。

			「聖光《シャイニング》！」

			　放たれた光が先行して照らしていく。どこまでも続く深い穴。

			「全員、手を繋げ！」

			　それぞれが近くにいる者同士で繋ぎあう。輪の形になりバラバラになるのを避けるためだ。

			　しばらく落下が続いたが、ついに終わりが見えた。

			　――今までと同じ水晶と氷で作られた針山で埋め尽くされている地が。

			「嘘だろぉぉぉ!?」

			　このまま行けば全滅は確実。だが、不幸中の幸い、あれは氷で出来ている。

			　そして、俺の奴隷には火系魔法のエキスパートがいる。

			「リードレッド！」

			　俺と朱里が手を離すと、彼女は壁を蹴って俺たちに被害が出ないように距離を取る。

			　この状況を打破する魔法の詠唱を始めた。

			「火の精霊王よ。我の前に立ち塞がる全てを焼き払え。形を残すな、灰と化せ」

			　リードレッドの右腕に赤熱が渦巻く。螺(ら)旋(せん)の業火が、全てを燃やし尽くす炎が放たれた。

			「灼熱火柱《プロミネンス・ピラーズ》!!」

			　顕(けん)現(げん)した炎の柱が氷を食らい尽くす。あれだけあった氷針は一瞬にして無となった。

			「虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》！」

			　障害を消し去りお役御免となった炎を、階級が上にある『虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》』で吹き消す。

			　目下の危険が無くなった。リードレッドは勢いを殺すために、腕から背中で衝撃を受け止めるように前転して受け身をとる。

			「シールド！　朱里の下敷きになれ！」

			「かしこまりました！」

			　俺はリードレッドの真似をして着地に成功する。朱里は玉城が体を張って守った甲斐もあって無傷だった。

			　シールドも朱里に使われて本望だろう。

			「し、朱里ちゃん。ケガはない？　大丈夫だった？」

			「う、うん。なんとか。結ちゃんは？」

			「私は、床に着く前に薄い氷の層を何重にも張って勢いを殺したから大丈夫。朱里ちゃんにケガが無くて良かった」

			　玉城は実に良い笑顔を浮かべていた。

			　嘘をつけ。落下の衝撃が、あの程度の氷層で防ぎきれる訳がない。着地の際、痛みに顔を歪めていたのを俺は見ていた。

			　朱里もそれをわかっているはずだ。だから今、玉城に手を差し伸べている。

			　そんな二人を羨(うらや)ましく思う自分がいることに、自分でも気づいている。

			　もしかすれば、こんなやり取りを見たかったから、玉城を捨てずに置いておいたのかもしれない。

			　俺もいつかはこんな同性の友人が欲しいものだ。無論、鮫島やクラスメイトは有り得ないが。

			　リードレッドはあんな中身でも女だからな。

			「無事ならいい。ほら。このトラップの犯人さんのお出ましだぞ」

			　先ほど発動させた光の玉は掌にふわりと浮かんでいる。玉から放出されている光は透き通る水晶に反射して、広い空間をあっという間に明るくした。

			　その一番奥で、立派な王座に足を組んで座っている男がいた。

			　ウェーブがかった金色の髪。顔立ちは作られたと言っても過言ではないほどに無駄がない。

			　ただ一点を除いては。

			　眼に光彩がないのだ。その代わりに濁りがある。

			　生命力を全く感じない。奴の眼は動いているのに、俺には死んでいるように思えた。

			　矛盾しているように思えるが自信があった。あの眼には見覚えがあるから。この世界に来てから何度も見てきた死者の眼だ。

			「ようこそ、勇者諸君。ボクがこのダンジョンの守護者を務める、ミーシア魔軍参謀にしてアンデット族の長――フォントラ・アンガスだ」

			　軽い自己紹介をしたフォントラ・アンガスは、ニヤリと悪寒の走るような笑みをしてみせた。

			「君たちを殺そうと思っているから――よろしく」

			　フォントラのいきなりの宣戦布告。俺は動揺を見透かされないように心がけつつ不敵に笑ってみせた。

			「おいおい。最初からそれは酷いな。仲良くしていこうぜ」

			「面白い冗談を言うんだね、君は。正直に言ってあげようか？　君程度の実力では仕える価値がないんだ」

			「戦ってもいないくせに、よくそんなことが言えるもんだ」

			「言えるさ。だって、ボクは君たちの戦いを全て見てきたから」

			　フォントラは王座の横にある杯に載った水晶を手に取って、俺たちに見せる。

			「君たちはなんでこのダンジョンが水晶で張り巡らされているか、わからないかい？」

			「進路を狂わすためじゃないのか」

			「ナンセンス。あれの本来の目的は冒険者たちの観察だ。あの水晶には、ボクの魔力を少しずつ与えているんだ。そして、ボクの魔力を持っている全ての物質はボクの眼となり、手となり、足となる。ボクの下僕になるんだ」

			　フォントラはなおも得意気に語り続ける。

			「君たちの階層ごとの戦いも鑑賞させてもらったよ。リードレッドがいることには驚いたけど。君の戦い方は美しくスマートじゃない」

			　フォントラは嘲(ちよう)笑(しよう)を浮かべる。フンと鼻で笑いやがった。

			　俺たちの死にもの狂いの戦いをバカにされた。イラつきが蓄積されていく。

			「戦いに美しさは関係ないだろ？」

			「あるさ。実力ある者は余裕を持って、立ち向かってくる敵を倒さなければならない。君のように相討ちなんて論外だよ。どんな状況にも対応できるように策を張り巡らせないと、ね」

			　フォントラは話したいことを言い尽くしたのか、漸く立ち上がった。

			「だから、ボクが教えてあげよう。上に立つ者の戦い方というものを」

			　右手を前に突きだす。どんな攻撃を仕掛けてくるのか、と俺たちは考えうる限りの可能性に配慮して構えをとった。

			「咲き誇れ――氷華《アイス・クラッシュ》」

			　フォントラが指をパチンと鳴らす。

			　足元の水晶が割れ、その亀裂から絶対零度の冷気を帯びた花弁が開き出した。温度が奪われていく。

			「「「「火球《ファイア・ボール》！」」」」

			　四人全員が危険だと判断した。自らの両足へと火球を撃って、僅かに拘束が緩んだところを一気に脱出した。

			　火傷をしたのは間違いないだろうが、あの氷細工に閉じ込められるよりは何倍もマシだ。

			「躊躇(ためら)いもなく火系魔法を使う判断。あれだけ痛みを怖がっていたから、抵抗しないと思っていたのだけど」

			「死ぬよりはこっちの方が良いだろ」

			「バカだね。氷漬けになれば何も感じることなく死ねるのに」

			「あいにく、ここで死ぬ予定はないんで、ね！」

			　俺は地を蹴って低姿勢のまま接近し、足を切断しようと剣を振るう。フォントラはそれを跳躍してかわした。しかし、上空には俺と一緒に駆け出していたリードレッドがいた。彼女はその太刀を構え、最高速度でフォントラの意識を刈り取りにかかる。

			　下方の俺に視線が釘付けになっている間に上からの斬撃。この攻撃は避けられないだろう。

			「多重氷層《マルチ・ガードナー》」

			　しかし、予想に反して、氷の盾がリードレッドの不意打ちを防いだ。フォントラはこのやり取りに勝ったと思い込み、余裕の表情を崩さない。

			　だが、俺たちは二人じゃない。四人だ。

			　リードレッドの背後に隠れていた玉城と、フォントラが跳躍した時に真下へと回り込んでいた朱里が、それぞれの魔法を発動させた。

			「凍冷槍《フリーズ・ランス》！」

			「大暴風《サイクロン》！」

			　スピードも、威力も申し分ない。パーフェクトにも等しいパフォーマンスをしてみせる。

			　しかし、それでも奴には届かなかった。

			「だから、甘いと言っている！　氷流《アイス・ストリーム》」

			　二人の放った魔法と逆方向の水晶が砕けると、溢れだした大量の氷が彼女たちの魔法を飲み込む。

			　それどころか魔法を伝って、彼女たち自身も凍らせようと押し寄せてきた。

			「朱里！」

			　俺は朱里に飛びついて、共に横に転がり難を逃れた。

			　それとほぼ同じくして上空で爆発音が響く。水蒸気で若干隠れてはいるが、炎の球で応戦する鬼の姿があった。

			　氷は高温にさらされ、昇華する。

			　リードレッドたちも上手くやり過ごし、俺たちの元へと着地した。

			「ケガはないか？」

			「こっちはな。勇者様たちは？」

			「問題ない。それよりも聞いてくれ。朱里と玉城は水晶を破壊しろ。リードレッドと俺がその間、あのいけすかない野郎を引き付ける」

			　今の一瞬の攻防で水晶の存在が戦いを大きく左右することを理解し、即座に次の行動に移る。

			「リードレッドには悪いけど、俺と外れ役を担ってもらうぞ」

			「気にすんな。それにあいつとは前から戦ってみたかったんだ。ちょうど良い機会だよ」

			　彼女は実に楽しそうに笑っていた。助かる。

			　構えなおして向き直ると、相変わらずフォントラが憂い顔をして、ため息をついていた。

			「わかっただろ？　どの水晶もボクの眼となるって。どんな攻撃を仕掛けてきてもお見通しだよ」

			「ああ。おかげさまで、水晶が無くなれば、お前の戦力も大きくダウンすることも理解できた」

			「ふむ、それで彼女たちを水晶を壊すことだけに専念させたというわけか」

			　ちらりと作業を行っている朱里たちに横目を流す。

			　もちろん、あちらに行かせる気など毛頭ない。

			　リードレッドが『鬼火《オーガ・フレイム》』を撃ち込む。フォントラは氷の球をぶつけて対応した。

			「お前の相手はオレたちだろ？」

			「リードレッドか……。君ほどの女がどうして勇者に下っているのか、不思議で仕方がなかった。まさかとは思うけど、やられたのかい？」

			「お前の大好きな作戦に負けたよ。勇者様たちの連携が私の予想を超えたんだ。なぁ、フォントラ。この方はオレたちを導いてくれる存在になると信じている。どうだ？　一緒に来ないか？」

			「ボクの性格はよく知っているだろう、リードレッド。下るも下らないも、全ては彼がボクに勝つか勝たないか、だよ」

			「まぁ、予想通りの返答だな。じゃあ、いっちょやろうか」

			　リードレッドは刀と地が垂直になるように右上段に構える。腰は軽く落とし、右足のかかとを少し浮かせた。

			　俺も刀の先端の延長線が、奴の喉元と交わる位置に剣を置く。

			　奴もそれに応じるように氷の剣を作り出すと、さながら王宮の剣士のように、右腕、右足を前に出して半身の体勢を取る。フェンシングに似た構えだ。

			　正面から対(たい)峙(じ)する。静寂が空間を支配する。最初に静けさの水面に揺らぎをもたらしたのは――。

			「疾っ！」

			　――リードレッドだった。

			　振り下ろされる大太刀から放たれた衝撃波が、フォントラを後退らせた。体勢を立て直す隙を与えないように、持ち手を逆手に握り直して切り上げる。

			　赤い直線にフォントラの体は乗っていた。

			「線上斬り《ライン・ドライブ》！」

			「多重氷壁《マルチ・ブローカー》！」

			　粉々に破砕される氷の壁。飛び散る破片に気を付けながら、俺は前に踏み込んだ。

			　一歩で空いていた距離を詰め、突く。フォントラはしゃがんで足払いをかけてくる。

			　俺はそれにやられて倒れる演技をして、剣を縦に突き刺した。フォントラはそれを受け入れる。

			「よ……うおっ!?」

			　攻撃が決まったことにより微かに緊張が緩んでしまった俺は、巴投げをされる。

			　空中で一回りし、足からの着地に成功するが、投(とう)擲(てき)された氷のナイフが眼前にまで及んでいた。

			「くっ！　飛風刃《ウインド・スライス》！」

			　首を倒して頬を軽く切られる程度に抑えた俺は、がむしゃらに風の刃を飛ばす。

			「オラァ!!」

			　リードレッドとの挟み撃ち。フォントラは剣で彼女の太刀を受け止めると、指をこすりあわせて鳴らす。氷壁が出現し、飛風刃は弾かれた。

			「無詠唱なんて聞いてねぇぞっ！」

			「凍冷剣《フリーズ・ソード》！」

			　追随して下からの切り上げ。奴は空いていた片手にもう一本の氷剣を創造して防ぐ。

			　剣と剣が触れた瞬間、パキッと嫌な音がした。俺の剣が氷に侵食されたのだ。

			「せいやっ！」

			　フォントラは独楽のように回転しながら飛び上がる。遠心力が加わった氷剣を受け流してカウンターを入れようとしたが、腹部を叩かれて折られた。

			　俺はバックステップで一旦距離を取る。

			「ちっ。相変わらず嫌な戦い方しやがる……」

			「それにちょっと体のデキが違いすぎだろ」

			　俺は肩を大きく揺らして呼吸しているし、リードレッドでさえ額に汗をかいている。

			　なのに、フォントラは全く息が上がっていない。汗一粒も見当たらない顔には、あのうすら寒い笑みを貼り付けている。それ以上に問題なのは……。

			「傷から血が流れていないって何事だよ」

			　俺が刺した箇所に穴は空いている。だけど、そこから出ているはずの赤い液体がないのだ。

			　こういうとこも含めてアンデッドってわけか。

			「まだまだだね。リードレッドは屋内だから全力をだせないとしても、勇者は彼女と協力してもボクに傷を一つしか与えられないなんて。がっかりとしか言いようがない」

			　唯一の傷も、たった今、水晶からの光で無かったことにされた。

			「もう少し状況を把握して動いたらどうだい？」

			「お前のテリトリーで、お前が罠を張り巡らせている中なんだ。十分に気を張りまくってるよ」

			　ようやく水晶を消費させることが出来た。俺たちの周辺にはほとんど残っていない。

			　朱里たちの頑張りもあり、部屋全体で考えても半分以上減少しているはずだ。

			　無詠唱の仕組みはわからない。だが、魔法の起こりを読むのは難しいが、不可能じゃない。

			　長引けば長引くほど、奴は不利になる。

			　戦況は傾きつつあるだろう。

			　この四人がいれば十分に戦える。殺れる。

			　大きく息を吸い込んで、吐きだした。

			「今からお前を倒して奴隷にしてやるから覚悟しておけ」

			　俺はそう言って、もう一度集中力を高める。水晶が生きていない場所に位置をとった。

			　現状下では万全の状態だ。

			　――なのに、フォントラはそんな俺たちを見て、高笑いをあげたのだ。

			「ボクを奴隷にする？　無理だよ！　だって、君はまだわかっていない！」

			　パチンッ！

			　フォントラの指を弾く音がやけに耳に残った。

			「――いつ使用済みの水晶から魔法は発動出来ないと言った？」

			　その言葉の意味を理解したのは、胸に氷の槍が突き刺さったのを認識したのとほぼ同時だった。

			「…………ごほっ!?」

			　口に込み上げた血を吐き散らす。崩れ落ちそうになるのを耐えて、片膝をつくに留まった。

			　だが、これはヤバい。何度も経験しているからわかる。死に至る痛みだ。

			　頭が壊れそうになる激痛。傷口から血は流れない。槍から発せられる冷気が体を凍らせ始めているからだ。

			「……ぁああっ！」

			　襲いかかる苦痛を無視して、歯を食いしばりながら無理矢理氷槍を引っこ抜く。傷口がすでに凍りついていたのが不幸中の幸いで、さほど痛みはなかった。

			　胸にぽっかりと穴が出来ていた。

			「勇者さ――ぐっ!?」

			　リードレッドがこちらに来ようとするが、床から飛び出した氷の鎖に足を絡めとられ、勢いを殺しきれずに転んでしまう。そのまま鎖が彼女をがんじ絡めにし、動けないようにした。

			「くそっ、こんな氷なんか！」

			「氷風《フリーズ》」

			「――――!?」

			　魔法を詠唱できないように、リードレッドは口元を凍らされる。

			「リードレッド。少しだけじっとしておいてくれ。ボクも同志を殺すつもりはない。……さて」

			　甲高い靴の音を鳴らして、フォントラは俺に近づく。いきなり顔面を蹴りあげられた。

			「あがっ……！」

			「ボクは君が許せないんだよ、勇者」

			　髪を引っ張られると次は殴りつけられた。何度も何度も繰り返される。

			　鼻が折れた。歯が折れた。頬が陥没した。連続して更新される痛みに感覚を失う。辛うじて右目だけが生きている。

			　フォントラの顔が嗜(し)虐(ぎやく)に歪んでいるのがわかった。この顔はまるで鮫島のようだ。人をいたぶって楽しむ愉快犯。

			「……俺が弱い……ことが、か？」

			「それもある。しかし最も許せないのは、お前がミーシア様に見初められたことだ！」

			　また怒りがたぎってきたのか、俺を放り投げると傷口を踏みつけてきた。

			「うぁぁぁぁぁぁぁ!?」

			　傷口を塞いでいた氷が割れて、再び痛みがぶり返す。俺の悲鳴を聞いても奴の怒りは一向に収まらない。

			「この程度の力でミーシア様の寵(ちよう)愛(あい)を受けるなんて、偉大なる我らが女神様の寵(ちよう)愛(あい)を受けるなんて、許せない！」

			　痛い。止めろ。止めろよ！

			「奪ったんだ、君は！　ボクがずっと想い続け、愛を伝えてきた彼女の心をね！」

			　知るか。俺に力をくれたのはクラリアだ。魔の女神じゃねぇ。

			「だから、ここで君を倒して、ボクが君より強いことを証明するんだ！　そしたら、彼女も気づく！　ボクに勝てない君に幻滅して、ボクを愛してくれる!!」

			　返す言葉も気力もない。いっそのこと早く殺せ。そしたら、強化してお前を殺してやるから。

			　俺を踏んでひとしきり満足したのか、フォントラは息を荒くしたまま足を退けた。

			「安心したらいい。お前にもボクと同じ想いを味わわせてから始末してやるから」

			　その発言に嫌な予感がした。それは現実となる。

			「まずは、あっちにいる君の大事な少女を殺してからだ！」

			　フォントラは目線を俺から外して、血で赤くなった手を朱里に向けた。

			「……よくも桂木君を!!」

			　彼女は両手を重ねて、前に突き出す。

			「あ、ダメ！　朱里ちゃん！」

			「ほぅ。ボクに魔法で勝負を挑むつもりか。面白い」

			　激昂していた彼女は冷静さを失い、自身を押さえていた玉城を振り払って、魔法を唱え始める。それはいつ覚えたのか知らない、俺の得意とする魔法だった。

			「風の帝よ。汝(なんじ)、我が王道を妨げる者を切り刻め」

			「氷の帝よ。汝(なんじ)、我が王道を妨げる者を凍てつかせ」

			　止めろ、朱里。逃げろ。真正面から迎え撃つな、逃げろ。今のお前じゃ勝てない。

			　だが『絶対命令』も使えない。彼女に俺の意思は届かない。

			「嵐吹く王者の覇(は)道(どう)、ここに成す。全てを塵(ちり)に、地に還さん」

			「永遠の眠りを与えよ。苦痛も、恐怖も奪い取れ。ただ安らかなる永久の夢を」

			　動け。動けよ。残っている力をかき集める。少しでも動けばいい。だから、動け。言うことを聞いてくれ。

			「虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》!!」

			「氷獄牢獄《ブリザード・プリズン》!!」

			　ほぼ同時に顕(けん)現(げん)した風系と氷系の帝級魔法が衝突し、責め合う。

			　同じ階級の魔法がぶつかり合う時、何が勝敗を決するのか。

			　答えは簡単。地力だ。

			「くっ！」

			　その法則に従い、朱里は押されていく。このままでは、彼女はあの氷の餌食となってしまうだろう。

			「ウイン、ドォォ!!」

			　やっと紡げた言葉が引き金になり、風が噴出して倒れないように体を支える。それに乗ってスピードを上げ、彼女の元へと向かう。

			　だけど、このままじゃ間に合わない。

			　朱里がやられてしまう。

			　さらに、『天風《ウインド》』を追加発動する。

			　間に合え、間に合え、間に合え！

			　焦る気持ち。魔法の発動のほんの数秒が何分にも何時間にも感じる。

			　どんどん劣勢になる朱里。

			　――この時、俺は失念していた。

			「朱里ちゃん!!」

			　もう一人、彼女のことを大切に思っている少女がいることに。

			　玉城に押し飛ばされた朱里の体がブレた。

			　彼女のいた位置には玉城がいる。

			　朱里は奴の魔法の範囲から外れた。これで朱里の無事は保証された。

			　もう俺があそこに行く必要はない。

			　……だけど。

			「退け」

			「きゃっ」

			　俺は魔法を解除せず、玉城を朱里と反対側に突き飛ばした。

			「か、桂木……!?」

			　信じられないといった目で俺を見上げる玉城。

			「勘違いすんな。朱里を助けるのは俺の役目なんだよ」

			　言いたいことが言えて、満足する。

			　奴の魔法が降り注ぐ。

			「三重氷層《トリプル・ガードナー》！」

			　誰かの魔法を唱える声が聞こえて、俺の視界は真っ白に染まった。

			　

			◆玉城結愛視点◆

			　

			「退け」

			「きゃっ」

			　朱里ちゃんを守ろうと、私はがむしゃらに何も考えずに飛び出していた。

			　朱里ちゃんを押して、私が魔法の餌食になっているはずだった。

			　なのに、そこには桂木がいる。

			「か、桂木……!?」

			　その男は私を一(いち)瞥(べつ)すると、こう言ったのだ。

			「勘違いすんな。朱里を助けるのは俺の役目なんだよ」

			　どうして助けに来たのか。どうして朱里ちゃんがこの男についていこうと思ったのか。

			　その答えが垣間見えた瞬間だった。

			　朱里ちゃんは、こいつとのやり取りを無理強いされているのだと考えていた。朱里ちゃんがあんなに人に夢中になるなんて、初めてだったから。

			　でも、桂木は痛みを我慢して、胸に穴を開けられたって、ボロボロになったって、朱里ちゃんを守るためにやって来た。

			　迷いなど見受けられなかった。

			　自分の死も顧みずに、朱里ちゃんを助けに来たんだ。

			　氷系魔法によって氷漬けにされると、溶かされるか壊されるまで痛みも感じない分、死ぬことも出来ない。つまり、桂木の能力も発揮されない。

			　桂木はそれを理解しつつもなお――朱里ちゃんを愛しているのだ。

			　そう思うと、自然と口が動いていた。

			「三重氷層《トリプル・ガードナー》！」

			　精霊級魔法の氷の層を桂木の上半身に展開する。本当なら全身を守りたかったけど、私の魔法じゃ太刀打ちできないのはわかっている。だから、面積を収縮し強度を上げた。

			　上さえ無事なら桂木は自害して『復(ふく)讐(しゆう)の怨者』を発動できる。

			　フォントラの魔法が桂木を覆い尽くす。私が三つの氷層を張った箇所は無事だった。

			「桂木！」

			　私は桂木に駆け寄る。下半身は悔しいことに凍らされている。

			「大丈夫!?」

			「……お前が俺を心配するなんて天変地異でも起こるな」

			「う、うるさい！　……私が悪かったわよ」

			　桂木は面食らった表情をしていた。まるで珍獣でも見たかのようだ。

			「……マジでお前、頭でも打ったのか？」

			「そんな軽口叩いてる場合？　それより今はあんたの治療が先でしょ！　こんなこと言うのは悪いけど、死ぬことはできる？」

			「いや、腕が凍らされた。無理だ」

			「じゃあ、私があんたを殺して」

			「上級奴隷は主を攻撃できない」

			「ああ！　もう！　なら、あんたのそのポーチ探らせてもらうわよ！」

			　私は桂木のポーチの中を漁る。ポーションが一本、毒消しのヤヌの葉が三枚に、地図。ダメだ。氷状態を治すフレヤの実がない！

			「桂木！　あんた、他に何も持っていないの!?」

			「…………待て。これ……」

			「ちょっ、無視しないで……って!?」

			　桂木は突如、顔を私の耳元に寄せる。そして、そのままボソボソと囁いた。

			「――っ!?」

			　その衝撃の内容に私は驚きを隠せなかった。私は自分でもわかるくらいに慌てている。でも、確かにそれしか思いつく手はない。

			「し、朱里ちゃんに頼めば……」

			「そんな時間はないし、朱里としようとするならば、奴が邪魔してくる可能性がある。それにこっちの方が朱里のためにも都合が良い」

			「で、でも、私も……その、初めてで……」

			「そんなこと言ってる場合か？」

			「ほ、本当にやるの？」

			「ああ」

			　桂木はやる気だった。私にもわかっている。これは必要なことなんだと。

			　今からやろうとしていることの準備をさっさと整えた。

			「嫌なら、『絶対命令』でするぞ」

			「ち、違うもん！　せ、せめて、私のタイミングで……」

			「悪いが、そんな悠長なことを言っている暇はない」

			「……わかった！　わかったから！」

			　私は勢いに任せる形で桂木の唇に自分の唇を重ねた。あの桂木とは思えないほどに強引で、遠慮なく舌を絡ませて私の中を犯していく。

			　こ、こいつ……！

			　でも、不思議とそこまで嫌じゃないと思う自分がいたことが悔しかった。
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			「ぷはっ……」

			　長い口づけが終わり、私は解放される。

			「後は頼んだぞ。お前の朱里への友情に賭ける」

			　友情。そんなもの桂木は、少なくとも高校に入ってからは作れたことがないはずだ。

			　久しく本人も忘れているに違いない、彼にとって最も信用できない感情に、自分の運命も、リードレッドさんの運命も、そして朱里ちゃんの運命も託した。

			　ならば、それに応えないといけない。

			　私が朱里ちゃんを親友として想う気持ちは、誰にも負けたくないから。

			「任せなさい。私はあんたなんかより、百倍は朱里ちゃんを大切にしているんだから。必ず――勝ってみせる」

			　私の自信溢れる宣言を聞いて、桂木は破顔する。

			　そうして彼は、氷の中で眠りについた。

			　

			◆浜風朱里視点◆

			　

			「お前……よくも桂木君を!!」

			　突如、悲痛な叫び声を聞いた私は、怒りに我を忘れて、帝級魔法『虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》』を放った。

			「虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》!!」

			「氷獄牢獄《ブリザード・プリズン》!!」

			　敵も同じ強さの帝級魔法を発動した。私はこの時冷静さに欠けていた。情けないことに、同じ階級の魔法がぶつかり合えばどうなるのかを忘れてしまっていたのだ。

			　当然押し負け、『氷獄牢獄《ブリザード・プリズン》』の餌食になると思った。だけど、それでも良かった。

			　これは自分のミスだ。死んだとしても責任は私にある。それにきっと、桂木君なら最後は勝ってくれると信じていた。

			　だけど、私は横に突き飛ばされた。親友だった結ちゃんに。

			　彼女は道中ずっと私に話しかけて、謝って……気にかけてくれていた。私は素っ気ない態度で返した。

			　それなのに彼女は、身を挺(てい)してでも私を守ろうとしてくれた。あの日の誤ちを繰り返さないように……。

			　でも、驚くのはまだ早かった。その結愛ちゃんを更に範囲外へと押し出す人がいたのだ。

			　桂木君だった。

			　彼は優しい人だ。とても、とても心が温かい人。隣にいる人を幸せにしてくれる人。

			　彼は私を救ってくれた。彼が大変だった時、止めることもせず、回数が少ないとはいえ酷いこともしたのに。

			　そんな彼だ。結ちゃんのことも放っておけなかったのだろう。大切な存在なら彼は誰にでも優しさを振り撒ける人なのだ。

			　胸が痛んだ。

			　そして、危(き)惧(ぐ)していたことが現実になってしまった。

			　結ちゃんが桂木君に口づけをした。彼は嫌な素振りを見せず、応じている。

			「あ……」

			　不意に体の力が抜けた。

			　桂木君が結ちゃんに何かを言っている。結ちゃんもそれに言い返して桂木君は笑っていた。

			　そして、氷の中に閉じ込められる。

			「……ああ……ああ……」

			　桂木君は何を言ったのだろう。結ちゃんは彼のことが好きになったに違いない。

			　じゃないと、あんなに嫌っていた人にキスなんて出来るはずがない。

			　確かめる術は一つだけ。

			　彼の口から、桂木君の口から、それが聞きたい。

			『違うよ』って言ってほしい。

			『俺が好きなのは朱里だけ』って告げてほしい。

			『俺のものだ』って抱き締めてほしい。

			　その為には……いや、その為にも。

			「……殺さなきゃ」

			　あいつを――氷漬けになった桂木君を見て、耳障りな高笑いをあげているあいつを、殺さなきゃ。

			　私はフラリフラリと心許なく立ち上がった。

			　思考が上手くまとまらない。

			　グチャグチャだ。混(こん)沌(とん)としている。

			　なら、そんな考え、捨てちゃえ。

			　今はあいつを殺すことだけを考えよう。そう、それだけでいいや。桂木君さえいれば私はそれだけでいいんだから。

			「『鬼殺し』、発動」

			　鉛を背負っているかのように重たかったはずなのに、足取りが軽くなる。

			　時間がない。五分間の内に終わらせなければならない。

			「おや？　まさか戦う気かい？　このボクと。さっきの魔法勝負で力の差はわかっただろう？」

			「魔法じゃなかったら勝てる」

			　魔法が脅威なら魔法を使わせなければ良い。今ならそんなことも出来る気がする。

			「バカだね、君は！　そんなこと出来るわけないだろう！」

			「やらなきゃわからない。いや、やるの」

			　落ちていた短剣を拾い上げて何度か空を斬った。……うん、速い。

			「今なら君を見逃してあげても良いよ？　ボクは今、気分が凄くいいからね。それに君もボクと同じ捨てられた者だ。傷心の女性を痛めつける趣味を、ボクは持ち合わせていないんだ」

			「……黙れ。捨てられてなんかいない。あれは必要だったこと」

			　そう。桂木君は必要なことなら何でもする。人を殺すことだって躊(ちゆう)躇(ちよ)しなかった。結ちゃんとのあれも、この状況を打破する作戦に繋がっていると信じている。

			「ふっ、いいだろう。そこまで言うならボクの魔法の糧となれ！」

			　フォントラが指を鳴らす。

			　それと同時に私は――加速した。

			　それはほんの少し、一秒もかからなかったかもしれない。

			　眼で捉えられる速度を越えて、フォントラの背後に回り込んだ。

			「……え？」

			　フォントラはまだ気づいていない。私が後ろで腕を引いていることに。

			「こっち」

			「な……!?」

			　振り抜かれた拳がフォントラの顔に炸裂する。当たった瞬間の衝撃で鮮血と共に弾けとんだ。

			「………………！」

			　視力と聴力を失った男はフラフラと数歩後退り、パチンと指を鳴らした。

			　光が集結して顔が修復される。

			「き、君！　一体何をぅ!?」

			　また顔を殴り飛ばす。だけど、今回は間に氷の層をクッション材として挟まれたせいで、手応えはない。

			　距離を開けるのは危険だ。

			　短剣の間合いに入るように接近して、肉弾戦を仕掛ける。

			「やぁっ！」

			「多重氷壁《マルチ・ブローカー》！」

			　氷層で防げないとわかると、すぐに氷壁に切り替えてくる。そんなことは読めていた。

			　両足を揃えて踏み切ると、空中で縦回転をしながら踵落としを放つ。フォントラは急な方向転換に驚きが隠せていなかった。

			「ぐっ……！」

			　両腕をクロスさせ十字受けの構えをとって受けたが、フォントラごときの細さでは衝撃を受けきれず、いとも容易く折れる。

			「ああああ!?　お前、よくもぉ！　アイス――」

			「させない！」

			　詠唱が完成する前に詰め寄ると、前足蹴りで壁まで飛ばした。フォントラは、壁に大きなクレーターを作る。力なく落下して起き上がってこない。

			　この好機を逃すわけにはいかない。

			　フォントラが蘇生しようとしたので腕ごと切り落とした。

			　攻撃の手を緩めない。

			　首をつかみあげて壁に叩きつける。右ストレートをお見舞いする。最後に飛び後ろ回し蹴りを打ち込んだ。

			　頭はだらんとして、もう息もしていない。

			「お前のせいで桂木君が……」

			　短剣を心臓の位置に突き立てると、精一杯力任せに引き裂いた。逆手に持ち変え、短剣を振るう。

			　縦に、斜めに、横に。

			　切り刻む。細かく、二度と私たちの前に現れないように。

			　ただの肉塊へと変えていく。

			　ついに剣を刺すようなまとまった場所がなくなったところで、手を止める。目の前の物体にはもう前の面影は残っていなかった。

			「はぁ……はぁ……はぁ……」

			　確実に殺した。

			　頭蓋は砕き、心臓は裂いて、人体はバラバラにした。水晶を使うのに必要な指はじきも出来なければ、魔法を詠唱することもままならない。

			　私は勝った。これで桂木君は元に戻る！

			　達成感に包まれ浮き足立っている私は、期待して彼がいる方向へと視線を送る。

			　だけど、桂木君は未だに氷の中だった。

			「え、なんで……？」

			　フォントラは倒した。その命をこの手で奪った。

			　それなのに、どうして桂木君は解放されないの!?

			　条件が違うの!?　フォントラにしか魔法を解除できないの？　それとも他に原因があるの？

			「朱里ちゃん！　後ろ！」

			　結ちゃんの声が、思考の海に沈んでいた私を現実に引き上げてくれる。

			　振り向いた時には、ほぼ修復を終えたフォントラの手に握られた剣の先が、私に迫っていた。バックステップで避けようとする――が、突如、体が何倍もの重力を受けて、回避するためのたった一歩が出なくなった。

			　どうしてこんなタイミングで、『鬼殺し』の効果が、切れ……。

			　胸を突き破られるような感覚を最後に、私はその場に崩れ落ちた。

			　

			◆玉城結愛視点◆

			　

			　まずい。非常にまずい。

			　朱里ちゃんがやられた。胸を一刺しだ。今すぐにでも飛び出して彼女の元に向かいたい。

			　だけど、私は冷静に努めなければならない。ここで私が倒されたら本当に全滅してしまう。

			　初めは、朱里ちゃんと協力する予定だった。リードレッドさんの鎖を朱里ちゃんに壊してもらって、三対一に持ち込むつもりだったのだ。

			　しかし、朱里ちゃんは倒されてしまった。リードレッドさんを縛りつける鎖を私の筋力で壊すなんて到底無理。

			　彼女も体温を奪われて顔色が悪くなっている。呼吸も難しいはずだ。なんとか生きているのは、リードレッドさんの力があってこそだと思う。

			　つまり、全て私が一人でやるしかない。

			「アハハハハ！　惜しかったねぇ、君！　念には念を、だよ。ボクは意識があれば蘇生が自動で行われる術式を部屋中の水晶に掛けているんだ。おかげで、水晶の魔力を使い果たしてしまったけどね」

			　フォントラは足を上げて、朱里ちゃんの頭を踏みつけた。

			「痛かったよぉ？　全身を切り刻まれるのは」

			　グリグリと地面に擦り付ける。

			　まだダメだ。私が時間を稼がなきゃいけない。怒りに任せて攻撃すればジ・エンド。

			　爪が食い込むくらいに強く拳を握りしめて我慢する。

			「あれだけ動けるとは予想外だったよ。勇者を殺した後も君はボクの奴隷として置いといてやろう。……さて」

			　その濁った双眼が私に向けられた。

			「オープン」

			　ステータスを確認する。残り魔力は……１３８０。

			　あいつを倒せる可能性がある手段を、一つだけ思いついている。その好機が訪れるまで、全力で逃げるだけ。

			　体感的に朱里ちゃんが稼いだのは六分くらい。なら、私はその倍は生きなければならない。

			　それまで、あいつの注意を引き付ける。

			「君ぃ。さっきは意外だったよ」

			「何が？」

			　怖いのを悟られないように。強気な態度を保つ。

			　化けの皮を被るのは私の得意分野。ずっと良い子ぶって、周囲に合わせてここまで生きてきた。

			　自分に嘘をつけ！

			「あの勇者はてっきりこっちの娘が好きだと思っていたら、本命は君の方だったなんてね」

			「あなたは勘違いしているわ。……彼は彼女も好きなの。それで私も好きなの。どっちも選べないくらいにね！」

			　やけくそだった。もう何でも良い。命に比べたら安い代償だ。

			「言わせてもらうけど、貴方も狂っているくらいに愛している人がいたはず。ミーシア様……だっけ？　その彼女には、どんな風に愛されているの？」

			　会話の基本。相手の興味のある話題を引き出させる。

			　あれだけ豹変したみたいに桂木に嫉妬していたもの。きっと食いつくはず！

			「ふむ。死ぬまでの時間稼ぎかい？」

			　どうして、こんな時に限って冷静になってるの!?

			「そ、そんなつもりはないの。ただ純粋に興味があったから」

			「嘘はダメだね。若干、声が揺らいでいるよ。動揺を隠しきれていない」

			　うっ……。言葉に詰まる。フォントラは得意気に語りだした。

			「大方、ボクの動揺を誘ったつもりなんだろうけど、残念だったね。勇者はボクに負けた。ミーシア様の寵(ちよう)愛(あい)を受ける者はいなくなった。ならば、あの方はボクに尊大な愛を注いでくれる！」

			　ああ、神よ……と大げさな振る舞いで、修道女のように祈りを捧げるポーズを取る。

			「だから、今のボクにはその手は無駄だよ。観念するんだね」

			「……違うわ。私は」

			「くどい」

			　足元に氷の剣が放たれた。次は殺すという意思表示だということはすぐにわかった。

			「リードレッドも動けない。奴隷の少女は死んで、奴は氷の中で死ぬこともできない」

			　フォントラはパチ、パチ、パチンと連続して指を鳴らす。

			　右手には氷の剣が、奴を取り巻くように氷の盾と礫が現れる。

			「絶体絶命。この四人の中で最弱の君に出来ることなど、たかが知れている」

			　フォントラは一歩、また一歩と確かに距離を縮めてくる。私はそれに合わせて後退する。

			「……さぁ、何分間、生き残れるかな？」

			　このセリフが戦闘開始の合図となった。

			「それ。まずは、これだ」

			　空中に浮遊していた氷の礫が一斉に発射される。まるで雨が降り注ぐかのようだ。

			「三重氷層《トリプル・ガードナー》！」

			　私はギリギリ飛び移れる間隔で階段のように三枚の氷の層を張る。一気に最上段まで上がると、さっきまで私がいた位置は床が削り取られていた。

			「相変わらずなんて威力……！」

			「ほら！　ボクから目をそらして大丈夫なのかい!?」

			「わかってるわよ、うっさい！」

			　同じ礫の第二波が撃たれる。今度は飛び降りて回避しようとしたが、奴はそう簡単に見逃してはくれなかった。

			「そぉら！」

			　フォントラが接近戦を吹っ掛けてくる。

			　桂木たちみたいに空中で体を操れるほどの技術は、まだ私にはない。

			　だから、真正面から立ち向かうしかない。

			「凍冷槍《フリーズ・ランス》！」

			　同じ材料で作り上げた槍で、振るわれた一太刀を防ぐ。

			「君も同じ氷系魔法の使い手として覚悟を決めたまえ！」

			「遠慮させてもらうわ！」

			　力の押し合いになる前にフォントラの体を蹴って、一回転してから着地する。そのまま体を翻し、全力で逃走を始める。

			「……まぁいい。どうせ死ぬんだ。鬼ごっこに付き合ってあげようじゃないか」

			　フォントラは氷の礫を連射してくる。私は時には三重氷層で、防げなかった部分は槍を回転させて弾く。当たってしまったものは仕方がないと割りきった。

			「氷風《フリーズ》！」

			　フォントラが次に足を付ける位置の床を凍らせて、スリップを狙う。だが、走っているならともかく、ゆったりと余裕を持って歩いている奴は、それに引っ掛かるわけもなかった。

			「おいおい、子供だましかい？」

			　フォントラはわざと思いきり足を下ろして氷の膜を割った。その様子を見て私はほくそ笑む。

			　今の即席トラップはカムフラージュ。本命は朱里ちゃんの傷の凍結。

			　朱里ちゃんは死んでいるのではなく、『鬼殺し』の副作用で気絶しているだけ。自分が攻撃したあとに倒れたので、奴が都合よく解釈してくれていて助かった。

			　冷やしすぎると腐ってしまうが、短時間だけなら問題ない。

			　もう少しすれば決着はつく。

			　朱里ちゃんには治癒魔法があるし、彼女の魔力を注ぐ魔法を使えばあの程度の穴なら戻すことが可能なはずだ。

			　無事に傷口が氷でふさがれているのを確認すると、緊急処置を行ったのがバレないように私に注目を集めさせる。

			　逃げ回るのをやめて立ち止まった。

			「おや？　もう鬼ごっこは終わりかい？」

			「ええ。貴方を倒す算段がついたから」

			「へぇ……。面白い冗談を言うね、君は。いいよ、やってごらん。魔法を起動させるまで待ってあげるよ」

			「ご親切にどうも。私は弱いからお言葉に甘えさせてもらうわ」

			　私は両手を重ねて詠唱を始めた。

			「氷の精霊よ、我を守る三つの盾となれ。三重氷層《トリプル・ガードナー》」

			　手のひらの前に三枚の盾が密着した状態で展開される。

			「何かと思えば守備固めかい？　そんな三枚の氷層じゃボクの攻撃は防げはしない」

			「それはどうかしら？　是非ともやってもらいたいわ。それとも氷系魔法の最強の魔術師さんは、怖じ気づいて逃げるのかしら？」

			「そんな挑発には乗れないな」

			「あら、残念。なら、これでどう？　三重氷層《トリプル・ガードナー》」

			　新たな三枚の盾を先の三枚とくっついた形で発動する。

			「三重氷層、三重氷層、三重氷層!!」

			　用意された十五枚の氷の盾。

			　もう、魔力の限界だ。目眩がする。でも、負けられない。

			　私は手が胸横に来るまで腕を引いた。

			「――盾の使い方が防御だけじゃないってことを教えてあげる」

			　正拳突きのように真っ直ぐ手のひらを突きだした。

			　連動して十五枚の氷層が一気にフォントラにぶつかり、壁まで押しつけようとする。

			「ぐっ……！　だが、このくらいならば……凍冷弾《フリーズ・ガン》！」

			　フォントラは手から直接、壁に氷の弾丸を撃った。だけど、それは先頭の二枚を壊すだけに留まった。

			「なに!?」

			　驚(きよう)愕(がく)の声を出すフォントラ。

			　さっきまでの会話が伏線になっていた。私はわざとあんなわかりやすい挑発をかけた。そして三重氷層の階級がわかるように、呪文全てを詠唱する。

			　フォントラが同じ精霊級の魔法を使うのは、ほぼ確定だろうと私は読んだ。

			　同じ階級の魔法は魔力が多い者が勝つ。これは世の中の摂理で変えられない事実。

			　しかし、奴は知らない。私の『氷結の魔女』という特殊能力の存在を。

			「いっけぇぇぇぇぇ！」

			　押し寄せる氷層群がフォントラを壁へと打ち付けた。そのまま押し潰しにかかるが、そこで動きが止まってしまった。

			「おぉぉぉ！」

			　フォントラも私と同じように、しかも一階級上の『多重氷壁《マルチ・ブローカー》』を使って押し返してくる。

			「くっ……！」

			「はぁっ……！」

			　拮(きつ)抗(こう)する責め合い。微動だにしない氷層と氷壁。先に力尽きたのは、私の方だった。

			「ぁぁぁあ！」

			　私がやろうとしていたことを意趣返しされる。壁に叩きつけられ、私は力なく倒れこむ。

			　でも、満足感で溢れていた。目標時間は無事達成。

			　私は役目を果たした。

			「いい策だったよ、君。おかげで痛い目にあってしまった」

			　フォントラは氷漬けになった桂木の元へと近づく。

			「君とこの少女は見所があるのに、この男は期待外れだ。どっちにしろ、魔の英雄になるのは不可能だっただろう」

			「そうかな？　そいつも良いところがあるのよ。そうね、例えば、往生際が悪いところとか」

			「この状況で言われても説得力はないなぁ」

			　ポンポンと桂木が入った氷を叩くフォントラ。もうすっかり勝った気分でいる。

			「このまま放置しても良いんだけど……君たちにはお礼をしなければならないからね。目の前でこいつを殺してやろう。凍冷槍《フリーズ・ランス》」

			　フォントラは先が鋭く尖った氷の槍を構える。

			「え……？　何してるの？　殺したら、そいつ生き返るのよ？」

			「知っているよ。タイムラグがあることも、ね」

			「や、やめて！　殺さないで！　それ以上やる必要はないでしょ！　彼を痛めつけないで！」

			　私が悲痛な叫びをあげると、フォントラは気分良さそうに笑う。

			「いいよ。そういう表情。最高に興奮するね。そんなのを見ると……殺したくなる!!」

			　フォントラの槍が、氷の中にいる桂木の頭めがけて打ち込まれる――

			「な……？」

			　――前に、先端を掴まれた。

			　何？　手だ。

			　誰の？　一人に決まっている。

			　氷結晶の中から突きだされた手に止められたのだ。

			「な、何故だ!?　どうしてボクの氷が!?」

			　動揺が走るフォントラ。

			　それも仕方がないと言えるだろう。

			　その手はたった今まで閉じ込められていた少年のものだったから。

			　突き破られた箇所から亀裂が枝のように広がっていく。氷が破壊されていく音がカウントダウンのように刻まれる。

			　そして、完全に砕け散った。

			「あ……あ…………！」

			　呆然と立ち尽くしていたフォントラは槍を引っ張られて前のめりになった。

			　復活を遂げた少年はその顔面を掴んで締め上げる。

			　体からは隠しきれないほどの殺気が溢れでていた。

			「――よぉ、フォントラ。わざわざお前を殺すために地獄から甦ってきてやったぞ」

			　桂木大地は悪魔のような笑みを浮かべて、そう告げた。

			　

			◆桂木大地視点◆

			　

			「どうして……どうしてだ!?　君はどうして生きている!?」

			「……うるさいぞ、死体もどき」

			　手に加える力を強める。骨が砕ける鈍い音がした。

			「ぁぁぁぁぁぁあ!!」

			「うるさいって言ってるだろうが」

			　アイアンクローを極めたまま、床に叩きつける。

			「がはっ……!?」

			　胸を強打して呼吸困難に陥るフォントラ。こんな状態でも反抗を考えているのか、中指と親指を重ねたのを見て俺は踏みぬいた。

			　フォントラは上手く悲鳴もあげることすら出来ていなかった。

			「こんな悪い指は、別に要らないよな？」

			　そう言って右手の指を一本ずつかかとを落として折っていく。左は関節が曲がらない方向に引いて折った。第二関節あたりから白い骨が剥き出しになっていた。

			「うぉぁぅぁ!?」

			　もう何を言っているのか聞き取れない。こんなもので終わると思ったら、大間違いだ。

			　目覚めると同時に視界に入った朱里の姿。倒れている玉城。縛りつけられたリードレッド。

			　三人分、まだ残っている。

			　転がりながら激しい痛みに悶えるフォントラの腹部に手を添えた。

			「斬風刃《ウインド・カット》」

			　直に噴出された風の刃は、奴の体を容赦なく切り裂く。

			「や、やめれ……もう」

			　命乞いまでしてくる始末。当然、手は止めない。

			　こいつには、死ぬ方がマシだと思うような罰を与えてから殺す。

			「土鎖拘束《アース・チェイン》」

			　地から生えてきた鎖がフォントラを大の字にさせるように固定した。今回は形状を変えて、鎖に棘(とげ)を付けておいた。

			　締め付けると自然に棘(とげ)が肉に食い込む。

			「――――ぁ!?」

			「お前もよく叫ぶ奴だな。その口も要らないか。ついでに、鼻も一緒に削いだりとか、な？」

			「――――!?」

			「飛風刃《ウインド・スライス》」

			　小さく圧縮された風の刃が対象部位に触れ、音もなく、切り取った。

			「――――――!?」

			　声にならない声。

			　フォントラは息をすることもほとんど出来なくなる。

			　口に泡を噴き始め、じたばたと暴れだす。眼が虚ろになり、気絶しそうになっている。

			　そんなの許さない。

			「水球《ウォーター・ボール》」

			　全身に水を被せて、失いかけていた意識を強制的に戻させる。傷口に冷水が染みて、フォントラはまた体を動かそうとした。

			　だが、動くことも痛みを誤魔化すこともできない。

			　純粋な苦しみを受けるだけ。

			「……まだまだ足りないんだが、朱里やリードレッドの治療が残っている。だから、次で終わりにしてやる。お前に付き合っている時間はないんだ」

			「…………」

			　もうフォントラは何も喋れない。喋らない。

			　肌にはまばらに散らばった赤の斑点。そこには死を前にした人間の表情があった。

			　俺はフォントラが完全に反抗の意思を失っているのを確信すると、よろよろと立ち上がり土埃を払っていた功労者に話しかけた。

			「玉城！」

			「な、なに？　あ、最後のは名演技だったでしょ？　私にはそっちの才能もあるのかも」

			「ああ、確かにお前は女優とかいけるかもな」

			　俺が今回の感謝の気持ちを込めて冗談に付き合ってやると、彼女は訝しげな視線を俺に送ってきた。

			「……あんた、本物の桂木？　私の知ってるあいつはそんな笑顔しないんだけど」

			「殴り倒すぞ、シールド」

			「あ、いつもの桂木だ」

			　玉城はイタズラが成功した子供のように笑った。

			　俺はどんな仕返しをしてやろうと……いや、今はそんなことはいいか。今回ばかりはこいつに付き合ってやろう。

			　でも、その前にやってもらわないといけないことがある。

			「玉城。最後のとどめはお前がさせ」

			　俺がそう言うと玉城はキョトンとした。

			「え、なんで？　桂木がやればいいじゃない？　水晶は使いきって、もう蘇生できないらしいから安心していいと思うけど」

			　玉城の言う通り、部屋中に輝いていた水晶の数々はその煌めきを失っていた。

			「バカが。水晶の魔力を使わなくても自分自身の魔力を使えば良いだろ。第一、本当に水晶がこれで全部かも信じられない」

			「あ、それもそうだね」

			　納得した玉城はポンと手を叩いた。

			「あれ？　じゃあ、殺しても復活しちゃうんじゃ……」

			「それなら心配しなくていい。話をつけてきたから」

			「話？　誰と？」

			「愛しい、愛しい人だ」

			　俺じゃなくて、奴のだけど、な。

			　玉城は首を傾げたが、こればっかりは教えない方がいい。少なくとも、フォントラが聞いている間は。

			「それはともかく、今日はお前が立役者だ。玉城のわりには頑張ったと思う。だから、お前が殺したらいい」

			「まぁ、桂木がそこまで頼むなら、やぶさかでもないかなっ」

			　後押しするように肩を叩いてやると、玉城は『仕方がないなぁ』と満更でもなさそうに、にやついた。

			「三重氷層《トリプル・ガードナー》」

			　玉城は風前の灯火の命であるフォントラの上空に、氷層を展開した。

			「圧殺《クラッシュ》!!」

			　指先まで真っ直ぐに伸ばされた腕は、弧を描いて降りおろされる。

			　雪のような白化粧をした盾は、そこにあった存在を叩き潰した。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ２－５『親友と想い人』

			　

			　さっきの起死回生の場面に至るまでの作戦を説明しながら、俺たちは転移魔法陣が置かれている部屋に向かっていた。

			「しかし、今回はヒヤヒヤしたぞ。オレも途中から意識が途切れ途切れで、よく理解が出来ていなかったからな」

			　鎖から解き放たれ、冷えきった体を暖めようと周りに小さな火の玉を浮遊させているリードレッド。風邪を引かないように俺のローブも渡してある。

			「私は倒れていたので……すみません。わからないです」

			　俺の首に腕を回して、背中に体重を預けている朱里が申し訳なさそうに言った。彼女は目を覚ました時もすぐ、俺に甘えてくるように抱きついてきた。今もベッタリである。

			　いや、男としてはすごい楽しませてもらっているんだけどな？　背中に当たるあれが……。

			　俺は理性との勝負を繰り広げていた。

			　フォントラを殺した後、無事に二人を救出した。

			　胸を貫かれた朱里は俺におんぶされる形で、リードレッドは邪魔をしては悪いと遠慮して一人で、歩いていた。

			「氷に閉じ込められたら死ぬこともできないのは一般常識だ。なのに、勇者様は『復(ふく)讐(しゆう)の怨者』を使って戻ってきた……」

			「ああ、それはな。『猛毒』の効果を使ったんだ」

			「「猛毒？」」

			「そう！　特殊状態の『猛毒』！」

			　朱里とリードレッドの声が重なる。それに答えたのは俺じゃなく、玉城だった。

			「フォントラの帝級魔法で桂木が行動できなくなった時、私がポーチから色々出したでしょ？　あの時ポーチの中身を見てピーンと来たらしいよ。ヤヌの葉を見て――ね」

			　ちらりと自身の親友の顔色を窺ってから玉城は続ける。

			「ヤヌの葉を過剰に摂取したら『猛毒』の特殊状態がつく。意思とか関係なく一分ごとに１００の体力を削られる。さらに、この効果で体力が０になった時、対象者は死んでしまう。つまり、氷の中に閉じ込められようが関係ないってわけ」

			「なるほどな。でも、いつ食べさせたんだ？　オレにはそんな仕草は見えなかったが」

			「最後の桂木とのキス」

			　玉城は何とも思っていない風を装って、間髪入れずにその場面を告げた。

			「私はちぎったヤヌの葉を口に含んだの。それを桂木がキスをする振りをして食べたってわけ。だから――」

			　玉城は親友の頭を丁寧な手つきで撫でる。

			「……桂木は朱里ちゃんを捨てたりした訳じゃないから、もうそんな演技をしなくてもいいんだよ？」

			　その声音はとても優しくて、朱里を泣かせるには十分の威力を備えていた。

			　朱里は見破られたのが意外だったのか、目を点にしてオロオロと戸惑いはじめる。

			「バ、バレてたの？」

			「当たり前だよ。親友だもん」

			「さっきの……本当？」

			「本当」

			「……で、でも、やっぱり」

			「ああ、もう！　そんなに不安なら今から同じようにやってもらいなさい！　それで愛の言葉でも囁いてもらえばいいわ！　私たちお邪魔虫は退散しておいてあげるから！」

			　玉城は元気づけるように一発、強めに朱里の背中を叩いた。

			「リア充は爆発しろ！　リードレッドさん、いこっ！」

			　玉城はリードレッドの手を取って、転移部屋へと走り去っていった。

			　ポツンと残る俺たち。

			　自然と交わりあう視線と視線。

			　周りには誰もいない。

			　玉城が何を言いたかったのかも、目の前の彼女が何を望んでいるのかも、わかっている。

			「桂木君は……私のこと好きですか？」

			「もちろん。誰よりも朱里のことが大好きだよ」

			　ならば、俺は――――。

			　

			　それから数分ほど遅れて合流した俺たちは、今、転移魔法陣の上にいる。光はすでに充満しており、後は最後のワードを口にするだけだ。

			「そういえば、新しい魔族の仲間を作ることは出来ませんでしたね」

			　すっかり元気になった朱里が、思い出したようにこのダンジョンに来た当初の目的を言った。

			「仕方がない。あんな奴は仲間には要らん。それよりも耳寄りな情報を手に入れたから、安心してもらって構わない」

			「なんだ、それは？　次のダンジョンの目処でも立ったのか？」

			「まぁ、そんなところ。そこで二人ほど、俺たちの味方をしてくれる奴らを回収する」

			「へぇ。それも魔族なの？」

			「それは会ってからのお楽しみということで。じゃあ、行くぞ？」

			　俺は視線で全員の確認を取る。リードレッドは肩を竦(すく)めて、朱里は俺の手を握って、それを玉城は温かい目で見守って。

			　各人が了承の意をさまざまな反応で示した。

			「３、２、１――」

			「「「「転移《テレポート》!!」」」」

			　発動される魔法陣。

			　今回は明るい向日葵(ひまわり)のようなイエローの光が包み込むように舞い上がり、俺たちを陽の光が当たる地へと転移させる。

			　こうして、俺たちは【夢現のラビリンス】から帰還した。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ２－６『魔の女神』

			　

			　桂木大地たちが去ったあと、静けさが覆う部屋の中にいるのはフォントラ・アンガス。

			　彼自身は氷の下敷きとなり、死んでいる。

			　しかし、彼はアンデッド族の王。

			　魔力を介して、蘇生する術を持つ。

			　重い氷層を放り投げると、憤(ふん)怒(ぬ)の形相で、大地たちが向かったと思われる転移魔法陣の部屋へと歩を進めようとする。

			「殺してやる……！　今度こそ殺してやる……！」

			　フォントラは、この世に生を受けた時から、甘やかされて育てられた。魔法の才に長けていたため、実際周囲には彼に敵うものなどいなかった。特に彼は氷系魔法を得意とし、使い手の中で最強とも謳われていた。

			　その分プライドも高く、自分よりも力のない者を下等種と思う癖があった。容赦なく毒を吐き、完(かん)膚(ぷ)なきまでに叩きのめす。次々と将来有望な魔術師たちの心を壊していった。

			　そんな性格のせいで彼は若くして国を追放され、辺境で大量の魔物に襲われて命を落とした。

			　そうやって死んだ彼を救ったのが、魔軍を率いていたミーシアだ。

			　彼女はフォントラの才能を買ったのだ。

			　フォントラは二度目の生を与えてくれたミーシアに感謝し、尊敬し、恋に落ちた。彼女の部下である魔物に殺されたことなど、関係がなかった。

			　凛々しくて、真っ直ぐに伸ばされた背筋。無駄のない洗練されたスタイル。黒曜石のような美しさを持つ黒瞳。ドレスからのぞく妖(よう)艶(えん)な生足。

			　以上がフォントラがミーシアに受けた印象だった。

			　――今、それと容姿が正反対の位置にある少女が、フォントラの前に現れた。

			「……誰だ、貴様？」

			　フォントラは怪訝な視線を少女に送る。こんなダンジョンの地下深くに、年端もいかない少女がたった一人で来れるものじゃない。

			　それだけでただ者ではないと察し、いつでも魔法が使える状態を作り出した。

			　フォントラは『詠唱置換』という固有能力を持っている。

			　これは『詠唱部分』を別の『動作』に置き換えることで魔法が発動できる特別な力。

			　どんな相手にでも使ってきた。この力で蹂(じゆう)躙(りん)してきた。

			　だけど、少女には使えなかった。

			　それは少女の声を聞いたから。

			「――私が誰だか忘れたの、フォントラ？」

			　たったこれだけの言葉。

			　しかし、フォントラがその透き通る声音を聞き間違える訳がなかった。ずっと忘れることがなかった。

			　愛しい、愛しい女神の声。

			　即座に片膝をつき、頭を垂れた。そして、涙する。主との再会に。

			「ようやく気づいてくれたみたいね」

			「申し訳ございません！　このフォントラ・アンガス、貴女様にまこと無礼な行為を……。どんな処罰でも受けさせて頂きます！」

			「そんなに畏(かしこ)まらないで。私も久しぶりに貴方の顔が見たくなって勝手に来てしまっただけだから」

			　その発言にフォントラは心を震わせた。

			　あの偉大なる女神様が、わざわざ私の顔を見るために地上にお降りになったのだと。

			　こんなにも自分のことを愛してくれているのだと。

			「だから、その顔を上げて？　貴方のことを記憶に焼き付けたい」

			　一言一句逃さないように、噛み締めるようにして喜びを味わう。

			　自分はなんて幸せ者なのだろう。フォントラはもう大地たちのことはどうでもよくなった。

			「私でよければ……喜んで」

			　フォントラは言われた通りに頭を上げた。

			　そうすれば親愛なる女性の顔が見られるはずだった。なのに、視界を遮るように少女の手がフォントラの顔に置かれた。

			「火葬滅刑《クリムゾン・クライシス》」

			　この世界で最上級に君臨する神級魔法の一つ。

			　存在ごと喰らう炎は決して消えることはない。水をかけられようが、強風が吹こうが、対象がその名の通り『火葬』されるまでは、ひたすらに業火が燃え続ける。

			「ぁぁぁぁぁあ!?」

			　存在を滅するというのは単に体だけではない。

			　まず、全ての記憶。次に存在の根底となる魂。最後に空っぽになった器。

			　フォントラもその流れに従い、記憶を端から焼かれていく。

			　過去の恨みも、ミーシアへの想いも。

			　もうフォントラは悲痛な叫びをあげない。わからないのだ。

			　痛いという感覚が。辛い時はどんな反応をしたらいいのか。あるべきはずの感情すらも失われるのだ。

			「あ…………ぅえ……」

			　聞き分けることもできない言葉を発して、ついに、フォントラ・アンガスという概念は塵(ちり)となって、この世界から消え去った。

			「……消去終了。約束は果たしたよ、勇者様」

			　少女は思い出す。

			　つい先ほど、フォントラと戦い、死んで自分に会いにきた少年のことを。

			　彼は九回も死んだことにより、本来彼女のいるべき世界に体が馴染んでいた。

			　だけど、まだ時期尚早。

			　いつものように彼の魂を殺して、送り返す予定だったのだが、彼が初めてアクションを起こした。

			　土下座したのだ。

			『俺を殺すのが望みなら幾らでも殺ってくれて構わない。その代わりにあのアンデッド野郎を殺してほしい』

			「――だなんて、言うのだもの。私が誰なのか、もう気づいているのに」

			　思い出してクスリと笑いをこぼす。

			「やはり、彼を選んで間違いではなかった……」

			　高鳴る胸に両手を添える。

			　あの奥底にある優しい心と対極に存在する憎しみの心。

			　決して交わらない二つの感情を、あわせ持つ少年。

			　ああ、また会いたい。一緒に人間を滅ぼして、この世界を取り戻した暁には。

			「特別ですよ、勇者様」

			　フォントラの存在を消したことにより手元に舞い戻った力を、彼を隣で支える少女たちに授ける。

			　本当ならば彼に自分の出来うる限りの奉仕をしてあげたいが、あの忌々しい女神・クラリアの力に邪魔されたせいで、一つの力しか授けられなかった。

			　そのことだけが懸念だったけど、次の行き先は教えられた。そこには彼に助太刀してくれる人物も向かっているはずだ。

			　彼女ならフォントラのような真似はしないし、安心できる。私の残りの部下は、生まれながらの魔族。所詮、元は人間だったフォントラとは違う。

			　少女は心の中で、先ほど自身が殺した部下に毒を吐く。

			「それに新しい子は彼に夢中だから、安心して任せられる」

			　その子とも合流すれば、私の優秀な部下たちが全員解放されるのも時間の問題だろう。

			　そう思い目を閉じると、少女の頭には、大軍を率いて人類と戦う少年の凛々しい姿が浮かんでいた。

			　これは近い将来、きっと現実になる。

			　ああ…………。

			「早く……私の元へ来て、大地……」

			　そんな願いを口にして、魔の女神――ミーシアはこの場から消えた。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ２－７『託された新たな子』

			　

			「……様！　…………様！」

			　……誰かの声が聞こえる。

			　数度体を揺さぶられて、ようやく頭にかかった霧が晴れた。

			「……ここ、は……？」

			　明るい太陽の光が目を刺激する。眩しくて、私は体を起こした。

			「勇者様！　お目覚めになられましたか！」

			　それに大声で反応する男性がいた。ユージさんたちと私たちの護衛に就いていたリン・ウェードさん。

			　血相を変えている。その表情を見るに、かなり焦っているのが窺えた。道中はどんな時も一言も喋らずに周囲に注意を払っていたので、こういうことには慣れていると思っていたけど……どうやら違うみたいだ。

			「はい……。どうかなされたんですか？」

			「……実はですね」

			　リンさんはバツが悪そうに口を濁した。

			　その様子を見て、私もようやく普段の落ち着きを取り戻し始めた。

			　辺りを見渡しても誰もいない。玉城さんも馬原くんも南本さんも。そして、ユージさんも。

			　私は地上にいるのに、他の皆さんがここにいないのはおかしい。あの人たちは倒れていく仲間を放っておくような酷い人じゃない。

			　……馬原くんと南本さんはわからないけど。

			　私がそう思うのはクラスでのとある少年へのいじめを見てきたからだ。

			　特に何の罪もない同級生に暴力を振るう。ちょっとしたことでも『気に入らないから』というちっぽけな理由で痛めつける。

			　正直に言って、見ていられなかった。所詮、彼らは自分の立場を確立させるために、故意に自分より低い立場の人を作り上げているだけなのだ。

			　自分の優位性を確認するために、劣る人間を罵(ののし)り、卑(ひ)下(げ)したいだけなのだ。

			　挙げ句の果てには、ダンジョンで身の危険を感じた時、囮にした。でも、これは私も同罪だ。

			　あの場にいた私は何もできなかった。それは学校の時も一緒。

			　一言でも『やめよう』と注意すればよかった。でも、そうしていじめの矛先が自分に向けられるのが怖かった。

			　今は後悔している。彼に会えたなら、許してもらえるかはわからないけど、一度謝りたい。都合がいいかもしれないけど、それが私のつけられるケジメだと思うから。

			「勇者様？　どうかなさいましたか？」

			「あ、いえ。少し考えていただけですので……」

			　思考トリップしていた私はリンさんの声で現実へと引き戻される。

			　思い出すんだ。倒れる前、私が何をしていたのか。

			　私たちは【夢現のラビリンス】に潜っていた。

			　でも、途中で馬原くんと南本さんが離ればなれになってしまい、ユージさんがそれを追いかけていった。

			　私と玉城さんはその場で待機していて、あちこちが傷だらけになったユージさんが帰ってきた。そこで私は気を失って……そうだ。誰かに首元を強打されたんだ。

			　つまり、皆さんが危ない！

			　気づけば体が勝手に動いていた。

			「勇者様！　落ち着いてください！」

			　リンさんに羽交い締めにされて行動を封じられる。

			「離してください！　助けに、助けにいかなきゃ」

			「戦闘能力を持たない貴女様が一人で行っても何もできません！」

			「それは……」

			　痛いところを突かれて私は反抗をやめた。そう、私の『大図書館』は戦闘向きの特殊能力じゃない。

			　仲間を支援する時に真価を発揮する。

			　しかもステータスもそんなに高くない。前回のダンジョンでレベルを上げなかった弊害がここにきて現れてしまった。

			「じゃ、じゃあ、どうすればいいんですか？　このまま放っておけと？」

			　見捨てるのはもう嫌だ。あんなに後味の悪いことは二度としたくない。

			　リンさんは私の問いかけに即座に答えた。

			「勇者様。私はユージさんから伝言を承っております」

			「ユージさん……から？」

			「はい。彼は倒れた貴女様をここまで連れてきたあと、また他の皆様を助けにとダンジョンの中へと舞い戻りました。その際に、貴女様がもしダンジョンへ潜ろうとしたなら、伝えてほしいことがある、と」

			「な、何なのですか。伝えてほしいこととは？」

			「王宮へと帰り、ありのままを伝えてくれ。そして、救助を頼んでほしい。これは風子にしかできない。頼んだぞ、とのことです。ですから、すぐにでも」

			「やります！　戻りましょう、王宮へ！」

			　私はリンさんの言葉に被せるように叫んだ。
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			　ユージさんの言う通りだ。王宮に戻れば救助隊を出してくれるかもしれない。これは私にしか出来ないことだ。

			　それに、風子って……。

			　それだけで俄然やる気が出る。

			　好きな人に下の名前で呼ばれるのって、こんな気持ちなんだ。

			「勇者様？　お顔が赤いですが、もしや熱でも？」

			「あ、ち、違います！　それよりも早く向かいましょう！　少しの時間も勿体ないです！」

			「は、かしこまりました！」

			　私たちは馬に乗り、リンさんの誘導に従って歩を進める。

			　待っていてください、皆さん！

			　必ず助けを呼んできますから！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　数時間後、無事に王宮へと戻った私は、起こったことを全て伝えた。その後、疲れたので割り当てられた自室へ戻ろうとすると、廊下で三人の女子に絡まれた。

			　南本さんの友人グループだった。右から順に猪俣さん、新島さん、堀谷さんだ。

			　それぞれがピアスを付けていたり、校則を破ったりするなど、あまり素行の良い生徒じゃない。

			「早瀬。聞いたわよ、あんた……」

			「な、何がですか？」

			「惚(とぼ)ける気!?　あんたが紅葉たちを見殺しにしてきたのは知っているんだから！」

			「え!?」

			　堀谷さんの言葉に私は驚きを隠せなかった。どうして、そのことを彼女が知っているのか。

			　いや、それはいずれ広まることだから、問題はないけれど……。

			　重要なのは事実がねじ曲げられて伝わっていること。

			「ち、違います！　そんなつもりはありません！　モンスターハウスがあって、戦えない私は邪魔だったから」

			「モンスターハウス!?　あんた、そんな危険なところに何で!?」

			「私たちは止めました！　そ、それこそ南本さんと馬原くんが勝手に突入しようと」

			「紅葉がそんなことするわけないでしょ！」

			　振り下ろされた平手が私の頬を叩いた。

			「どうせ、あんたが功績欲しさに無理しようとしたんでしょ！　あの桂木みたいに捨てられないように!!」

			「ち、違います！　話を聞いて」

			「うるさい！　黙れ！」

			「あっ」

			　お腹に強い衝撃を受ける。堀谷さんの拳が突き刺さっていた。

			　慣れない痛みに座り込む。すると私を罵(ののし)る言葉と共に横からも、蹴りが何発も放たれた。

			「この人殺しが！」

			「ひぃっ」

			　私は頭を腕で守って、ただ理不尽な暴力に耐えることしか出来ない。

			　どれだけの痛みを感じたのだろう。どれだけの苦しみを味わったのだろう。

			　涙が溢れた。なんでこんなことをされないといけないの？　私は間違ったことをしたの？

			「ったく！　これで終わりと思わないでよ！　全員に広めてやるから覚悟しておきなさい！」

			　私を殴り倒して満足したのか、三人は廊下を歩いて去っていった。

			　外は夜だ。食堂へ向かったんだと思う。私にそんな気力は当然ない。

			　壁にもたれかかる。

			「どうして……どうして……！」

			　涙も枯れて出てこなかった。代わりに悔しさと不甲斐なさが沸き上がった。

			　全ては無力な自分に。

			　私が弱いからダメなんだ。私が弱いから……。

			「明日から……どうしよう？」

			　堀谷さんは皆にこの事を公表すると言っていた。きっと、彼ら彼女らは私に『殺人者』というレッテルを貼り付けて、好き放題に暴力を振るうだろう。

			　わかる。だって、過去に例を見てきているから。自分たちの勝手で。都合で。私も同じような仕打ちを受けるんだ。

			　そんな目に遭うなら……苦しい思いをするなら……。

			「……死のう」

			　両手を首に近づける。ここから魔法を放てば、私は即死だ。

			　その時、頭に浮かび上がったのはユージさんの顔だった。初めて私に優しくしてくれた、私の存在を認めてくれた男性。

			　あんなに励ましてくれたから、頑張ろうと思えた。

			「……ダメ」

			　その言葉を裏切りたくなくて、手を下ろす。

			「どうしたらいいんですか、ユージさん……」

			　無人の廊下。

			　なのに、その問いかけに答える確かな声が聞こえた。

			『力が欲しい？』

			「……え？」

			　周りを見回しても、やっぱり誰もいない。けれども、声は再度、聞こえる。

			『ごめんね。私は姿を見せられないの。それに正体も教えられない』

			「え？　え？」

			『落ち着いて。私の言葉は貴女に直接、魔法を使って伝えているの。だから私の質問に答えて？』

			「あ、は、はい……」

			『ふふ、素直ね。じゃあ、まずは貴女に伝えたいことがあるの。――貴女の言うユージさんは生きてる』

			「――っ!?　ほ、本当に!?」

			『静かにね』

			「は、はい。すみません」

			　私は誰もいないのに、癖で頭を下げた。

			　ユージさんが生きている……。それだけで私の心は満たされていく。

			『他に玉城結愛も生きてる。しかし、残りの二人は不慮の事故で命を落としてしまった。守りきれず、勇者を死なせてしまった彼には罰が与えられてしまう』

			「そ、そんな……！　だって、あれは二人が私たちの注意を振り切って」

			『世の中は残酷。そんなのは言い訳とされてしまう。だから、二人は仲間を募りながら次のダンジョンへと向かっている。ここで貴女に質問』

			「質問……ですか？」

			『うん。貴女は彼らの仲間となり、彼を支えることを誓える？』

			　愚問だった。あの人の力になれる。あの人を隣で支えられる。そんなに幸せなことがあるだろうか。

			「誓えます。誰よりも私はユージさんの力になりたい」

			『――見込んだ通りの子』

			　その声の主は笑っているような気がした。

			『なら、貴女に力を与えてあげる』

			「ち、力？」

			『そう。後で確かめてみて。その力で彼を助けてあげてほしい。彼は貴女を求めている』

			「わ、私を……求めて……」

			『彼らは【灼熱の処刑場】というダンジョンへ向かっているわ。貴女も明日の早朝、誰にも見つからないようにここを出て、そこへ向かって。わかった？』

			「はい。絶対に、ユージさんの元へ……」

			　私がそう言うと、クスリと笑った声が聞こえて会話は終了された。もう何も聞こえない。

			　私がすることは一つだ。

			　痛みも自然と薄まった気がする。気分が高揚しているから？

			　わからないけど、ユージさんが私を欲しがっている。私を求めている。

			　なら、応えよう。

			「ユージさん……」

			　頭の中が彼一色に染まる。

			　私は自室に入り、旅に出るための支度を始めた。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ２ ａｎｏｔｈｅｒ『次なる街へ』

			　

			　俺たちは【夢現のラビリンス】から無事に脱することができた。いや、無事とは言い難いかもしれないが。

			　ともかく、生きている。今はそれだけでいいだろう。

			「ダンジョン攻略したら、こんな感じに飛ばされるんだ……」

			　初のダンジョン攻略となる玉城は、感動した様子で景色を眺めていた。

			　その気持ちは少しだけ理解できる。

			　ずっと血の匂いが充満し、命の危機が隣にはいよる空間に閉じ込められていた後に見る外の景色は壮観に感じられるのだ。

			　空気も美味しいし、空の青がきれい。

			　全てが新鮮に思える。

			「お疲れ様でした、大地様。リードレッドさんに結ちゃんも」

			「今回ばかりは死ぬかと思ったぜ。もうオレは一度死んでるけどな」

			「それを言うなら私だって。……まぁ、誰かさんのおかげで、なんとかなったけどね」

			　もう少し素直にお礼を言えないものか。

			　いや、彼女なりに感謝の意を示しているのだろう。以前までなら、こんな遠まわしにでさえ、口にしなかっただろうから。

			「まぁな。それより、玉城。確かお前たちの他にもパーティーを組んでダンジョンへ向かった奴らがいただろう。誰がどこに行ったか教えろ」

			「それならメンバーはわかるよ？　鮫島、七奈美ん、木島の班。幹山に須崎、徳原の班。それと私たち。ただ、鮫島がどのダンジョンへ行ったかまでは、わからない」

			「はぁ？　どうして？」

			「私たちに何も言わずに、すぐ出発しちゃったし。私たちも自分のことで精いっぱいで、あいつに気をかけている余裕なんてなかったしさ」

			「ちっ。使えねぇ」

			「はいはい、どうも、すみませんでしたー」

			　舌を出して、悪びれた様子もない玉城にキレそうになる。今度のダンジョンではぜひとも痛い目を見てもらおう。

			　こうまでしてシールド役を志願するなんて、なんと殊勝な奴か。

			「大地様。王宮で奴隷にした兵士は、他のパーティーの事は知らなかったのですか？」

			「秘密事項らしくてな。それぞれの担当する場所以外は知らされていなかったんだ」

			「それじゃあ、どうする？　また近い場所から当たっていくか？」

			　リードレッドは日の光を全身に浴びるように背を伸ばす。

			　彼女の言う通りにするしか方法はなさそうだ。

			　鮫島がいるか、いないかは俺の運次第になる。

			　だが、あいつは必ず殺す。俺の手で、どこにいようとも見つけ出してやる。

			「……そうだな。ダンジョンはともかくとして、次の街を目指そう。もうリストネアには戻れない」

			「えっ。私、あっちに元の世界の荷物とか置いているんだけど、どうすればいいのよ」

			「捨てろ。どうせお前は一生俺の奴隷だ。元の世界に帰れないんだから必要ない」

			「ひどい！　朱里ちゃん、桂木がひどいよ！」

			「大地様の言うことが絶対だよ？　結ちゃん」

			「どっちも鬼だった!?」

			　玉城が騒がしいことこの上ないが、今は笑って流せる気がした。

			　命があり、大切な仲間たちが笑顔でいる。

			　今回のダンジョンで俺の未熟さは身に染みて、理解した。

			　次のダンジョンでは絶対にあんな危機に陥らないように、より一層強くならないと。

			　決意を新たにこぶしを握り締める。

			　すると、そっと小さくやわらかな感触に包み込まれた。

			「行きましょう、大地様っ」

			　そう言って、俺の手を引く朱里。

			　すでに準備を整えていたリードレッドが地図を広げて、それを玉城がブーブー言いながらものぞき込んでいる。

			　なんだかんだ、あいつも乗り気のようだ。

			　以前までなら考えられなかった光景に思わず、笑みが漏れる。

			「ああ。目指すは鍛冶の街『ラッセル』だ！」

			　俺は微笑みを浮かべると、朱里の手を握りかえして、新たな街へと向かう一歩を踏みだした。

		

	
		
			　

			電子版特典SS『浜風朱里は好意を隠さない』

			　

			　俺と朱里の関係を表すならば、主人と奴隷だ。

			　しかし、その関係性を聞いて、一般に想像されるような間柄じゃない。

			　虐げたり、虐げられたり。

			　そのようなことは全くない。

			　初めこそ利用する目的で生き返らせたが、今となっては同じ復讐の道を歩む大切なパートナーだ。

			　彼女と俺は【リガルの魔窟】を踏破した。

			　その際に俺は朱里と、ある約束をしたのだ。

			　なにか一つだけわがままを聞こう、と。

			　そして、彼女は一日、行動を共にするという、非常に可愛らしい褒美を要求した。

			　もちろん、俺に断る理由はない。

			　王宮へ向かい、互いの気持ちを深め、人生初のデートを楽しみ、宿へと帰ってきた。

			　そこで俺は今、膝枕をされている。

			　そう、男の憧れである膝枕をされているのだ。

			「ふふっ。気持ちいいですか、大地様」

			「あ、ああ。最高だよ」

			　俺は俺で、何を口走っているのか。

			　気恥ずかしさで頭がどうにかなりそうだというのに、これ以上の恥辱を加えてどうする。

			　俺がこうなっている過程を説明するには、少しばかりさかのぼる必要がある。

			　

			◇　◇　◇

			　

			　ジンジャーが出した命を利用し、クラスメイトに復讐する作戦を立てた俺たち。

			　各々英気を養い、それぞれが好きなように過ごしていた。

			　リードレッドは、部屋の隅で刀を磨いている。

			　俺は朱里の淹れてくれた紅茶を味わっていた。

			「お味はどうですか、大地様？」

			「うん。すごく美味しい」

			「よかったです」

			　はっきり言って俺は、お茶に対して、味わい深さがわかるわけでも、見識があるわけでもない。

			　きっと愛情が込められているから、美味しく感じているんだと思う。

			　少なくとも満面の笑みを浮かべて、喜んでいる少女の姿を見れば、彼女がどんな気持ちで淹れてくれたのかは理解できる。

			「次は何をしましょうか？」

			「そうだな……」

			　俺はティーカップを置くと、悩むそぶりを見せる。

			　というのも、これも朱里のお願いごとの一つだからだ。

			　デートで終わりかと思えば、そうは問屋が卸さなかった。

			「今日は『一日一緒にいる』と約束をしました。なので、私が大地様にいっぱい尽くしたいんです！」

			　その気持ちは素直にうれしい。

			　朱里が打算的に奉仕行為をしているわけじゃないのもわかっている。

			　だが、急に言われても……。

			　して欲しいことなんて、次々に浮かぶわけでもないし。

			　かといって、返答しないのもありえない。

			　なぜなら、朱里が、キラキラ輝かせた瞳をこちらに向けているからだ。

			　この眼差しを裏切ったら、俺はおそらく罪悪感で死ぬだろう。

			　女子の期待とはそれほど重い。

			　ハイリスク・ハイリターンの危険な代物なのだ。

			「反対に朱里が俺にしてほしいことはないのか？」

			「私が、ですか？」

			「そうだ。俺は思いつかなくてな。だから、代わりに朱里がしてほしいことを教えてくれ」

			　俺がそう尋ねると、朱里はかぁっと頬を赤らめて、せわしなく動き始める。

			　情熱的な視線が俺を捉えた。

			「……私は、その……もう一回」

			「いや、ほら、あれはムードとか大事なんかじゃないのか？」

			「……大地様はしたくないですか？」

			「……っ！」

			　危うく喉元まで出てきた本音を、なんとか飲み込む。

			　そこで上目遣いは反則だろう！

			　俺と朱里がお互いを見つめあうと、それらしい雰囲気が漂い始める。

			　しかし、それは冷ややかな視線とぶっきらぼうな声によって霧散した。

			「……オレがいること忘れるなよ？」

			「えっ、も、もちろんですよ、リードレッドさん！」

			　朱里の奴、完全に頭からリードレッドの存在を消していたな。

			　俺も雰囲気にのまれていたので、人のことはあまり言えないが。

			　リードレッドのおかげで、なんとか難を逃れたが、このままではまた無理難題を吹っかけてくるだろう。

			　本当は俺が恥ずかしさに身を隠したい思いなのだ。

			　さて、どうしてうまくかわしたものか。

			「二人ともイチャイチャするのは別に構わねぇんだけど、もう少し控えめにしてくれ。頼むから」

			「は、はい。ごめんなさい……」

			「それでオレからも提案があるんだけど、いいか？」

			「ああ。なんだ？」

			「ほら、ダンジョンで朱里が勇者様にしていたやつがあるだろ？　膝に寝かせてやって。あれでいいんじゃないか？　適度に甘えられるし。オレは甘すぎる空気に包まれずに済むし」

			　リードレッドが告げた瞬間、ぐるりと首を回した朱里。

			　その反応を見て、リードレッドの提案は間違いだったと気づいたが、時はすでに遅かった。

			　

			◇　◇　◇

			　

			　そして、今に至る。

			　個人的な見解だが、膝枕は男にとっては夢の一つといっても過言でもないと思っている。

			　なんというか、言葉にしがたい心地よさがあるのだ。

			「なんだか私、大地様に膝枕ばかりしている気がします」

			「奇遇だな。俺もだ」

			「嫌ですか？」

			「……そんなことはない」

			　そう返すと、朱里はクスクスと笑みを漏らした。

			　続いて、俺の頭を撫で始める。

			「改めて……どうですか、私の膝枕は？」

			　彼女に問われ、俺は感じるままを、心の中で述べる。

			　至福。

			　そう表現するのが正しい。

			　頭を置いた瞬間、眠ってしまいそうになるくらい、安らぎを与えられるのだ。

			　頭を預けると一瞬、吸い込まれるような感覚に陥り、すぐにフィットする。

			　適度な肉つきと張り。若さあふれる健康的な太ももがあるからこその感触。

			　包み込むような優しさが確かにあった。

			　しかし、この感想をそのまま口にすれば引かれること間違いなしなので、適当に言葉を選別した。

			「このまま眠ってしまいそうになるくらい気持ちいいな」

			「別にこのまま寝てしまっても、構わないんですよ？」

			　朱里はいたずらな笑みを向けてくる。

			　彼女が目線を合わせようとすると、綺麗な髪がかすかに触れて、こそばゆい。

			　なにより眠気が吹き飛ぶ衝撃があった

			　胸が……！　近づいて!?

			　自然に前かがみになったことで、彼女の持つたわわな果実が近づくわけだ。

			　もうやばい。

			　だんだん近づいてくる。

			　迫力がすごい。

			「しゅ、朱里！　あ、あまり近づくとだな」

			「近づくと……どうなるんでしょうか？」

			「え？」

			「気づいていますよ。大地様が膝枕するとき、いつも私の胸を見ていることは」

			「な、なんのことかな？」

			　嘘をつくのがへたくそすぎる。

			　声が裏返って、動揺しているのがバレバレだ。

			　だが、それでも朱里は微笑みを崩さない。

			「……私は別にいいんですよ？」

			「な、なにが？」

			「このまま……しても」

			　そして、朱里はそのまま顔を近づけて――。

			「だから、そういうのはオレがいないところでやってくれって言ってるだろ!?」

			　唇が交わる前に、朱里がガクリと倒れた。

			　彼女の後ろには、リードレッドが手刀を打ち抜いた姿勢で立っている。

			　一撃で意識を刈り取る威力に、背中にぞわりと寒気が走った。

			「ったく……勇者様」

			「な、なんだ？」

			「次からは周りに気を付けて愛し合うように。わかったな？」

			「りょ、了解した！」

			「……よし。それならオレも文句はない」

			　阿修羅を背後に錯覚するほどの恐ろしさがリードレッドから消えた。いつもの快活な笑みを浮かべる。

			　彼女の前で、朱里とこういった行為をするのは、控えるようにしよう。

			　そう誓った俺だった。

			　……いつまで誓いを守れるかは保証できないが。

			「とりあえず、朱里を寝かすか……」

			　

			　ちなみに、この後も人目をはばからず、好意を隠さない俺たちを見て、リードレッドが注意するのを諦めたというのは、また先の話だ。

		

	
		
			　

			あとがき

			　

			　初めまして、悠島蘭と申します。

			　この度は『捨てられた勇者は魔王となりて死に戻る』をお買い上げいただき、ありがとうございます。

			　この作品は私が高校生の頃に書き始めた作品で、こうやって書籍として発売されるとは思わず、いろいろとはっちゃけた一作となっております。

			　小説家になろう様でお世話になり、こうしてモンスター文庫様にチャンスを頂けたことを光栄に思います。これからも精進していきますのでよろしくお願いします。

			　少しばかり、自分の話を。

			　モンスター文庫様から書籍化について（なろう様を経由）メールが届いた、その日。

			　仕事帰りにメールを見た私は、駅から自宅まで嬉しさのあまり全力ダッシュしながらも、今迄にあったことを走馬灯のように思い出していました。

			　中学の時、一緒に小説を書こうぜと友人が誘ってくれたのが、書き手としてのスタートでした。

			　彼のスパルタ教育は今でも自分の糧になっています。

			　高校に上がると、ネットでの交流も広がりました。仲良くしてくださった皆様のことも、当然忘れておりません。苦しいときも楽しいときも一緒に共有してくださいました。

			　高校で出会った友人たちも「自分がオタクでラノベ書き」であることを知っても、偏見なく受け入れてくれて、（勝手に）引け目を持っていた自分はすごく楽になりました。

			　おかげで、今では堂々とラノベ作家であることを語れます。

			　様々なことがありましたが、過去が今の自分につながっています。

			　最後に、謝辞を。

			　この作品を支えてくださった読者様。

			　チャンスをくださいました編集長のＭ様。

			　右も左もわからない私を助けてくださった編集のＫ様。

			　中学の時からずっと応援してくれた親友のロリコンに、変態たち。

			　本当にありがとうございます。

			　悠島はもっともっと精進いたします。

			　短いですが以上で、締めさせていただければ。

			悠島蘭
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